




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　寝ね椅い子すで居い眠ねむりをしかけていたサーシャは、かたかたと音がするのに気づいてハッとまぶたを開いた。

　目に飛び込んできた光景に、心臓が飛び出しそうになった。先日一歳になったばかりの愛まな娘むすめのキティが、ティーテーブルの脚あしでつかまり立ちをし、思いきり揺ゆさぶっている。

「うわっ！　それだめキティ……！」

　テーブルの上で波に揺られたように左右に傾かたむく木製の杯さかずきが、キティのいる側に向かって倒たおれかけた。

「危ない！」

　サーシャはとっさに走り寄ると、奪うばうようにしてキティを抱だき上げた。落ちてきた杯がサーシャの肩かた口ぐちに当たり、中身が思いきりサーシャの頭にかかる。

　サーシャはしっかりとキティを抱いたまま床ゆかに転げた。赤ん坊ぼうに怪け我がはないかと、頭からずぶ濡ぬれの姿で腕うでの中を見ると、キティは遊びだと思ったのか「きゃっ、きゃっ」と笑いながら手を叩たたいている。

「よ、よかった……」

　サーシャは安あん堵どの息をついた。万一を考えて木製の杯にしておいてよかった。

　動きたい盛りのキティがいるので陶とう磁じ器きのティーセットは避さけている。中身も温ぬるくした茶だ。熱々だったら火傷やけどしてしまう。

「ぼくは当分熱いお茶は飲めないね、キティ」

　サーシャによく似た形のいい鼻の頭をちょんと指でつつく。可愛かわいい我が子が声を上げて笑うのを見ると、子こ守もりの間にうたた寝するほど疲つかれきっていても、自然と笑えみが浮うかぶ。

　白い服を着たキティは、くりっとした青い瞳ひとみに薄うすい金色の髪かみを持つオメガの女の子である。正式な名はカトリーナだが、オメガの子どもを仔猫キトンというのにちなんで愛あい称しようはキティにした。

　キティが生まれた当初は、黒くろ豹ひようの血を引く国王レドワルドの子が男児でなかったということで、国中から非難の声が上がった。

　ただでさえ王がオメガと結けつ婚こんするということが国の醜しゆう聞ぶんであるかのように騒さわがれたのに、世よ継つぎも産めないとはと国民──特に貴族階級はサーシャを責め立てた。

　もともと王の花はな嫁よめは後宮に上がった貴族の令れい嬢じようたちの中から選ばれていたから、サーシャは彼らに嫌けん悪おされるのも仕方ないと思っている。

　レドワルドがサーシャと結婚したときは、城の内部にも困こん惑わくと非難が広がっていた。もちろんネイサンを始め、一部の人間はサーシャを好意的に迎むかえてくれたけれども、気の抜ぬけない日々だった。

　少しでも王家にふさわしくない振ふる舞まいをすれば、自分だけでなくレドワルドまで厳しい目で見られる。サーシャはどれほど冷たい視線に晒さらされようとも、人目のある場所では決して姿勢を崩くずさず笑顔を絶やさなかった。

　デューゴー伯はく爵しやく家にいたときに、品評会で一等を取るために受けた訓練が役に立ったと心から思う。

　少しずつ城の人間はサーシャを認め始め、キティが生まれてから一年経たった今では、ずいぶんサーシャへの風当たりも和やわらいでいる。やはり赤ん坊の存在は大きい。

　だがどうしても気を抜くことはできない。中には狂きよう信しん的に王を崇すう拝はいする臣下もおり、伴はん侶りよがオメガであると納なつ得とくできない一派によってサーシャとキティが害される恐おそれがある。

　だからレドワルドと相談し、乳う母ばは置かないことにした。乳母本人がどれほど人ひと柄がらがよかろうと、脅おどされて恐ろしい役目を担になわされないとも限らないからだ。態度を和らげてくれた兵士たちしかり、料理人たちしかり。

　彼らに非は決してないけれど、立場の弱い人間は意に染まぬ行こう為いを強要されることもあると、特にキティが幼いうちは心に留めておかねばならない。

　レドワルドとサーシャが本当に心から信しん頼らいして娘むすめを預けられるのは、自分たちと──。

「サーシャさま、ハジさまがお見えになりました」

　ネイサンがハジを伴ともなって部屋に入ってきたので、サーシャはパッと顔を輝かがやかせる。

「いらっしゃい！」

「よおサーシャ、なんだよびしょ濡れんなって」

　息むす子こたちを連れたハジが、笑いながらサーシャを指差す。ハジの夫であるウィラードそっくりの黒豹の姿をした子どもたちは、「わあっ」と声を上げてキティに駆かけ寄る。

「ぬいぐるみ持ってきたよ！」

「追いかけっこして遊ぼう！」

　ハジの子どもたちにはキティも懐なついていて、両手両足をバタバタ動かしながら遊びたがっている。

「おれたちがキティ見てるから、着き替がえて来いよ」

　ハジがそう言ってくれてホッとした。さすがに着替えたかった。

「うん、ありがとう」

　床に下ろされたとたん、すごい勢いでハイハイを始めたキティを二人の黒豹の子どもが追いかけた。追いかけっこは子どもたちの定番の遊びである。

　キティが生まれてからというもの、ハジは子どもたちを連れて頻ひん繁ぱんに遊びに来る。城嫌ぎらいなのに、王おう妃ひが城を留守にするのは外聞が悪いからと気き遣づかってくれているのだ。

　レドワルドとサーシャがキティを預けられるのは、ネイサンとウィラード一家だけだ。

　濡れた髪と顔を拭ふいて部屋に戻もどると、公務の合間を縫ぬってレドワルドがキティの様子を見にきたところだった。

　レドワルドはまだ湿しめっているサーシャの髪をやさしく撫なでる。

「予定がひとつ延期になってな。夕方まで時間ができたからキティの子守りをしに来た。疲れているだろう、サーシャ。昼寝でもしてくるといい」

　公務で忙いそがしいレドワルドを気遣って、夜もキティがぐずればサーシャが起きて面めん倒どうを見る。

「そんな。レドこそ疲れているんですから、休んでいてください」

「なにを言う。くまができているぞ」

　いえいえ、いやいや、と遠えん慮りよし合う二人を、ハジがどんと突つき飛ばした。

「うるせえ、二人ともあっち行って休んでろ。おれたちが遊んでるから、夕方まで二人で寝て来い」

「それじゃ悪いよ、ハジ」

「おれが遊びてえんだから、遊ばせろよ。懐かしくて可愛いんだよ、バブバブの赤ん坊って。大好きなパパとママがいたらおれと遊んでくんないだろ。邪じや魔まなんだよ、あっち行け」

　ハジはわざと憎にくまれ口をきいて、レドワルドとサーシャが気を遣わないようにしてくれる。友達のやさしさに、胸がじんとした。

「ありがとう、ハジ。大好きだよ」

　ハジは指で鼻の頭を搔かき、照れ隠かくしのように早口で言った。

「つか、寝るよりイチャついてこい。次は国民に文句言わせねえよう男の子だぞ。あ、いや、女の子だったら二人ともうちの子どもたちの嫁よめに欲しいくらいだけどさ」

　冗じよう談だんのつもりだろうが、そうなったらいいなと思った。

「本当に子どもたちが結婚したら嬉うれしいね」

　屈くつ託たくなく答えるサーシャに、ハジも「おう、そうだな」と笑って返事をする。

　自分たちの関係は周囲にまだまだ厳しい目で見られているけれど、そんな未来を想像すると、きっと大だい丈じよう夫ぶだと明るい気持ちになった。

「じゃあキティの未来の姑しゆうとめの言葉に甘えて、休ませてもらうとするか。来い、サーシャ」

「はい」

　夫の目に久しぶりに獣じゆ欲うよくが光るのを見て、サーシャの体にも甘い熱が点ともる。

　黒豹王の妃きさきに二人め懐かい妊にんの知らせが流れるのは、間もなくである。
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Prologue






「お願い……、お願いします、その子を連れていかないで……！」

　プラチナブロンドの長い髪を振り乱した女性が、赤子を抱だき上げた男に取りすがる。女性の真っ青な瞳からは、水すい晶しようのような涙なみだが溢あふれていた。

「うるさい！　おまえはまだ子を産んだことのないオメガとして売られるんだ！　経産婦とわかったら価値が下がるだろうが！」

　男は容よう赦しやなく女性を突き放す。男の隣となりに立っている厳しい顔つきをした老女が、涙に濡れる女性の顎あごをつかんで瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「あたしは何百人ものオメガを売り買いしてきたけどねえ、おまえみたいに、発情期が来ても瞳の色が変わらないのは初めてだよ。噂うわさでは聞いたことがあったけど、まさか本当にいるなんて思ってなかったさ。伝説の生きものみたいなもんさね、高く売らんと」

　ひっ、ひっ、と引き攣つれた笑い声を立てる老女に、女性は絶望的な表情をした。

　オメガの特とく徴ちようは男女関かかわらず子を産めること、動物のように発情期を持つこと、そして子どもの頃ころはみなキトンブルーと呼ばれる青い瞳を持っていて、発情期が来ると瞳の色が変わることだ。

　猫ねこは産まれたばかりのときはみな瞳が青く、成長すると本来の瞳の色に変わる。そのことに当てはめて、オメガは猫に喩たとえられる。特に瞳の色が変わる前のオメガの子は仔猫キトンと呼ばれ、愛あい玩がん動物同然に高値で売り買いされるのだ。

　だが発情期が来ても瞳の色が変わらない〝ロイヤルキトン〟と言われるオメガはさらに貴重で、城ひとつ買えるほどの高値がつく。

「離り乳にゆうが済むまでは一いつ緒しよにいさせてやったんだ、感謝しな。おまえも発情期が戻ってきたし、これから稼かせいでもらうさ。この子もおまえに似てきれいだから、高く売れるだろうよ」

「その子を連れて行かれたら……、わ、わたしは生きていけません……」

　老女は女性の瞳を覗き込んだまま、含ふくみのある言い方をした。

「いいかい。おまえがいい子にしていたら、おまえの可愛かわいいこの子もいい家に売られるように取り計らってやろう」

　暗に、自殺など許さないと赤子を盾たてに脅おどしをかける。

　赤子を抱いた男と老女が去った部屋で、女性はいつまでも床ゆかに伏ふして泣き続けた。








１．






　やさしいやさしい歌声が耳によみがえる。

　育ての母であるデューゴー伯はく爵しやく夫人とは違ちがう、サーシャの世話係として伯爵家で雇やとわれたナニーとも違う、細くてきれいなひそやかな声。

　それでいてどこかもの悲しい────。

　あれはいつ聴きいたんだっけ？

　多分、記き憶おくにも残っていない、うんと小さな頃。










「ただいま、サーシャ」

　夫のレドワルドに声をかけられ、サーシャはふと目を覚ました。寝ねぼけ眼まなこで、手の甲こうで目もとをこすりながら起き上がる。

「あ……、おかえりなさい、レド」

　先日二歳になった娘むすめのキティを寝かしつけているうちに、一緒にベッドで寝てしまったらしい。キティはすやすやと安らかな寝息を立てている。

　キティの正式な名はカトリーナだが、オメガの子どもを仔猫キトンに喩えることにちなんでキティという愛あい称しようで呼んでいる。

　いずれオメガ差別が撤てつ廃ぱいされたときに、仔猫キトンという単語に悪いイメージが残らないようにという願いを込め、レドワルドと二人で考えて名づけた。

　ただでさえ民間意識では奴ど隷れい同然のオメガが王妃になったことを不満に思っている貴族たちは、猛もう反はん発ぱつした。サーシャが王の後こう継けいである男児が産めなかったことに加え、オメガの子に差別の象しよう徴ちようである名をつけるなんてと、非難囂ごう々ごうだったのである。

　だがレドワルドは「どうせなにをしても気に入らないのだろう。なににでも文句をつける粗あらを探しているだけだ」と取り合おうともしなかった。

　オメガ男性から産まれる子は小さめで、オメガ少年であるサーシャから産まれたキティもまた、同じ歳の子どもと比べてひと回り小さい。けれど健康にすくすくと育っている。最近ではおしゃべりもずいぶん上手になった。

　レドワルドが、やさしくほほ笑えんで指の背でサーシャの頰ほおを撫なでた。

「遅おそくなって悪かった。キティの世話でゆっくり風ふ呂ろにも入れていないんだろう。用意をさせてあるから、入ってくるといい」

　ハーデク王国の国王であるレドワルドは、黒くろ豹ひようの外見を持っている。

　獣けものと違たがわぬ大きな口と金色の瞳、漆しつ黒こくの獣じゆう毛もうに覆おおわれた、野生の黒豹のように美しい筋肉を纏まとった巨きよ軀く。だが発される言葉は理知的でやさしい。

　ハーデク王家では、代々黒豹の外見を持った男児が産まれる。その昔、天変地異を鎮しずめるために生いけ贄にえとして捧ささげられた王女が、神の化け身しんである黒豹と契ちぎって生まれた子が、ハーデク王の始祖だという。獣の姿をした王は、周囲の国からは畏い怖ふを持って獣人王と呼ばれている。

　そんな獣人王がオメガの花はな嫁よめを迎むかえたことで、サーシャへの風当たりは強かったけれど。

「ご公務お疲つかれさまでした。レドこそ、ちゃんとご飯食べました？」

「済ませてきた」

　レドワルドはすでに寝しん衣いに着き替がえている。サーシャが気き兼がねなく風呂に入れるよう、風呂も食事も済ませてから来たのだろう。

「ありがとうございます、じゃあお言葉に甘えて」

　サーシャは愛まな娘むすめの寝顔をもう一度見てからベッドを降りた。

　子ども部屋は、レドワルドとサーシャの寝室の奥に設けてある。二人の寝室を通らないと出入りできない作りである。

　王おう侯こう貴族の習慣では、赤子はすぐに両親の寝室と離はなれた子ども部屋に移され、乳う母ばから乳をもらい、養育係のナニーに育てられる。

　だがレドワルドとサーシャは、乳母もナニーも雇わず、隣に子ども部屋を作り、自分たちでキティを育てることにした。

　国王であるレドワルドが、一いつ般ぱん的な通念では奴隷も同然のオメガと結けつ婚こんしたことを、快く思わない国民が多数いるという背景があるからだ。

　オメガには淫いん猫ねこという蔑べつ称しようがあり、性的に消費されることが多いのも蔑さげすまれる理由のひとつである。

　中には王を狂きよう信しん的に崇すう拝はいするあまり、サーシャとキティを害そうとする者がいるかもしれない。特に力を持たない赤子など、ほんの一いつ瞬しゆんで命を奪うばわれてしまう。本当に信用できる人間にしか、キティを預けられない。だからほとんど一日中、サーシャがキティの側そばについている。

　やっと自分の意思を伝える言葉が出るようになってきた最近では、赤子の頃よりは安心していられるが。

「ふぅ……」

　サーシャは寝室の隣となりにある湯ゆ殿どので、たっぷりと湯を張ったバスタブに体を沈しずめる。肩かたまで浸つかり、思わず息をついた。

　熱いくらいの湯が心ここ地ちいい。眠ねむ気けも醒さめる。キティと一緒だと熱い湯には入れないから、久しぶりに肌はだがちくちくするような湯が嬉うれしい。

　のんびりと温まり、丁てい寧ねいに髪かみと体を洗う。いたずら盛りのキティからあまり目を離したくないから、一緒のときは急いで風呂を済ませてしまう。

　こうしてレドワルドが気を遣つかってくれて、本当にありがたい。やさしくて頼たよりがいがあって、本当に素す敵てきな夫だと思う。

（かっこいいし……）

　精せい悍かんな黒豹の獣面を思い浮うかべ、思わず笑みが浮かんだ。次いで、たくましい体と男らしい声を思い浮かべてしまい、ポッと頰を染める。

　たちまちレドワルドの熱を思い出して体が反応してしまい、サーシャは赤くなりながら硬かたさを帯び始めた下か肢しを手のひらで包んだ。

「どうしよう……」

　夫に子どもを任せて自じ慰いに耽ふけるなんて、と頭では思うものの、もうすぐ二十歳というのサーシャの体は若く健康で、すぐに刺し激げきを欲しがる。このまま欲が去るのを待っていたら、せっかく温めた体が冷えてしまいそうだ。

（ちょっとだけ……、ごめんなさい……）

　湯の中で自身の雄おすを軽く握にぎり、ゆるゆると上下に扱しごき始めた。体温より熱い湯が指と陰いん茎けいの間を滑すべって、いつもと感覚が違う。

「ん……、ん……」

　体をくの字に折り曲げ、息遣いを押し殺す。動きに合わせて揺ゆれる水面がちょうど乳ち首くびをくすぐり、淡あわい刺激に背筋がぞくぞくした。

　目を閉じて、黒豹の夫のたくましい動きを思い出しながらすり立てる。本物の豹と同じ、細かい棘とげがびっしりと生えた男根で、サーシャの肉にく筒づつをかき混ぜるのだ。

「う……、んぅ……、う……」

　棘だらけの熱ねつ塊かいが自分を貫つらぬき通す想像をしたら、後こう蕾らいがむずむずとした。そこを穿うがたれたがる襞ひだに、そっと指を伸のばしてみる。

「あ……、ぬるぬる……」

　オメガは男性であっても、雄を受け入れる場所から潤じゆん滑かつのための蜜みつ液えきを出す。それは性交を滑なめらかに促うながし、誘ゆう惑わく香こうと呼ばれる甘い香かおりがして媚び毒どくのように人の性欲を刺激する。味も蜜のように甘い。

　サーシャの淫いん孔こうから溢あふれた粘ねん度どの高い体液は、湯の中でさえ滑ぬめついて肉襞を潤うるおしている。指の腹で塗ぬり広げると、ひくひくと蠢うごめいて指を引き込もうとした。

「は、ぁ……」

　湯の熱と自身の体温の昂たかぶりが重なって、息が荒あらくなる。風呂に浸かっているのが苦しくなり、バスタブの縁ふちに手をついて立ち上がった。

　射精してしまうのは気持ちがいいけれど、湯を汚よごすのは恥はずかしい。レドワルドと体を重ねているときは、深い快楽で精を出さずとも達したような感覚になることがある。

　あんなふうに自分でもできたら……。

「くぅ……」

　バスタブの縁をつかんだまま、後蕾に指を忍しのびこませる。いちばん長い指が届く奥ぎりぎりまで挿さし入れ、肉筒の内側でぐるりと回した。

「あっ！　ああ……！」

　前まえ壁かべの一部をこすったときに、びくんと体が跳はねた。ぬるっ、と蜜液が溢れ出し、筒の中がいっそう熱を持つ。

　もっと大きなものを出し入れされたがる襞を宥なだめるように、二本目の指を挿そう入にゆうした。腹の奥まで届くレドワルドの雄とは比べものにならないが、敏びん感かんなしこりには当てられる。

　揃そろえた指を抽ちゆう挿そうしながら回転させると、激しい水音が立つ。ぬちゅっ、くちゅっ、と淫みだらな音に煽あおられて、どんどん行こう為いに没ぼつ頭とうしていった。

「ああ……、レド、レド……ッ」

　レドワルドの指ならもっと太い。もっと奥までこすってくれる。そしてもっと激しく……。

　────……愛している、サーシャ。

　レドワルドの欲情に塗まみれた囁ささやきが耳によみがえる。瞬しゆん間かん、快楽が階段を駆かけ上がるように頭の後ろまで突つき抜ぬけた。きゅうんと締しまった孔あなが指を締めつける。

「ひ……、あっ……！」

　バスタブをつかんだまま、背を反らして硬こう直ちよくした。硬く勃たち上がった陰茎の先せん端たんから、透とう明めいな体液が盛り上がってたらりと茎くきを伝い落ちる。

「あ……」

　ひくひくっ、と陰茎が震ふるえ、サーシャは深く息をついて脱だつ力りよくした。バスタブにつかまっていないと脚あしから力が抜けてくずおれてしまいそうだった。

　レドワルドとの激しい快楽ほどではないにせよ、射精していないのに軽く達した状態だ。だが出していないのでもの足りなさが残る。

　後孔から二本の指を抜くと、肉筒から漏もれた蜜液が糸を引いて内うち腿ももを汚した。

　そのままにしていたら、香りで自分がなにをしていたのかレドワルドにわかってしまう。そんなのいたたまれない。

　きれいに拭ぬぐわねばと思うのに、熱く曇くもった浴室で自慰をしたせいで、暑くて頭がくらくらする。

「のぼせちゃった……」

　ふう、と息をついて額や頰ほおにまとわりつく濡ぬれた髪をかき上げたとき。

「まだ足りていないだろう？」

　ふいに背後から声をかけられ、心臓が飛び出しそうになった。

「レド……！」

　振ふり向くと、いつからそこにいたのか、薄うすい笑えみを浮かべたレドワルドが浴室の入り口の壁に寄りかかり、腕うで組ぐみをしながらサーシャを見ていた。

「かなりそそられる光景だった」

　見られていた！

　一瞬で頭に血が上り、顔から火を噴ふきそうになった。

「そ……、あの……、ぼくは…………」

　言い訳など思いつかず、真っ赤になったまま口をもごもごとさせた。

　戸と惑まどったまま動けないでいるサーシャに、足音も立てずにレドワルドが近づいてくる。慌あわててまだ上を向いている下肢を手で隠かくしたが、両手首をつかまれて横に広げられ、レドワルドの視線に晒さらされた。

「どうして私を呼ばない。それとも一人でする方が好きか」

「ち、ちが……」

　それは、もちろんレドワルドとしたい。

　でも隣の部屋にキティが寝ねていると思ったら、やたらに誘さそうのはためらわれる。発情期でもないのに。

「私に抱だかれるより気持ちよかったか？」

　硬く反り返ったままの雄お蕊しべを見下ろしながら言われ、サーシャは思わず顔を下に向けた。

　発情期ともなれば褥しとねでは大だい胆たんに、レドワルドの眼前で自らを指で犯おかしてみせることもするサーシャだが、自慰を見られるのはまったく違ちがう。

　羞しゆう恥ちで泣きそうになりながら首を横に振った。

「レドとする方が……、すき……」

　レドワルドはフッと笑うと、サーシャを反転させて背中から抱き込んだ。大きな手にすっぽりと雄蕊を握り込まれ、高い声が上がる。

「あっ……！」

「可か哀わい想そうに、こんなに張りつめて。あの程度では到とう底てい満足できないだろう」

　覆おおい被かぶさられた背にレドワルドの体温と筋肉を感じて、はしたなくもレドワルドの手の中でサーシャの雄蕊がびくんと揺れた。そのまま力強くすり立てられて、レドワルドの腕うでの中で身み悶もだえる。

「やぁっ、だめっ……、だめ、でちゃう……！　でちゃうから……っ、やあ……！」

　まだ膝ひざから下は湯に浸つかっている。このままでは湯に放ってしまう。

　レドワルドは身をよじって逃のがれようとするサーシャを強く抱だきしめ、耳じ朶だを舐なめ上げた。

「構わない、どうせ捨てる湯だ。出してしまえ」

　でも浴室の掃そう除じをするのは掃除係だ。水の中に精を落として、溶とけて紛まぎれてしまえばいいが、もし白はく濁だくしたまま底に残ってしまっていたらどうする。

　そんなの恥ずかしくて申し訳なくて泣きたくなってしまう。水の中に放ったことなんかないから、わからないけれど。　>>>♥

　なのに、レドワルドの手の中の熱はどんどん高まっていく。

「いや、いや、レド！　恥ずかしい、許して……！」

　サーシャが頭を打ち振るっていやがると、レドワルドは「仕方がない」と手を離はなし、頰にひとつキスを落とした。

　サーシャが本当にいやがれば、レドワルドは決して無理にしない。だから安心してレドワルドに身を任せられる。

「湯に放つのがいやなら私の口に出せばいい」

　言うと、レドワルドはサーシャを自分の方に向かせ、浴室の床ゆかに片膝をついた。

「え……、あ……」

　黒くろ豹ひようの長い舌がサーシャの雄を舐め上げる様が目に飛び込んできた。

「あ、あぁっ！」

　ざり、と音がするようなざらついた感かん触しよくに思わず逃にげそうになった腰こしを、獣じゆう毛もうに覆われた手でつかまれて阻はばまれる。

　そのまま深く切れ込んだ大きな口に吞のみ込まれ、花の蜜を吸い出すように吸引された。

「は……、あ、あ、あぁ……、そんな、の…………」

　嚙かみちぎられそうなのに、舌の動きはとても繊せん細さいで。

「レド……」

　黒豹の姿をした愛いとしい夫の頰を撫なでる。

　形だけなら、獣けものに貪むさぼられているようにしか見えない。けれどレドワルドはサーシャの快感を優先してくれて、痛がることも怖こわがることもしない。

　普ふ通つうの人間よりも長く広い舌でサーシャの小ぶりの雄おすを余すところなく包み込み、視線を上に上げて「出せ」と目で命令してくる。

　金色の瞳ひとみにそそのかされて、射精の欲求が高まった。

　レドワルドが射精を促うながすように力強く吸い上げる。

「きもちい……、あ……、あああ……っ」

　レドワルドの頭部をつかんだまま、がくんと上半身を折り曲げて達した。

　たまらず目を閉じたサーシャの耳に、ごくり、とレドワルドが精を嚥えん下かする音が聞こえた。

「ふ……、はぁ……」

　脱力しかけたサーシャの体を、立ち上がったレドワルドが支える。たくましい胸に抱きとめられ、愛しさが募つのって頰をすり寄せた。

「きもちよかった……」

　まだ濡れているサーシャの髪かみをやさしく撫でたレドワルドが、頭のてっぺんにキスを落とした。

　レドワルドは壁にかかっていたタオルでサーシャを包んだかと思うと、軽々と抱き上げた。

「ひゃっ……」

　サーシャは十七歳で発情期が来るまで、仔猫キトンらしい幼さを残すために、育ての親であるデューゴー伯はく爵しやく夫妻に成長抑よく制せい剤ざいを飲まされていた。そのせいで子どものように小こ柄がらなため、通常の成人男性よりひと回り大きな体を持つレドワルドには、いつも赤子のように抱き上げられてしまう。

　やさしくベッドに下ろされ、覆い被さられた。

「ま、待ってレド、隣となりの部屋にキティが……」

「ああ、ぐっすり眠ねむっている。ここのところ、朝まで目を覚ますことはない。そろそろ二人目も欲しいだろう？」

　キティが産まれてからは、レドワルドの側そば仕づかえのネイサンや、友人のハジがキティの面めん倒どうをみてくれているときに夫ふう婦ふの時間をときおり持つ程度だった。

　王の後こう継けいを作りたくとも、なかなかその時間が取れない。一度キティが一歳になったばかりの頃ころに妊にん娠しんの兆候のようなものがあったが、残念ながら間ま違ちがいだった。気の早い臣下が勝手に懐かい妊にんのうわさを流し、結局違っていたことで、余計にサーシャは非難されたものである。

　二人目の子に恵めぐまれないのは、単純に性交の回数が少ないからというより、精神的な重圧があるからかもしれない。

　レドワルドの瞳に欲情の火が点ともっている。

「もっとも、後継のためではなく、私がおまえを欲しいんだがな。気づいていたか？　浴室におまえの甘い誘ゆう惑わく香こうが充じゆう満まんしていて、理性が吹ふき飛びそうだったんだぞ。あそこで犯さなかっただけ褒ほめてもらいたい」

　かぁ、とサーシャの頰が赤くなる。

　言葉を証明するように激しい口づけで唇くちびるを塞ふさがれ、性急に体をまさぐられた。

「ん……、ん……」

　舌を絡からませ合う音が響ひびき、落ち着いたと思った欲望が再び頭をもたげる。レドワルドの舌にかすかに残る精の味に、いやでも興奮が高まった。

　この舌が……、猫ねこと同じざらざらの舌が、サーシャを気持ちよくしてくれた。そして彼特有の、あの棘とげだらけの……。

「あ……！」

　考えただけで、じゅん、と雄を受け入れる孔あなから蜜液が漏もれた。

　尻しりの狭はざ間まを指で探さぐられ、ぬかるんだ後こう蕾らいを爪つめの先でつつかれて腰がよじれる。指を挿いれてほしくて、自分から腰を振ふってすりつけた。

「今日は爪が伸のびていて指でしてやれない」

　サーシャが前回レドワルドに抱かれたのは、数週間も前だ。今日だってサーシャが誘惑香を振りまかなければ、レドワルドもなにもせずに眠るつもりだったのだろう。

　獣人王の爪の形は人間と違う。内側に丸まっていて、普通に伸ばせば先せん端たんが尖とがる。少しばかり伸ばしていても日常生活に支障はないが、やわらかな粘ねん膜まくは傷つけてしまう。

　レドワルドはにやりと笑うと、サーシャの膝に手をかけて大きく両側に倒たおし、大胆に脚あしを開かせた。

「や……っ！」

「自分で広げたから、私がしてやらずとも大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　蜜液で濡ぬれそぼつ淫いん孔こうは、すでに口を開いてひくひくと震ふるえている。自分のしたことを思い出させられ、羞恥でのどが詰つまる気がした。

　レドワルドはサーシャのそこを見ながら、うっそりと笑う。

「私を放って一人で楽しんだお仕置きをしてやらないと」

　サーシャの頰ほおが熱くなる。レドワルドの〝お仕置き〟はいつも、少しだけサーシャに意地悪をして、逆に泣くほど感じさせられてしまう。

　そしてその後はとろとろになるほど甘やかしてくれる。何度も愛を囁ささやいて、溺おぼれるほど褒めて、たっぷりとサーシャを可愛かわいがる。

　レドワルドは期待に頰を染めたサーシャの両手首をひとまとめにつかみ、頭上で取り押さえた。

「レド……」

　かすかな不安を含ふくんだ声が出てしまった。自由を奪うばわれた状態で弱い脇わきや腹を無防備に晒さらすのは、本能的な恐きよう怖ふを感じる。

　見上げた黒豹の瞳が、雄の欲情でぎらぎらと光っている。信しん頼らいしている夫でなければ、怖くて泣き叫さけんでいるかもしれない。

　────だから感じてしまうのだ。

　愛しているから。信頼しているから。

　この人は決して自分を傷つけないと知っているから、強淫の真ま似ねごとのような体勢に逆に昂たかぶってしまう。

　視線を下に下ろすと、レドワルドの太りきった雄おす茎ぐきが腹に付きそうなほど反り返っていた。その大きさに目を瞠みはる。

「おっきい……」

「久しぶりだからな。おまえの誘惑香に中あてられて、私も少々余よ裕ゆうがない」

　レドワルドは腰を進め、肉にく杭ぐいの先端をサーシャのぬかるみにひたりと押し当てた。サーシャの腕うでほども太さのある茎にはびっしりと逆向きの棘が生えており、尖った先端は拳こぶしのように膨ふくらんでいる。

　もう数えきれないほどの回数受け入れているのに、それでもまだこんなに巨きよ大だいなものが自分の中に入るのかと畏い怖ふすら覚える。

　ぐりっ、と先端を押しつけられ、肉の環わが広がる感触に小さな顎あごを突つき上げた。

「ひうっ……！」

　いつもなら、サーシャが舐なめて濡らしてから挿そう入にゆうする。

　小さな孔にねじ込まれる硬かたく張った雄の先端は、乾かわいていていつもより抵てい抗こう感がある。けれどサーシャの蜜液で潤うるおい、息もできないほどぎっちり花はな襞ひだを広げられて、なんとか吞み込んでいく。

　これが〝お仕置き〟なのだ。

　愛あい撫ぶもなく、熱い楔くさびを穿うがたれる。サーシャが自分で淫孔を弄いじったから、そこを虐いじめてくる。苦しさはあっても、濡れた孔は裂さけるほどの痛みを感じない。愛する人にだから許せる、淫みだらで愛しいお仕置き。

「あんっ、ああ……、あ、あ、あ、きつ……、い……っ」

　サーシャの指でほぐしただけの穿せん孔こうは、健けな気げに巨大な雄おすを受け入れようとする。衝しよう撃げきで目を瞑つぶったサーシャの目め尻じりから、涙なみだがひと筋流れ落ちた。

　だが。

「……さすがにいきなり全部は無理だな」

　レドワルドが荒あらい息をつきながら、半分ほど埋うめたところで止まった。限界まで引き伸ばされた襞が熱い。

「痛くはないか？」

　片手でサーシャの手首を縛いましめたまま、そっと頰を撫なでる。

　お仕置きだと言いながら、痛めつける気など微み塵じんもない。こんなことを聞いてくるやさしさに、やっぱり大好きだと思う。

「いたく……ない……、でも、くるしい……」

　痛みはないが圧あつ迫ぱく感かんがすごい。

　数週間ぶりに男を受け入れて、無理に挿れれば傷ついてしまうだろう。

「もっと蜜みつ液えきが必要だな」

　ちくん、と胸の先に甘い痛みを感じて背を反らした。

「ああっ！」

　レドワルドが、鋭するどく尖った爪でサーシャの乳ち首くびを軽くつつく。

　形を浮うき立たせるように小さな粒つぶの周囲をつつき上げてから、ぷっちりと芽め吹ぶいた乳首の中心に爪の先を食い込ませた。

「やあっ、あああっ！」

　突き刺さすような快感に、思わず高い声が上がる。

「こら」

　レドワルドが手のひらでサーシャの唇を覆おおう。

　顔を近づけ、長い舌で頰を舐めた。

「そんなに大きな声を出して、キティが起きたらどうする。我が慢まんしろ」

　意地悪な命令に、意図せずきゅう、と淫孔が締しまった。

　自分の青い瞳ひとみが、恐怖や悲しみでなく潤うるんでいるのがわかる。感じたままの声も出せない不自由な状じよう況きように、期待してしまっている。

「手を離はなすぞ」

　これもお仕置きなのだろう。

　手が使えれば自分で口を押さえていられる。体勢を変えられれば、枕まくらやシーツを嚙かんで声を殺すこともできるのに。

「もっと濡らせ」

　傲ごう慢まんに命令され、乳首をつままれる。

「あ……、う……」

　飛び出そうになる嬌きよう声せいを、下唇を嚙んで押し殺した。

　自由にレドワルドを抱だきしめられれば素す直なおに馴な染じんでくる快感が、手首をつかまれているだけで暴力的なほどサーシャを責め立てる。

　拘こう束そくされているだけでこんなに感じるなんて────！

「う……、あ、あ、……っ、は……、や、あ…………」

　つまんだままくりくりとひねられ、強ごう引いんに与あたえられる快感から逃にげようともがけば、逆に胸を差し出す形になる。弄られているのは胸なのに、強い快感が下か肢しに滑すべり落ちて勝手に腰こしがよじれた。

　勃たち上がった陰いん茎けいがちくちくと快楽を訴うつたえ、動くたびにはしたなく左右に揺ゆれる。自分でもわかるほど蜜液が溢あふれて、腰をよじれば自然に少しずつ雄を吞のみ込んでいった。

　レドワルドが目を細める。

「やわらかくなってきた……。熱くてぬるぬるで私を締めつけてきて……、おまえの中は素晴らしい、サーシャ」

　褒ほめられれば身の内から喜びが盛り上がる。

　余計に感じてしまって、腹のいちばん奥がきゅうっと絞しぼられて精を欲ほつした。

「…………て、……突いてっ、奥……！　レドの熱いの、ほしい……！」

　レドワルドの金色の双そう眸ぼうがぎらりと光った。

「サーシャ！」

「あああっ！　ふ、ぅぅ……っ！」

　力強く雄を打ちこまれ、悲鳴を上げかけたサーシャの口をレドワルドが手で塞ふさぐ。

「んっ、んん、ぅ、んんんん、っ……！」

　首を振ふるいたいのに、大きな手に押さえつけられていて叶かなわない。

　欲しかったところまで激しく抉えぐり抜ぬかれて、頭の中に火花が弾はじけた。悲鳴ごと内臓が飛び出てしまいそうな衝撃なのに、口を塞がれているから快感の逃のがし口がない。

　レドワルドの肉茎にびっしりと並んだ逆向きの棘とげが、抽ちゆう挿そうされるたびサーシャの意識を真っ白に塗ぬり潰つぶす。

　棘はやわらかな弾だん力りよくを持っていてサーシャを傷つけず、天然の性せい玩がん具ぐも同然である。ただでさえ感じやすいオメガの性器が、悦よろこんで雄茎をむしゃぶった。

「ぅぅぅぅぅ……、んぅ……っ！」

　ずん、ずん、と最奥のオメガの子宮口を重く穿たれれば涙が飛び散った。

　声を出せなくて苦しいのに、いい。唇くちびるを覆われて呼吸もままならないせいで、脳に酸素が届かず行こう為いだけに没ぼつ頭とうしていく。

　でも……、でも……、抱きしめたい────！

「ん────……っ！」

　レドワルドが達する前に、サーシャの花か茎けいから白い精が飛び散った。

　白はく濁だくした体液はサーシャの薄うすい胸まで汚よごし、その熱さにぶるっと身を震ふるわせた。

「サーシャ……」

　射精の余よ韻いんで体を震わせているサーシャを見下ろしたレドワルドが、くっと目を細めた。

　サーシャを拘束していた手を離し、やさしく口づける。

「だめだ、やっぱり虐めるより可愛かわいがってやりたい」

　サーシャの頰ほおを撫で、もう一度キスをした。は、は、と息を継つぐサーシャは、潤んだ瞳でほほ笑えんだ。

「うれしい……」

　拘束で痺しびれた腕で、黒くろ豹ひようの頭部を抱き寄せる。

「すごく気持ちよかったけど……、抱きしめられる方が好き」

　強ごう淫いんの真ま似ねごとをされて興奮してしまったのも事実だが。

「次からは、お仕置きはキティと同じ、尻しり叩たたきにするか」

　いたずら盛りのキティのお仕置きは、お尻をぺんぺんすることに決まっている。

　二人で視線を交かわし、キティのように膝ひざの上に抱きかかえられてお仕置きされることを想像して、思わず一いつ緒しよに笑ってしまった。

　この歳になってお尻を叩かれるなんて、それはそれで恥はずかしくて立派な罰ばつだけれど。

　額同士をこつんと当てて、レドワルドの瞳を覗のぞき込んだ。

「お仕置きされるようなことしないように気をつけます」

「ああ。次からは、自分を慰なぐさめるのは私の不在のときか、私の目の前だけにしろ」

　意味を理解して、サーシャの頰がうっすら染まる。

「はい……」

　律りち義ぎに返事をした声は、小さく掠かすれてしまった。

「このまま続けていいか？」

「ぼくも……、最後までしたい……。ください……」

　許しが出るのを待っていたかのように、まだ達していなかったレドワルドの男根がぐんと奥を突つき上げた。

「あっ……！　まっ、て……、くちびる……、キスで、ふさいで……！」

　漏もれる喘あえぎを、レドワルドの唇で吸い取ってほしい。

　ねだられるまま、レドワルドはサーシャの唇を情熱的な口づけて塞ぐ。

「ふ……」

　息苦しいけれど、長い舌で口内を舐なめ尽つくされるのは気持ちがいい。上も下もレドワルドでいっぱいになると、快楽に集中できる。

　熱くたくましく大きな体にしがみつけば、汗あせで濡ぬれた獣じゆう毛もうから立ち上った獣けものの欲情の匂においに塗まみれて興奮した。

　好きで、好きで。

「……っ、き、レド……っ、すき……、すき……！」

　口づけの合間に、何度も好きだと繰くり返した。

「愛している、サーシャ……、私の可愛い仔こ猫ねこ……！」　>>>♥

　レドワルドも愛の言葉を繰り返す。

　愛し合うとは、体も心も繫つなげる行為なのだと強く感じる。体の奥深くに熱を叩きつけられたときに、とても幸せだと思った。
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「サーシャさま、かあさま。カナールで遊んでもいいですか」

　ハジとウィラードの長男、サイラスがキティと手をつないで尋たずねてくる。六歳になったサイラスは言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいで、サーシャから見てもしっかりした子だと思う。

　黒豹の血を継いだ彼は、獣の顔をしていても賢かしこそうな顔だちをしている。

「おう、暑いもんな。滑って転ばないよう、気をつけろよ」

　ハジが許可すると、サイラスは嬉うれしそうに笑った。

「はい。おいでアレン、キティ」

　サイラスはキティと四歳の弟のアレンを連れて、カナールへ小走りに駆かけていく。カナールは噴ふん水すいから延びる水路で、足首程度の低さで水が流れている。子どもが夏に水遊びするには絶好の場所だ。

　レドワルドの家族、側そば仕づかえのネイサン、そして自分たちが招待した人間以外は立ち入ることのない王専用の庭だから、安心して子どもたちを遊ばせられる。

　さすがに水遊びの最中に目を離はなすわけにはいかないので、サーシャとハジもカナールが見える木こ陰かげのベンチに移動して並んで座った。

　ハジはレドワルドの従兄いとこであるウィラードの妻で、サーシャと同じ男性オメガである。ウィラードはレドワルドと同じく黒豹の外見を持つ公こう爵しやくで、レドワルドよりも数年早く、オメガと結けつ婚こんしたことで変わり者として一族からそしられていた。

　ウィラードもハジも他人の目をわずらわしがるので、以前は王城であるハーデク城にはめったに顔を出さなかった。

　だがサーシャとレドワルドが結婚してからは、公式に王おう妃ひとして表に出るとき以外はキティと城に籠こもらざるを得ないサーシャを気き遣づかって、頻ひん繁ぱんに遊びに来てくれるのだ。

　今日もサイラスとアレンをキティの遊び相手に連れてきている。キティにしても、生まれたときから可愛がってくれるハジと子どもたちにとても懐なついていてありがたい。

　サーシャは同じ立場であるハジを、ただ一人の友人であり人生の先達として、大事に思っている。色々相談したり、悩なやみを打ち明けるのもハジにが多い。

　子どもたちは早さつ速そく着ているものを全部脱ぬぎ落として、きゃあきゃあ騒さわぎながらカナールで遊び始めた。

「まだ異性の前で服脱ぐのが恥ずかしいって意識はねえよなぁ。いつまであんなふうに遊べるかな」

　子どもたちを見ながらハジが言う。

　あの年とし頃ごろの子どもは男女の区別なく、恥ずかしいとは思わずに全ぜん裸らになるものである。

　ほほ笑ましく眺ながめていると、ハジがキティを見て明るく笑った。

「おーおー、さすが女の子の尻はぷりっぷりで可愛いわ。色白いからオメガ斑はんくっきり」

　オメガ斑とは、オメガの乳幼児に特有の青い痣あざのことである。生まれつき尻を中心に大きな青痣のような斑点があって、大たい抵ていは三歳から五歳ほどの間に消失する。

　瞳ひとみが青いだけなら一いつ般ぱんの赤子にも大勢いるが、この特とく徴ちよう的な痣が最初にオメガの赤子を判別する材料であり、以後第二次性徴が現れる頃ころに発情期を迎むかえ、瞳の色が青から本来の緑や茶へ変わる。

　その後は平均して二、三カ月おきに発情期があり、その期間は性交のことで頭が占しめられ、誘ゆう惑わく香こうを垂れ流して男を誘さそう。オメガ本人にとっても周囲の人間にとっても抗あらがいがたい性的欲求を抱いだかせるのだ。

　このように特徴的な性を持つので、オメガであるということを隠かくして生きるのは難しい。成人すれば一見小こ柄がらな一般人と変わらないが、ひとところに数カ月も留とどまれば発情期が始まって、香かおりでオメガとわかってしまう。

　ハーデク王国ではこれまでオメガは犬いぬ猫ねこ同然の扱あつかいだったので、飼い主のいないオメガは捕つかまえられて売られてしまうことが多かった。だから野の良らオメガは自分の素す性じようを隠すために、住居を構えずに放ほう浪ろうするしかなかったのだ。

　いずれはオメガだからといって蔑さげすまれたりすることがない国にしたい、とレドワルドといつも話している。　>>>♥

「キティのオメガ斑、クローバーの形してんのな」

　キティの尻しりには、ちょうど尾びてい骨を中心にまるでクローバーのようなオメガ斑がついている。大抵はなんの形でもない大きな染しみのように広がっているものだから、模様に見えるのは珍めずらしい。

「ぼくも子どもの頃、クローバーの形のオメガ斑だったらしいよ」

　だから「あなたは幸運の仔猫ちゃんよ」と伯はく爵しやく夫人は喜んでいた。

「へえ、オメガ斑にも遺伝てあんのかもな。聞いたことねえけど。ハートとかあったら可愛かわいくね？」

「だね」

　想像してふふっと笑った。赤ちゃんの尻にハートがついていたら可愛い。

「サーシャももうすぐ二十歳はたちとは思えないくらい幼い顔してんもんなぁ。まだオメガ斑残ってるんじゃねえの」

「さすがにないよ」

　いくらなんでも。

「いやいや、わかんねえぞ。貴族に飼われてたオメガって赤ん坊ぼうの頃から成長抑よく制せい剤ざい飲まされてたんだろ。自分で尻確かく認にんしたことあるか？」

　言われてみれば、わざわざ自分の尻を鏡で確認したことはない。今度レドワルドに見てもらおう。

　成長抑制剤は、貴族がオメガの〝仔猫〟期間を長く楽しむために飲ませるものだ。そのせいでサーシャも子どものように小柄で、本来なら十代前半でやってくる発情期も十七歳まで来なかった。

　そんな非人道的なことも、今考えれば許されることではない。

　ベンチに腰こしかけたサーシャは、はふ、と息をついた。昨夜の情交の余よ韻いんが体に残っていて、体が重だるい。しかし幸せな疲つかれだ。

「お、なんだなんだ、満ち足りた顔してんなぁ、オイ」

　ハジがサーシャを見て露ろ骨こつにニヤニヤした。

「そ、そう？」

　いひひ、と笑ったハジは、隣となりに座ったサーシャの腕うでを肘ひじでつついた。

「昨夜ヤッたんだろ」

　顔を覗のぞき込んでくるハジに、サーシャはかすかに頰ほおを染めながら、「うん……」と小さく頷うなずいた。

「おー、素直に認めるとこが可愛いなぁ。なんかサーシャって淫いん猫ねこ……って、この言い方よくねえな。オメガの割に清せい楚そな見た目してっから、王さまとの情事って想像できねえわ。すげえ可愛がられてそうだけど、ベッドでもおとなしそう」

「え……、そうかな」

　他ほかの人の情事を知らないから、どんな行こう為いが普ふ通つうでどれくらいをおとなしいというのかわからない。自分の欲求のままにレドワルドを求めるか、レドワルドに教えられた通りの淫技を繰くり返している。

「自分で動いたりもしてんの？」

「そりゃ……、だってぼくもレドに気持ちよくなってほしいし」

「いいねえ。サーシャみたいな清楚系で可愛い子にベッドで頑がん張ばられたら、男ならたまんねえだろうなぁ」

　そうなのだろうか。レドワルドが悦よろこんでいるなら、とても嬉しいけれど。

　サーシャの方こそ、ハジとウィラードとの情事なんて想像できない。いたずらっ子のようなハジと、それを父親のように窘たしなめるウィラードは、いつも喧けん嘩かをしているんじゃないかと思うほど怒ど鳴なり合っているから。

　最初に二人のやり取りを見たときは驚おどろいたものだ。でも二人の仲がよくて信しん頼らい関係があるからそうしていると、すぐにわかった。

「そういや最初サーシャの首輪に鈴すずついてたもんな。ヤッてるときに音が出るやつ。あれ、やらしかったな」

　首輪は飼われたオメガ、通つう称しよう〝飼い猫〟の証あかしである。

　サーシャがレドワルドと結婚する前は、貴族の間ではオメガを人間扱いせず、愛あい玩がん用の猫として飼うのが当たり前だった。特に発情期前で仔猫の瞳キトンブルーを持つ幼いオメガは、高値で売買されていたのである。

　サーシャが結婚してからは、レドワルドはオメガ差別を撤てつ廃ぱいしようと、オメガを猫として扱うことに禁止令を出した。

　人間でさえあれば、ハーデク王国では奴ど隷れい階級であっても基本的に人間として扱われ、能力次し第だいでは出世も望める。

　オメガはそれまで、人間という意識すら持たれなかった。人の形をして、人の言語を解するだけのペット同然だった。貴族や裕ゆう福ふくな商人に飼われるか、奴隷に交じって働くか、発情薬漬づけにされて娼しよう館かんで働かされるか。

　飼われているオメガにしても、実際は愛人代わりに閨ねやの相手をさせられることがほとんどだったという。

　サーシャも伯爵に捨てられてレドワルドに拾われた当初は、王の飼い猫として首輪をつけられていた。気持ちを確かめ合ったときに外されて、以来つけていない。

　幼い頃からずっと首輪をつけられて育ったサーシャには、初めのうちは首もとが心もとない気がしていたが、数カ月してやっと慣れた。今サーシャの首につけられるものと言ったら、装そう飾しよくのための首くび飾かざりと────。

「あ、首に嚙かみ痕あとついてる。やらしー」

　ハジに指を差され、サーシャはパッと赤くなって慌あわてて首を手で隠した。

「王さまも厳しそうな顔して好きだねえ、やっぱ男だわ」

　愛を確かめ合う行為を好きなのはおかしいだろうか。

　秘ひめごとを大っぴらに晒さらすのははしたないかも知れないが、行為そのものは愛し合う者同士なら当たり前にすることだ。

　怒おこったわけではなく、嫌いやみのつもりでもなく、純じゆん粋すいに疑問に思って聞いてみた。

「性行為が好きって恥はずかしいこと？」

　ハジは面めん食くらった顔をした。

「気持ちいいし、愛情が深まるし、いいことばっかりじゃない？」

　ハジは真っ直すぐな目を向けるサーシャをしばらく見つめ、だんだん顔を赤くしていき、やがて額に手を当てて天を仰あおいだ。

「……っちゃ～、これだから箱入りは……。天然っつーか、敵かなわねえなぁ。からかってるつもりが、逆にこっちが照れるわ！」

　頭を抱かかえんばかりに悶もだえるハジを見て、なにか恥ずかしいことを聞いたのだろうかと不思議に思った。

　ものごころがつく前にデューゴー伯爵家に飼い猫として引き取られ、まさにペットとして過ごしてきたサーシャは外の世界のことをほとんど知らない。そのデューゴー伯爵夫妻には捨てられてしまったが。

　伯爵夫妻は王のものになったサーシャを誘ゆう拐かいして売ろうとした罪で、今は爵位を剝はく奪だつされ、片かた田舎いなかで幽ゆう閉へいされている。

　ハジはため息をつくと、サーシャの肩かたを抱だき寄せた。

「いやまあ、ほんとのとこ、いいんじゃねえ？　おれも嫌きらいじゃないよ、ウィラードとすんの。ま、おれたちはロマンチックって言うより、運動代わりにベッドで発散みたいなとこもあるけど」

　運動代わり。

　それはそれで今ひとつ想像がつかない。体力を使うのは確かだが。

「キティももう二歳だし、そろそろ夜も手かかんねえだろ。うちはサイラスのときは夜泣きが激しくてなかなか関係は持てなかったけど、アレンはすげえ寝ねてくれる子だったから、すぐ夜の生活も戻もどったし」

　キティも以前は夜中に目を覚ましてぐずることが多かったが、二歳になる直前辺りからぴたりと収まって、最近は朝まで目を覚まさない。

　やっとおねしょがなくなったことと関係があるのかもしれない。どちらにしろ、サーシャたちにとってもキティにとっても、安あん眠みんできるようになったのはいいことだ。

「あー、のろけられたら、おれもウィラードといちゃいちゃしたくなってきちまった。たまには素直に甘えてやるか、サーシャを見習って」

　ウィラードを思い出したのか、ハジは幸せそうな顔をした。そんな表情のハジは、サーシャより年上だけどとても可愛かわいく見える。

　砂色の髪かみと褐かつ色しよくの肌はだに、ロイヤルキトンの証である青い瞳ひとみの組み合わせはエキゾチックで、彼の異国風の美び貌ぼうを引き立てている。

「そういやさ、前にオメガ差別のない国を王さまと見学に行きたいって言ってたろ。おれの生まれた国いいよ。ちょっとばかり時間や性関係にユルいとこあるけど、そのぶん人間も国も大らかだし、オメガだって普通の人間だし、逆に色っぽいってモテモテだぜ」

「そうなんだ。いつか行ってみたいな」

「おう、行くことあったら声かけろよ。里帰りがてら案内するぜ」

　ハジが産まれたのは、南国の海の側だと聞いたことがある。ハジみたいな大らかな人間が大勢いるのなら、素す敵てきなところに違ちがいない。

「つか、初めてこの国に連れてこられたとき、オメガの扱あつかいがあんまりひどいんでびっくりしたぜ」

　ハジが下した唇くちびるを突つき出して言う。

　彼は自分の国で楽しく暮らしていたが、発情期を迎むかえても瞳の色が変わらない〝ロイヤルキトン〟だということがわかって、オメガ売買の商人に攫さらわれたのだと聞いたときは驚いた。

　縁えんあってウィラードに引き取られたが、当初は何度も脱だつ走そうを試みたという。

　結局ウィラードと想おもい合ってハーデク王国に残ることになったが、本心では母国を愛いとしく思っているのだろう。

　ウィラードはそれまで国政の重要な部分を担になっていたが、ハジと結けつ婚こんしたことで奇き異いな目で見られ、第一線から退いたのだとか。

　それでも黒くろ豹ひようの血と王位継けい承しよう権を持つウィラードは、ハーデク王国にとって大事な人間であることに変わりはない。

　だからハジの国に移住せず、ハーデク王国で暮らさざるを得ないのだ。ウィラードの子が、現在たった二人の黒豹男児という背景もある。

「でも王さまが、ロイヤルキトンしか獣じゆう人じんの子を産めないって発表したときも驚いたな。ロイヤルキトンそのものも噂うわさでしか存在しないみたいに言われてたのに、そんな特別な体質だってことをさ」

　そうなのだ。

　レドワルドがサーシャと結婚する前は、ロイヤルキトンの存在はもとより、黒豹の子を産める唯ゆい一いつの人種であることは黒豹の王家以外には秘ひ匿とくされていた。

　圧あつ倒とう的に数の少ないロイヤルキトンはただでさえ見つけにくいのに、そんな事実がわかったら王族に大金を吹ふっかけて売ろうとする人間が必ず出て来る。いくら王家とはいえ、すべてのオメガを保護してロイヤルキトンを見つけるわけにはいかなかったからだ。

　ところがレドワルドは、発表と同時に、ロイヤルキトンは希少人種として発見次第王室へ報告し、保護する特別法令を制定した。

　本来なら王といえど勝手な法は作れぬものだが、歴代の傍ぼう系けい王族の獣人の中にはロイヤルキトンを見つけられず、後継を持てぬまま絶えていった家がいくつもある。

　王家の血筋の存続は、国にとって最優先事じ項こうとする王発布の特別法令である。王家の存続を盾たてに取られては、内心はどうあれ、貴族たちからも表立って反対の声は上がらなかった。

　子を産む道具として愛人に囲うのではなく、レドワルドがオメガであるサーシャを正式に花はな嫁よめに迎えたことが大きな後ろ盾となったのもある。

　それでも当初は非難の嵐あらしだった。だがレドワルドがサーシャを深く愛していることを常に表に出しているので、国民感情は少しずつサーシャを認める空気ができてきている。

　しかし、より身近な貴族階級には、どうしてもサーシャはもと愛あい玩がん奴ど隷れいという目で見られてしまう。

　彼らにしてみれば、どこの生まれとも知れぬ血筋だからである。

　愛玩用のオメガの出生など、仔猫キトンを売買する商人が適当にでっち上げてしまうので本当のところはわからない。

　極北の国の血が入っていると触ふれ込まれて売られたサーシャにしても、プラチナブロンドや透すき通るような肌の白さで、勝手に商人がそういうことにしただけかもしれないのだ。珍めずらしい方が高く売れるから。

　ほとんどのオメガは繁はん殖しよく用奴隷との間に産まれたか、貴族の愛人として扱われて秘ひ密みつ裏りに産み落とされたか、娼しよう館かんなどで誤って産まれてきたかだ。ハジのように、外国から攫われてきたオメガもいる。

　自国の王の花嫁が、彼らから見れば賤いやしい血筋というのが、もっとも受け入れられないことなのである。本来は王おう侯こう貴族の中から選ぶべきだと。

　だがそれはサーシャにはどうしようもないことだ。生まれは変えられない。だからそれ以外の部分で頑がん張ばるしかない。

　いつかオメガがこの国でもきちんと人間として扱われるよう、自分が見本としてしっかりせねば。

　だらしないところは見せない。

　いつでも慎しん重ちように、王おう妃ひとして恥はずかしくない振ふる舞まいをする。

　そしてレドワルドの後継となる黒豹の男児を産んで、周囲にも認めてもらう。キティは間ま違ちがいなく二人の子だが、ハーデク王国の後継は男子と決まっている。

　黒豹の姿かたちを受け継つぐ男子はウィラードのところに二人もいるから、サーシャに産まれなくても問題はないとレドワルドは言ってくれる。だがレドワルドにも男子がいれば、彼が肩かた身みの狭せまい思いをせずに済む。サーシャが勝手に気を回しているだけだけれど、どんな形でも彼の助けになりたい。

（早く男の子が欲しいな……）

　胸の中で焦あせりが黒い渦うずを巻いているようだ。

　その焦りを逃のがすように、そっとため息をついた。
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　子ども部屋にあるたくさんの絵本からお気に入りの一冊を取り出したキティは、レドワルドの側そば仕づかえであるネイサンのところへ、とてとてと軽い足音を立てながら持って行った。

「ネイタン、ごほんよんで」

　ネイサンは細かな皺しわの入り始めた目め尻じりを下げながら、キティから絵本を受け取った。

「はいはい。じゃあ私の膝ひざの上に座ってください」

　脚あしを揃そろえて椅い子すに掛かけたネイサンの膝の上に、キティがよじ登る。

「キティ、ネイサンさんは忙いそがしいんだから降りなさい。かあさまが絵本を読んであげるよ」

　慌あわててキティを抱だき上げようとしたサーシャを、ネイサンは手を挙げて押しとどめた。

「構いませんよ、サーシャさま。ちょうど仕事がひと区切りついたところですから」

　ネイサンはサーシャの仕事の資料を持ってきてくれたところでキティに捕つかまった。

「でも……」

　いつもネイサンには忙しい仕事の合間にキティの相手をしてもらって申し訳ない。

　ネイサンは膝の上のキティを収まりのいいように座らせ直して、絵本が見えるようにキティの前でページを開いた。

「私の楽しみを奪うばわないでください。私にとっても、カトリーナさまは孫同然なのですから」

　そう言われるともうなにも言えない。

　独身で家族もいないネイサンは、本当にキティを孫のように可愛がってくれている。四十代になったばかりの彼をおじいちゃんというには気が引けるが。

　そういえば彼も奴隷階級の出身なのだと聞いた。だから余計に、オメガの立場を理解してくれているのかもしれない。

「じゃあ、お言葉に甘えて。ありがとうございます」

　サーシャは子ども部屋の隅すみの机で、ネイサンから受け取った資料を早さつ速そく広げた。城に引き取られて字を教えてもらってから、本から単語を抜ぬき出して字引きを編へん纂さんする仕事を手伝っているのだ。

　最初のうちは幼児が使う教本の単語を抜き出し、子どもにもわかりやすいように絵を添そえて簡単な字引きを作った。

　キティが産まれる直前まで頑張って手伝い、出来上がった字引きを初めて手にしたときは感動で涙なみだが溢あふれた。

　それを兵士や城の使用人の子どもたち、ハジの子にも勉強のお供にしてもらえていることは、サーシャの中で大きな自信と誇ほこりになった。

　最近では、幼児向けの問題集や問題カードも作っている。表に絵や足し算の問題を描かいて、裏はアルファベットで絵の正解や足し算の答えを書く。

　目の前で一枚ずつめくりながら、「これなーんだ？」と質問すると、キティは喜んで答えてくれる。

　特に大好きなりんごやぶどうが出てきたときは、手に取って食べる真ま似ねをするのが可愛かわいい。

　いずれ自分で絵本を描いたり物語を紡つむぐことがサーシャの密ひそかな夢だ。自分の考えた物語を大勢の人が読んでくれたら、どれだけ嬉うれしいだろう。

　家庭を持って、仕事をして、夢を持つ。すべての人間がそんな当たり前の暮らしができるよう、レドワルドと国を作っていきたい。

　資料に没ぼつ頭とうしながら仕事を進めていると、ネイサンから声をかけられた。

「サーシャさま」

「はい」

　顔を上げてみれば、キティはネイサンの腕うでの中で眠ねむってしまっていた。気づけば、もう二時間近く経たっていた。

「ご、ごめんなさい、キティを任せっぱなしで」

　慌てて資料を閉じて立ち上がり、ネイサンの腕からキティを受け取った。忙しいネイサンにこんなに長い時間子どもの面めん倒どうをみさせてしまうなんて！

「いえ、相変わらず熱心で感心いたしました。でも時間を忘れて熱中してしまうのはあなたさまの悪い癖くせですね。休きゆう憩けいを入れながらでないと、目も体も疲つかれてしまいますよ。のどが渇かわいていませんか。お茶を淹いれてきましょう」

「そんな、申し訳ないです。ぼくが淹れてきますから、座っていてください」

　ネイサンは片かた眉まゆを上げ、おどけているとわかるしかめ面つらを作ってみせた。

「主人にそんなことをさせるなんて、私を失職させる気ですか。そうでないなら、カトリーナさまをベッドに寝ねかせてお茶をお待ちください。なんなら一いつ緒しよに寝ていてくださっても構いませんよ」

　いつもサーシャの居い心ごこ地ちがいいよう気き遣づかってくれるネイサンに感謝をして、キティを子ども用のベッドに寝かせた。

　最近のキティは昼食のあとにしばらく遊び、それから一、二時間ほど昼寝をする。昼寝は眠りが浅いことが多いので、隣となりでやさしく声をかけながら手を握にぎったり、小さな声で子こ守もり歌うたを歌ったりしている。

　今日もベッドの縁ふちに腰こしをかけ、とんとんとキティの胸の辺りを叩たたきながら、なんとなく記き憶おくに残るメロディを口ずさんだ。

　歌詞はぼんやりとしていてよく覚えていない。ところどころ勝手にそれらしい歌詞をつけている。他ほかにきちんとした子守り歌も知っているのだが、これが好きなのだ。

「その歌はおまえ独特だな。聴きいていると落ち着く」

　レドワルドの声がして振り向けば、ティーセットを載のせたトレイを持ったネイサンと一緒に、子ども部屋に入ってくるところだった。

「そこでネイサンに会ったから、私も一緒に茶をもらおうと思ってな」

　ネイサンは普ふ段だんはキティがお絵かきをしている低いテーブルの上にトレイを置いた。カップに茶を注ぎながら尋たずねる。

「サーシャさまのその歌は、聴いたことがないメロディですね。音楽が得意と伺うかがっておりましたが、作曲もされるのですか？」

　伯はく爵しやく家にいた頃ころは、歌と楽器を習っていたサーシャである。だが曲作りまでは教えてもらっていない。

「そういうわけじゃないんですけど、なんとなく頭に浮うかんで……」

　ほとんど創作の歌なので、人に聴かれるとちょっと恥ずかしい。

「でもいい子守り歌だと思いますよ。陛下のおっしゃる通り落ち着きます。作曲の才能もおありなのではありませんか」

「からかわないでください」

　サーシャは赤くなってうつむいた。

　レドワルドは笑いながらティーカップを手に取った。

「私の妻は多才なようだ。自じ慢まんの妻だな」

　レドワルドにまでからかわれ、ますます赤面した。

「意地悪ですね、レド」

「本心のつもりだが」

　これ以上言っても、もっとからかわれるだけだ。サーシャは頰ほおを膨ふくらませんばかりにして横を向いた。

　レドワルドはそんなサーシャを見て、楽しげに声を出して笑った。

「ほら、せっかくネイサンが淹れてくれた茶が冷めてしまうぞ。いい子だから機き嫌げんを直してこっちへ来い」

　まるでサーシャを駄だ々だっ子扱あつかいだ。

　本気で拗すねているわけではないが、すぐに笑って流すのも悔くやしい。しかしネイサンのお茶が冷めるまで放っておくのは失礼だ。

　ちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせながら、レドワルドの隣に腰を下ろした。

「そんなふうにからかうなら、もうあの子守り歌は歌いません」

「好きだと言っているんだ。素す直なおに信じろ。おまえはまだ自分のすることに自信がなさすぎる。もっと堂々と自慢していいんだぞ」

　軽く頰にキスをされ、サーシャは簡単に懐かい柔じゆうされてしまう。

「そうですよ。サーシャさまは才能に溢れていらっしゃる。これからどんなふうに賢かしこい王おう妃ひとして成長されるか、私も楽しみです。あなたさまのお手伝いができることが、私は心から嬉しいのですよ」

　頼たのもしい側そば仕づかえにまでそう言ってもらえて、心が温かくなっていくのを感じた。

　必要以上に自分を卑ひ下げすることは、サーシャを認めてくれる彼らの期待を裏切ることだ。

「ありがとうございます。からかわれたなんて思ってごめんなさい。自慢まではできないですけど、もう少し自信が持てるように努力します」

　そうだ、努力は自信につながる。

　字引きを完成させたのと同じように、自信がつくまで努力すればいい。

「いただきます」

　ネイサンが淹れてくれたお茶はいい香かおりがして、熱さが胸に染しみ入った。一緒に持ってきた甘い焼き菓が子しが、疲れた脳に栄養を与あたえてくれる。

　自分を大事に思ってくれる人たちのためにももっと頑がん張ばろうと、あらためて心に誓ちかってお茶を飲み干した。










　お茶を飲み終わったあと公務に戻もどったレドワルドは、サーシャとキティの夕食が終わる頃に部屋に戻ってきた。

　レドワルドはちょうど風ふ呂ろに入ろうと服を脱ぬがせていたキティを抱だき上げる。

「久しぶりに私がキティを風呂に入れようか」

「とうたまとおふろ！」

　キティは大喜びで、両りよう腕うでを上げてはしゃいだ。

　もともと公務に熱心だったレドワルドだが、オメガの差別撤てつ廃ぱいのために精力的に活動しているせいで、さらに忙いそがしくなった。

　反発を訴うつたえてくる貴族に頭ごなしではなく根気強く話をしたり、別の国でのオメガの生活状じよう況きようを臣下に調べさせて報告させたり。

　短い時間ながら、サーシャを王妃として国民の前に出す機会なども設けている。

　努力の甲か斐いあって、オメガに対する国民の意識は少しずつ変わってきているように思う。

　そんな調子で忙しくしているレドワルドは、キティを風呂に入れる時間に帰ってくることはなかなかなかった。レドワルドがキティを風呂に入れるのは実に数カ月ぶりである。

「じゃあ、出るときは声をかけてくださいね」

　バスルームに消えていく二人を見送って、キティの寝しん衣いの準備をする。

　そうだ、風呂上がりに飲む冷たいお茶を用意しておこう。

　きっとバスタブの中でも洗い場でも遊んで、出て来るまでにしばらく時間があるだろうと部屋を出ようとしたとき。

「サ……ッ、サーシャ！」

　ばん！　とものすごい勢いでバスルームの扉とびらを開けてレドワルドが飛び出してきた。

「えっ、どうしたんですか？」

　転げんばかりのレドワルドに驚おどろいて目を丸くする。

「キティが……！」

　それだけ言って絶句したレドワルドを見て、まさかキティが溺おぼれたのかと、慌あわててバスルームに飛び込んだ。

　キティは不思議そうに、丸い目で自分の脚あしの間を覗のぞいている。

　まずは溺れていないことにホッとして声をかけた。

「キティ、どうしたの。とうさま、すごくびっくりしてたみたいだけど」

　キティは一度サーシャを見てからまた自分の脚の間に目線を落とし、やっとサーシャに視線を戻した。

「あのね、とうたまね、とげとげいっぱいなの」

　不覚にも、一いつ瞬しゆん言葉が出なかった。

　そうか、以前レドワルドと風呂に入ったときには、まだそこまで他人の体に興味を示さなかったから。

　言葉が増えてきた頃から、自分の体にはついていないものがサーシャについていると気づき、尋ねられたことがある。

　子どもにもわかりやすいよう、おちんちんといって、おしっこを出すところだと教えたのだが。

「かあたまのおちんちん、すべすべ。とうたまのとげとげも、おちんちん？」

「そ……、そう、だね……」

　あまりにもサーシャのものと大きさも形状も違ちがっていて、キティにとっては〝おちんちん〟であること自体わからなかったのだろう。

　ハジの子どもたちと全ぜん裸らで水遊びをしていても、年ねん齢れい的に彼らの性器はまだ目立つほど大きさもなく、棘とげも産うぶ毛げのようなものだ。

「ぎゅってしたら、おててつんつんしたの」

　そのときのレドワルドの心情を思って目め眩まいがした。

　子どもの知識欲は計り知れない。なににでも興味を持つ年とし頃ごろである。迂う闊かつだった。

「えーとね……、おちんちんは、とっても大事なところだから、ぎゅってしたり触さわったりしないでね。とうさま痛い痛いしちゃうから。でもおちんちんだってわからなかったんだよね。もう触っちゃだめだよ」

　キティはこくんと頷うなずいた。あまのじゃくな性質ではないから、わかってくれたと思う。

「じゃあ、今日はかあさまとお風呂入ろうね」

「とうたまじゃないの？」

「かあさま、すっごくキティとお風呂入りたくなっちゃった。いい？」

　母親も大好きなキティは、「いいよー」とすぐに笑え顔がおを取り戻した。

　キティの体を洗いながら、

（もうレドにはキティをお風呂に入れてもらえないな）

　内心でため息をついた。
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　キティを寝ねかしつけて寝しん室しつに戻ると、夜着に着き替がえたレドワルドがベッドに腰こしかけて下を向いていた。

　ずん、と音が聞こえそうなほど落ち込んでいるレドワルドを見て、気の毒になった。いつもの威い厳げん溢あふれる黒くろ豹ひよう王とは思えないほど背中を丸めている。

「キティが……、私の……」

　娘むすめに握にぎられたことが相当ショックだったようだ。

「仕方ないですよレド。キティにはなんだかわからなかったんですから」

「ああ……」

　いじけているレドワルドなど初めて見る。

　王であっても娘には弱いただの父親だと、ほほ笑ましい気持ちが浮うかんできた。いつかキティが結けつ婚こんするときはどうなるだろうと思ったら、つい笑ってしまった。

「なんだ。私が落ち込んでいるとおかしいか」

「ごめんなさい、やっぱり父親だなと思って」

「情けない……」

　深くため息をついたレドワルドの頰ほおを手で挟はさんで、顔を覗き込んだ。

「ぼくたちも親としてはまだまだ初心者だから、毎日が勉強です。これからもいろいろあるでしょうけど、キティと一いつ緒しよに成長していきましょう？」

　レドワルドはしばらくサーシャを見つめ、やがて息を漏もらすように笑った。

「ああ、そうだな」

　くしゃ、とサーシャの頭を撫なでるレドワルドは、もういつも通りに戻っていた。

「しかし育児では結局おまえに負担をかけることになるな。すまない」

「自分の子です、負担だなんて思いません」

　そもそも料理や洗せん濯たくをしなくていいから、とても恵めぐまれている。ナニーに養育を任せきりにすることが常識の王おう侯こう貴族からすれば、パーティーにも行けずにほとんど一日中子どもと過ごさなければならない状況など、おかしくなりそうなのだろうが。

「おまえが妻で本当によかった。感謝している」

　いつもこうやって感謝や愛情を伝えてくれるレドワルドの方こそ、本当にいい夫だと思う。

「ぼくもあなたが夫で嬉うれしいです。大好きです、レド」

　レドワルドはそっとサーシャの唇くちびるにキスをした。

　見つめ合うと甘い空気が流れ、深い口づけに変わっていく。

「すき……」

　口づけの合間の息いき遣づかいが好きだ。

　互たがいの口こう腔こうの温度までわかる距きよ離りで相手の息遣いを感じると、こんなに近いのだと実感して嬉しくなる。

　他ほかの誰だれともこんな距離にはならない。特別な関係。

「愛している……」

　腰に腕うでを回して抱だき寄せられた。大おお柄がらなレドワルドはベッドに座っていても、目の前に立ったサーシャと目線が同じくらいになる。

「サーシャ……」

　長いざらざらの舌に唇を舐なめられるのが、獣けものが獲え物ものを食べる前に味見をしているように思えて興奮してしまう。

　期待した目で見つめると、黒豹ののどが、ぐる……、と鳴った。

　レドワルドがサーシャの手を取り、自分の雄おすに導いた。

「触ってくれ」

　手を押さえられ、薄うすい夜着の下の男根を押しつけられる。手を被かぶせられたまま上下に撫でさすると、そこはむくむくと体積を増していった。

「おまえの感かん触しよくでさっきの記き憶おくを塗ぬり替かえたい」

　耳もとでしゃべられ、耳じ孔こうに舌をねじ込まれて首を竦すくめた。

「ひぁうっ、あっ、やぁ……っ！」

　耳の中はサーシャの弱い部分だ。耳孔で直接水音が弾はじけ、普ふ段だん触ふれることのない体内を濡ぬらされる感覚に身み震ぶるいする。

　意図せず手の中の塊かたまりを握りしめた。そこはびくんと大きく脈打って、レドワルドの熱い息が耳孔に吹ふきこまれてぞくぞくする。

　レドワルドの男根は硬かたくたくましく、自分だったら痛いと思うくらいの強さで握っても、かえって張りを強くするほどだ。

「もっとよくしてくれ……、サーシャ」

　甘える声で名を囁ささやかれ、奉ほう仕ししたい欲求がせり上がってくる。レドワルドにそんな声を出されると、この剛ごう健けんな人が自分にだけ心を許していると感じて嬉しくなってしまう。

　ベッドに腰かけたままのレドワルドの脚の間に跪ひざまずき、夜着の下衣から男根を取り出した。

「すきです、レド……」

　雄おす茎ぐきに生える棘の一本一本まで愛いとおしい。

　鼻を寄せるとレドワルドの匂においがした。下腹から香かおる、野性的な獣の匂い。他の誰からもしない独特の匂いを吸い込んだ。

　この匂いを嗅かぐと、いつも急速に体が昂たかぶって受け入れる準備を始める。

「だいすき……」

　ぐるりと舌の広い面で周囲をなぞり、下から上に向かって舐め上げる。棘が舌を弾はじくと、これが後こう蕾らいをこすって出入りする刺し激げきを想像し、たまらず唾だ液えきが湧わいてくる。

　淫いん孔こうが口を開き始め、欲情の甘い香りが流れ出てきた。ごちそうにむしゃぶりつきたいと、涎よだれを垂らして要求する。

「もう感じてきたのか。腰が動いているぞ」

　レドワルドが悦よろこびを含ふくんだ声こわ音ねで言う。

　サーシャが淫みだらになると、レドワルドはいつも悦ぶから、安心して溺おぼれられる。

「ん……、くふ……」

　剛棒はみるみる膨ふくらんで天を衝つき、鉄のような硬さを持った。太くやわらかい毛並みのような棘が、舌の表面をぞりぞりとこする。こんないやらしい形状は他にない。

「あつくて……、かたい……」

　夢中で舐め上げた。

　口を大きく開けて舌を伸のばす自分の卑ひ猥わいな顔を、レドワルドに上から観察されているのが恥はずかしくて興奮する。

　円えん錐すい状に尖とがった亀き頭とうの先せん端たんに、透とう明めいな体液が露つゆを結んでいる。両手で茎を支え持ち、亀頭部分を丸々口腔に吞のみ込んだ。

「んんぅ……」

　レドワルドの体液が舌の上に流れ出る。サーシャの意識をとろとろに蕩とろかし、淫いん猫ねこに変えてしまう淫薬が。

「おいし……、すき……」

　体液を零こぼす精路の小こ孔あなを舌でれるれると舐め摩さすると、あとからあとから溢あふれてくる。ずっぽりと上から咥くわえこみ、花か蜜みつを吸い出すように吸引した。

「……っ、いいぞ」

　レドワルドが息を詰つめる気配がして、サーシャも煽あおられた。

　両手で包んだ雄茎を搾しぼり上げるようにこすり立て、唇で亀頭の張り出した部分を出し入れする。きゅぽ、ちゅぽ、とわざと音を立てると卑猥さが増す。

　強く吸引すると、レドワルドがため息をついた。

「上手うまくなったな」

　褒ほめられれば、満足と幸福感で心がいっぱいになる。

　レドワルドの好きな順番と方法を、教えられた通りに繰くり返す。彼が好きだから、悦んでほしくて覚えたのだ。

　熱心に奉仕を続けるサーシャの胸に、レドワルドの指が忍しのんできた。

「んんっ……！」

　ぷつ、と乳ち首くびの先を爪つめで押し込められ、鋭するどい快感に目を閉じる。唾液が唇の隙すき間まから糸を引き、顎あごまで滴したたり落ちた。

　レドワルドの大きな手は、指を広げればサーシャの両乳首を片手で弄いじれる。指先で先端をくりくりとされると、意識がそちらに持って行かれて口淫がおろそかになってしまう。

「ん、ん……、んんぅ、ぅ……」

　身をくねらせて逃のがれようとしても、手はついてくる。思わず口から雄を取り落としそうになれば、𠮟しかるように小さな粒つぶをひねられた。

「ふあっ、ぅ……！」

　乳首への責めに翻ほん弄ろうされながら口淫を続けるのは、嬲なぶられながら奉仕している気になって余計に感度が上がった。

　熱い塊が舌の上を往復すると、口の中も感じる。

　のど奥に当たるように頭を前後に動かせば、逆向きの棘とげと亀頭の冠かんむりで唇が捲めくれ上がり、口が性器になってしまったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　口と乳首への快感に腰こしが揺ゆれて止まらない。夜着にこすれる陰いん茎けいの先がちくちくする。

「は、ぅ……、ん……、んぅっ……」

　のど奥への抽ちゆう挿そうに合わせて、空想の楔くさびに突つき上げられているかのように激しく腰を振ふり立てた。

　陰茎の先から滴った透明な粘ねん液えきがぬるぬるとして、夜着の布地にこすりつけられる鈴すず口ぐちが気持ちいい。後孔を濡らす蜜液のむせそうな甘い香りに酔よい痴しれる。

　────いく、出る…………！

　口内でレドワルドの雄がむわりと膨らんだ瞬しゆん間かん、自身も達しそうになって固く目を瞑つぶった。

　が。

「あ……っ！」

　無情にも、寸前で口から取り上げられた。

　濡れた怒ど張ちようはサーシャの上うわ唇くちびるを弾いて、唾液と粘液が混じった泡あわ立だつ淫液を纏まとったまま天を向いた。

「どうしてっ……？」

　もう少しだったのに！

　サーシャ自身も達する直前で衝しよう動どうを逃され、無意識に最後の追い上げをしようと下か肢しに手が伸びた。

　だが手首をつかまれ、もどかしさに頭を振る。

「やっ……！」

　その手首を引き上げられて、胸に抱だき込まれる。レドワルドはサーシャの耳に口を押し当てながら囁いた。

「おまえの感触で上書きしてほしいと言ったろう？」

　ひくん！　と後蕾が収縮した。

　咥え込んで自分の色に塗り替えようと、粘ねん膜まくが淫らに蠢うごめいている。

　息を乱したサーシャは、レドワルドの首に抱きつき、頰ほおにキスをした。

「したい……」

　レドワルドは潤うるむ瞳ひとみで見つめるサーシャの夜着を剝はぎ、揃そろえた脚あしの膝ひざ裏うらをすくって横向きに抱き上げた。

　そのままベッドに寝ねかせられると思ったのに。

「え？」

　横抱きの状態で、真上を向く剛ごう直ちよくに貫つらぬかれていく。

「あ……、あ、あ、あああ──……っ！」

　後孔を割って侵しん入にゆうしてきた熱い昂りに、レドワルドの首に縋すがりついて嬌きよう声せいを上げた。

　形だけ見れば、姫ひめ君ぎみのように横向きに抱かれている。サーシャが甘えるようにレドワルドの首に腕うでを回して見つめ合う、ロマンチックと言っていい体勢なのに、その下では淫らに雄おすを咥え込んでいるのだ。

「こんな、の……」

　こんな姿勢で抱かれたことがない。横からの挿そう入にゆうはいつもと当たる角度が違ちがう。

「たまにはいいだろう？　おまえの可愛かわいい顔も見られる」

「あ……」

　軽く揺さぶられ、背をのけ反らせた。脚がきっちり閉じているせいで、より狭せまくなった孔がきつくレドワルドを搾り上げる。

　だが体勢的に挿入が浅いせいで、最さい奥おうを突かれる激しさはない。見つめ合ってキスをしたり互たがいの体に触ふれ合ったり、快楽だけを求める交わりとは違う楽しみ方ができる。

　首もとの黒い毛に頰をすり寄せて、ほほ笑えんだ。

「愛してます、レド」

「私も愛している」

　ゆったりと体を動かされ、緩ゆるやかな快楽のさざ波に攫さらわれていく。

　激しい交わりばかりが深い満足を生むのではないと、温かな気持ちに身を浸ひたした。
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「サーシャ、こないだの新しい教材、サイラスがすっげえ気に入ってる。ありがとな。サイラスが使わなくなった初級の字引きは、今アレンが使ってる」

「嬉うれしいな。じゃあ、あれも複製を作ってみんなに使ってもらえるよう、ネイサンさんにお願いしてみる。サイラスとアレンがいつもぼくが考えた教材を試してくれるからありがたいよ」

「なに言ってんだよ。子どもたちが楽しく勉強してくれて、おれの方が助かってるって」

　サーシャが教材を考えつくと、年ねん齢れいによってサイラスかアレンかキティで試している。そして改良を加えて、子どもたちの勉強に役立つと思ったら、ネイサンが手配して他ほかの子どもたちも使えるよう複製してくれるのだ。

「しっかし、よくこういうの考えつくよな」

　ハジが、キティ用に作った問題カードを手に取って、感心したように裏表を眺ながめている。

「でも、もう少し絵が上手けりゃな」

　きひひ、と笑うハジに、わざと頰を膨らませてみせた。

「どうせぼくは絵が下手へたですよ」

　言われるほど下手ではないと思うが、上手でもないのは自分でも知っている。

　ハジも本気で言っているわけではないのがわかるので傷つかないが、幼児向け以外で使えるような絵ではないのも確かだ。

「あー、でもおれが子どもの頃ころにもこういう教材ありゃあ、もっと勉強楽しかったろうにな」

「ハジは勉強してたの？」

　自分は知識は害になるからと、文字も教えてもらえなかった。

「そりゃ、おれの生まれた国では、特にオメガが差別されたってこともねえし。そっか、ハーデクでは、愛あい玩がん用のオメガは勉強なんてさせてもらえなかったのか」

　ハジは少し考えて、口を開いた。

「なあ、こういうの、オメガの収容施設に提供できねえかな？」

「収容施設？」

「捨てオメガって知ってるか？」

　そんな言葉を聞き、嫌いやな感じに胸が苦しくなった。

「捨てオメガ？」

「ああ、困ったもんだ」

　貴族や裕福な商人たちは、それまで飼い猫ねことして可愛かわいがっていたオメガを人間扱あつかいしなければならないことを持て余して、屋敷から追い出す者が後を絶たないらしい。

　単にオメガを捨てるなと言っても、抑よく止し力りよくはほとんどないという。

「オメガがそんなに簡単に捨てられてしまうなんて……」

　胸を痛ませながら呟つぶやいたサーシャに、ハジは神しん妙みような顔でうなずいた。

「もちろん、戸と惑まどいながらも家族同然に大事にしてる家もある。人間扱いとまではいかなくても、情が移って捨てられない人間も。まあ、相変わらず愛人代わりに家に置いてる人間もいるだろうけど」

　今のサーシャになにができるわけではないけれど、いてもたってもいられず、ハジに頼み込んでオメガの収容施設に連れていってもらった。

　捨てられたオメガの避難所としてとりあえず国が用意した場所だが、収容後の彼らをどう扱っていいか、まだ考えあぐねているらしい。なにしろオメガたちは愛玩用の生きものとして飼われていたので、人間という自覚がないのだ。

「こちらです」

　施設の役人に扉とびらを開けられ、サーシャとハジが広間に入る。

　中にいた数人のオメガが、不安げな瞳ひとみでこちらを見た。みな、また捨てられて追い出されるのではという不安を抱かかえているのが見て取れる。

　か弱いオメガの様子に、サーシャの胸がちりっと痛んだ。

　まだ瞳の青い五歳ほどの少女に、サーシャはできるだけ安心させるような笑みを浮うかべた。

「はじめまして。ここでの生活はどうですか？」

　少女は怯おびえて身を竦すくませ、走って近くにいた女性の後ろに隠かくれた。

　三十がらみの女性は一いつ瞬しゆんだけ少女の手を握にぎると、鋭するどい目でキッとサーシャを睨にらみつけた。

「あなたが余計なことするから……」

「え……」

　赤みがかった目をした女性は、少女を守るように抱だきしめた。直感で、母おや娘こなのだとわかった。

「あたしたちは、飼い猫のままで幸せだったのに」

　女性の言葉に、どきりとした。

「あなたが〝ロイヤルキトン〟なんでしょう？　あなたはいいわよ、王と結婚できて子どもも産うんで。生活の不安も、将来の心配もなにもないでしょうよ。あたしたちはどうなるの？　こんなふうに家を取り上げられたって、行く場所もないのよ！　返してよ！　あたしたちの家を、ご主人を返して！」

　だんだん激げつ昂こうした女性は、サーシャに詰つめ寄って襟えりもとをつかみ上げようとした。

　とっさにハジが女性の手を弾はじき飛ばした。

「やめな。あんたは人間なんだ、猫じゃない。サーシャは自分の足で立ったんだ。あんたももっと人間としての生活を考えろ」

　女性は今度は、ハジを睨みつけた。

「考える？　考えるってなに？　あたしたちが考えることといえば、いかに主人に可愛がられるか、品評会でいい成績を取れるかってことだけよ！　それ以外ないの！」

　かつての自分を思い出し、心臓がぎゅっと縮こまる気がした。

　サーシャもそうだった。幼い頃から思考することを奪うばわれ、それに疑問を持たず、愛玩されて一生を終えるものだと信じていた。

「あんたさぁ……」

　なおも言葉を続けようとするハジを、手で止めた。

「待ってハジ。わかる……、ぼくにはわかるんだ。ごめん、彼女を責めないで」

　レドワルドに拾われ、ネイサンに勉強を教えてもらい、ハジに気づかせてもらった自分は幸運だった。恵まれた環境で、自分のやりたいことを見つけて、初めて学びたいという気持ちが芽め生ばえたのだ。

　でもみんなにそんな幸運が訪おとずれるわけではない。上から「自分もできたんだから」などと、恵まれたサーシャが言っていいものではない。

　この人たちは以前の自分と同じ。まだ自分になにかができるなんて思うことすらできないのだ。主人に捨てられて、先がどうなるか不安しかなくて。

　彼女は自分と子どもを守りたいだけだ。当たり前だ。きっと生活が保障されて、大だい丈じよう夫ぶだと安心して、始めてなにかしようと思えるのかもしれない。

　だったらそのために、王は、自分は、国は、どう手助けできるのか。

　それを考えなければならない。

　サーシャは女性に向き直り、頭を下げた。

「ごめんなさい。なにも考えずにここに来て、少し急ぎすぎちゃったみたいです」

「サーシャ……」

　はぁ、と息をついて感情の昂たかぶりを逃したハジは、ばりばりと後ろ頭を搔かいた。

「んじゃ、ま、今日のところは帰るとするか。これからの課題だな」

　課題。

　その言葉を重く受け止め、サーシャはこくりと頷うなずいた。
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　着き飾かざった貴族たちの冷ややかな視線が、サーシャを撫なでていく。

　サーシャは緊きん張ちようの極限にありながらも、表面上は美しい笑みを浮うかべながらレドワルドの隣となりに立っていた。

　今日は結けつ婚こん以来初めて、貴族のパーティーに顔を出している。

　結婚してすぐは身重だったし、キティが産まれてからは乳う母ばを雇やとっていないこともあり、短時間の公務以外で人前に出ることはなかった。

　レドワルドはパーティー嫌ぎらいで以前はほとんど顔を出さなかったが、オメガの差別撤てつ廃ぱいを訴うつたえてからは、貴族たちの反発を抑おさえるために極力出席するようになった。

　居い心ごこ地ちが悪いであろうサーシャには無理に出席させないようにしてきたが、本来こういった集まりは夫ふう婦ふ同どう伴はんが当然である。

　だからサーシャは自分から「一いつ緒しよに行かせてください」と懇こん願がんした。いつまでも避さけ続けて王の顔を潰つぶすわけにはいかない。それにレドワルドだけを矢や面おもてに立たせたくない。

　オメガの立場を向上させるためにも、自分も頑張らねば。

　外見を取り繕つくろうのは、デューゴー伯はく爵しやく家で飼い猫ねことして飼われていたときに叩たたき込まれている。どんな場面でも笑顔を崩くずさない自信はある。

　だが。

（あそこにいるのはアバック男爵、あっちはラクロワ子爵、その隣は……）

　見知った顔ばかりである。

　デューゴー伯爵家自じ慢まんの仔猫キトンとしていつも貴族のパーティーに連れてこられていたサーシャには、馴な染じみのある面々と言っていい。

　当時は仔猫の中でもひと際きわ磨みがき上げられ、飾り立てられていたサーシャを賞賛の目で見ていた貴族たちだ。

　今は、みな表面上は笑顔を貼はりつけているが、目ではサーシャを蔑さげすんでいる。淫いん猫ねこのくせに王おう妃ひ面づらして図ずう々ずうしい、という心の声が聞こえてきそうだ。

　もちろん今はオメガを連れてきていない。オメガ差別禁止令が出されてから、飼い猫として扱あつかうことができなくなったせいである。品評会もなくなった。

　貴族たちはサーシャと視線が合いそうになるとわざとらしく逸そらし、隣の人間とほくそ笑む。

　目には見えない悪意に胃が痛むほどだが、こんな状じよう況きようにも慣れなければいけない。

「本日はようこそお出いでくださいました、陛下」

　今夜のパーティーの主しゆ催さい者しやであるアバック男爵が挨あい拶さつをしにやってきた。レドワルドも頷うなずいて挨拶を返す。

　ここで隣に立つ王妃にも挨拶があるのが普ふ通つうだが、彼はサーシャの存在を完全に無視してレドワルドにだけ視線を注いでいる。まるでそこにいるのは、レドワルド一人だとでも言うように。

　レドワルドは半歩後ろに下がって、顎を上げて男爵を見た。

「失礼。妻は小こ柄がらすぎて、私の陰かげになって見えなかったようだ」

「おお、これはこれは失礼しました」

　男爵は大おお袈げ裟さに高い声を上げた。他ほかの貴族たちの視線が集中する。

「ご機き嫌げんうるわしゅうございます、サーシャ……、おっと」

　わざとらしく口を覆おおう。

　そして明らかに愛あい想そ笑わらいとわかるように目め尻じりを下げて口角を上げ、

「アレクサンドルさま」

　敬けい称しようの部分を強調して言った。周囲からくすくすと笑い声が漏もれる。

　アレクサンドルはサーシャの正式な名前である。慇いん懃ぎんな言葉を使うことで仔猫時代のサーシャを揶や揄ゆしているとわかるが、この程度は覚かく悟ごの上だ。

「ご機嫌うるわしゅうございます、アバック男爵。このたびはご招待いただき、ありがとうございます」

　完かん璧ぺきな笑顔で言った。

　男爵は一いつ瞬しゆん期待外れと言わんばかりの表情を浮かべると、つまらなそうに他の貴族のところへ戻もどっていった。怯おびえたサーシャがレドワルドの陰に隠かくれたところを笑うか、王妃らしくないと糾きゆう弾だんしようと思っていたのだろう。

　内心では、ほ、と息をついたが、足が震ふるえそうだ。

　サーシャの様子をちらりと横目で見たレドワルドは、緊張で冷たくなったサーシャの指先を一瞬だけ握にぎった。

（レド……）

　まるで手がぶつかっただけのようだったが、触ふれた体温から、サーシャを気き遣づかうレドワルドの気持ちが伝わってきた。

　────大だい丈じよう夫ぶ、一人じゃない。レドワルドがいてくれる。

　逃にげて陰口を叩かれるくらいなら、顔を出し続けて自分の存在を確かなものにしよう。一緒にオメガの立場を変えていくのだ。

　その後もちらほらと貴族が挨拶に来たが、サーシャは誰だれひとり貴族の名を間ま違ちがえず、ほほ笑みを絶やさなかった。

　ひと通り挨拶も済んだ頃ころ、レドワルドがサーシャに囁ささやいた。

「疲つかれただろう。もう充じゆう分ぶんだ。今夜はそろそろ暇いとまを告げて……」

　そのとき、一人の老貴族がアバック男爵に案内されてこちらにやってきた。

　あれは……。

「陛下、ボーデュアン伯爵がご到とう着ちやくです」

　真っ白な髪かみと髭ひげが自慢の好こう々こう爺やだ。オメガのことが大好きで、サーシャもずいぶん可愛がってもらった記き憶おくがある。

　病気をして数年前から空気のいい田舎いなかで療りよう養ように入り、パーティーにはほとんど顔を出さなくなった。

　久しぶりに見た彼は病気のせいかとても顔色が悪く表情も暗く、歩き方もぎこちない。

　サーシャは老伯爵に親しみを込めて話しかけた。

「ご機嫌うるわしゅうございます、ボーデュアン伯爵。お体の具合が悪いと伺うかがっていましたが、もう……」

　最後まで言えないうちに、黄色く濁にごった目でぎょろりと睨にらみつけられて遮さえぎられた。

「馴なれ馴れしく儂わしに話しかけるな、淫猫が」

　疑いもなく厭えん悪おを込めた声だった。サーシャの背筋がすっと冷たくなる。

　レドワルドがぴくりと顎あごを引き、サーシャを背に庇かばうように進み出た。

「ボーデュアン伯爵。私の妻を侮ぶ辱じよくするおつもりか。今の発言を謝罪していただきたい」

　伯爵は、今度はレドワルドを睨みつけた。

「嘆なげかわしいですぞ、陛下。淫猫などにたぶらかされて。こやつらは愛あい玩がんするためだけの生きものです。目をお覚ましくだされ……！」

「伯爵！」

　レドワルドが厳しい声こわ音ねで𠮟しつ責せきする。

「オメガは人間だ。これまでの動物扱いという認にん識しきの方が間違っていたのだ。あなたはオメガに対して好意的だと思っていたが」

「それは、愛玩動物に対しては誰しも好意的でありましょうぞ。儂も慈いつくしむべき存在だと思っておりました。…………差別禁止令が出される前は」

　ひくっ、とサーシャののどが詰つまる。

　伯爵は憎ぞう悪おの目でサーシャを見ながら、興奮でぶるぶると体を震わせた。

「動物と思うから可愛かわいいのです。だが人間だと？　人間が管理してやらねばだらしなく発情しては子どもを産み落とす。動物そのものではありませぬか。雄おすのくせに子を産めるなど、これのどこが人間だ。気味が悪い！」

　心臓に杭くいを打ち込まれたように胸が痛んだ。

　貴族の誰もはっきりと口には出さなかったが、同じ気持ちなのだと周囲の空気が告げる。

　レドワルドが反論しかけて口を開いた途と端たん。

「う…………」

　伯爵は興奮のあまり体調を悪化させたのか、大量の脂あぶら汗あせを流しながら胸を押さえて体を折り曲げた。

「ボーデュアン伯爵！」

　サーシャはとっさに体を支えようと腕うでを伸のばすが、怖ろしい形相をした伯爵に振ふり払はらわれる。

「触さわるな……っ！」

　伯爵はレドワルドに取りすがった。

「陛下……、へ、陛下……。この老いぼれの命を賭として直じき訴そに参りました……。どうか、目を覚ましてくだされ……。我らの王が、下げ賤せんな血筋を正妃になど……。あなたさまは神……、神の子孫なのですぞ！　色欲に惑まどわされず……、ぐぅっ……！」

「医師を呼べ！」

　レドワルドが鋭するどく命令し、ボーデュアン伯はく爵しやくを抱だき上げた。

　アバック男爵につき添そわれ、伯爵を寝ねかせられる部屋に運ぶべく広間を出て行く。サーシャも急いで追いかけようとしたが、貴族の夫人方に囲まれてしまった。

「王妃さまが一いつ緒しよにいらしても、お役に立つことなどございませんわよ。陛下のお戻りをお持ちになってはいかが」

　レドワルドが席を外したのを好機と、サーシャを攻こう撃げきすることにしたらしい。ボーデュアン伯爵の言葉に勢いづいたのか、みな勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべている。

「女性はみな、別室のサロンでおしゃべりに興じるものですよ。さ、王妃さまもわたくしたちとあちらへ参りましょう」

「まあ、あなた。王妃さまは女性じゃありませんわよ」

「あら、そうでしたわね。でもどちらにしろ、妻同士ですもの。夫のためにも仲よくしなければ」

　腕を引かれ、取り囲まれてサロンに引きずっていかれる。貴族の夫人方と交友関係を築くのは王妃としての義務なのだと、言外に匂におわせながら。

　そう言われてしまえば、今のサーシャに断る術すべはない。

　歩いていく間にも、

「陛下をどうやって射止めたのか、聞かせてくださいまし」

「そんなの体を使ってに決まっているじゃ……、あら、失礼。はしたないことを」

　そんな会話でちくちくと嫌いやがらせをされる。

　伯爵にぶつけられた言葉はサーシャの胸を痛ませているけれど、それでも伯爵の体が心配でたまらない。

　そのうえ、これからどれだけ息苦しい時間が待っているのだろうと思うと、処しよ刑けい場に連れていかれるような気分でサロンに足を運んだ。










　パーティーから戻って、サーシャは熱を出して寝込んでしまった。

　極度の緊きん張ちようと気き疲づかれから体調を崩くずしたのだろうが、情けないなとベッドでため息をついた。

「はあ……」

　なにもすることがないと、ボーデュアン伯爵のことを思い出してしまう。あのあとアバック男爵の館やかたの一室に医師を呼んで任せたと聞いたが、その後のことはわからない。回復しているといいけれど。

　伯爵の言葉を思い出すたび、地の底まで沈しずんでいきそうな気持ちになる。

　────だらしなく発情しては子どもを産み落とす。動物そのものではありませぬか。雄のくせに子を産めるなど、これのどこが人間だ。気味が悪い！

　そう思っているんだろうなとわかってはいても、実際に言葉をぶつけられると、心を鋭い刃は物もので深く抉えぐられたように痛い。しかも彼はオメガの味方ではないかと期待していたから、余計にだった。

　オメガを取り巻く現状は厳しいのだなと、あらためて思う。特に自分に関しては、〝正妃〟ということが反発を買っているのだと思い知った。

　ロイヤルキトンしか黒くろ豹ひようの子を産めないというなら、閨ねやに囲うだけでいい。歴代の王のように貴族の娘むすめから正妃を迎むかえ、オメガは陰かげの存在。

　きっとそれなら貴族たちも納なつ得とくするのだ。

　オメガでなくとも、どこの生まれとも知れない人間には、多かれ少なかれ似たような反発はあるに違ちがいない。彼らの中で大事なのは身分なのである。

　国民にしても、自分たちの王の相手にはやはり見合った階級の令れい嬢じようを望むだろう。自分は母の顔すら知らない。

　それを恥はずかしいとは思わないけれど、こんなふうに心も体も不調のときは、悪い方にばかり考えてしまう。妃きさきが貴族であれば、レドワルドはもっと楽になれるかもしれない、とか。

（ばか）

　こんなことを考えるのは、自分を選んでくれたレドワルドに対して失礼だ。

　そう思うのに……。

「サーシャ、そろそろ食事を運ばせようか」

　ぼんやりと空を見つめていたサーシャはレドワルドに声をかけられ、ハッと振り向いて上体を起こした。急いで笑顔を貼はりつける。

「あ、ごめんなさいレド。ありがとうございます。でも食欲がなくて……」

　レドワルドは顔を顰しかめると、サーシャの頰ほおを片手でそっと撫なでた。

「無理をして笑うな、痛々しい」

「ちょっと熱があるからそんなふうに見えるだけです。心配かけてごめんなさい、明日あしたには元気になりますから……」

　レドワルドはサーシャを引き寄せると、力強く抱だきしめた。

「怒おこるぞ。一人で我が慢まんしようとするな、私はおまえの夫だろう？　弱いところも全部見せていい。泣きたいときは泣け。傷ついたら痛がれ。それが人間だ」

　怒いかりを押し殺した声で耳もとで言われ、じわっと胸の奥が熱くなった。

「レド……」

　ぎゅっと、レドワルドの背に回した手で服をつかんだ。人間、という言葉が頭に染しみ入り、自分を肯こう定ていされた気がした。

　こらえていた涙なみだが盛りあがり、

「……っ、ぅ……」

　一いつ瞬しゆん息を詰まらせたあと、堰せきを切ったように号ごう泣きゆうした。

「……って、だって……！　ぼ、くは……、つよ、く、ならなきゃ……っ！」

　体が震ふるえる。

　自分を好いてくれていると思っていた人に人間であることを否定されて、心が殺されるかと思った。　>>>♥

　貴族の夫人たちに言葉で殴おう打だされて、それでも笑顔で座っている以外どうしていいかわからなくて情けなかった。

　オメガの未来のために、自分は強くならねばならない。涙なんかいらない。欲しいのは強さと賢かしこさ、なにものにも動じない心。

　そう思っていたけれど────。

「おまえは充じゆう分ぶん強い。飼い猫ねこでいる方が楽だったろうに、自分で人間でいることを選んだ。私の手を取り、ともに生きて行くと誓ちかってくれた。強いだけの人間などいない。おまえと私は支え合っていくんだ。私の前では安心して弱くなれ、支えてやる」

　レドワルドと結けつ婚こんしてから、城の中にいるときでさえ、みっともないところは見せまいとずっと気を張り詰つめていた。

　見ないふりをしていた小さな傷が、パーティーで一気に血を噴ふいたようだった。

「愛している、サーシャ。いくらでも泣け、人間らしく。涙を流し切ったら、また前を向けばいい」

　髪かみに落とされた口づけの感かん触しよくがやわらかい。

　レドワルドの胸は厚くたくましく、温かい。涙をこすりつけて、声を上げて泣いた。

　途と中ちゆう泣きすぎて何度も咳せき込み、そのたびレドワルドがぽんぽんと背中を叩たたいてくれる。いい加減のども嗄かれた頃ころ、ようやく涙が出なくなった。

　だが泣きすぎたのどは癖くせになってしまったようで、ひっくひっくと痙けい攣れんして止まらない。目も腫はれ上がって見苦しいだろうと思うと、顔を上げられなかった。

「落ち着いたか？」

　レドワルドのやさしい声に、顔を伏ふせたままこくんと頷うなずく。

　涙をすっかり流してしまうと、不思議と気分が凪ないだ。もちろん暴言で傷ついた心は痛いままだけれど、包帯を巻かれて血が止まったような気分だ。

　弱さを曝さらけ出してもいいと言ってくれる。それが人間だという言葉に、ぐらついていた気持ちが落ち着いた。

「ありが……ごほっ、っ！」

　礼を言おうと思ったのに、声が嗄れて咳せきが出る。それを恥ずかしいと思う程度には余よ裕ゆうが出てきた。

　レドワルドが、サーシャの両頰を包んで顔を上げさせた。

「可愛かわいい顔が腫れ上がってしまったな。少し熱も上がったようだ。氷を持ってきて冷やしてやろう。横になっているといい」

　そっとベッドに横たえられると、泣きすぎたせいか頭痛がした。

　額にキスをされ、目を閉じる。

　レドワルドが食事と氷を取りに部屋を出て行ってすぐ、眠ねむ気けが襲おそってきた。目を閉じても頭がくわんくわんと揺ゆれ、あっという間に意識が遠くなっていく。

　レドワルドが戻もどってきたときには、ほとんど眠りに引き込まれていた。

「おやすみ、サーシャ。いい夢を」

　そう言われた気がしたが、気のせいだったかもしれない。
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　深く眠って、目を覚ますと熱は下がっていた。

　レドワルドがサーシャの目と額に被かぶせてくれていたのであろう濡ぬれたタオルは、ほとんど乾かわいて枕まくらの横に落ちていた。

　たくさん泣いたおかげで気分はすっきりしている。なにか飲みものをと思ったとき、寝しん室しつの扉とびらをノックされた。

「サーシャさま。ハジさまがお見み舞まいにいらっしゃいましたが、いかがなさいますか？」

　ネイサンの声だった。

　ハジが来たと聞いたら、すごく会いたくなった。

「ありがとうございます、入ってもらってください」

　ほどなく、果物の入った大きなかごを抱かかえたハジが明るい笑え顔がおで入ってきた。

「よっ、熱出したんだって？　知ち恵え熱ねつかぁ？」

　パーティーでの話はおそらく聞いているだろうに、冗じよう談だんめかして笑い飛ばしてくれるハジに、つられてサーシャも笑顔になった。

「そうかもしれない。いろんなこと勉強中だから」

「じゃ、もうひとつ勉強してみるか。ほら、食え」

　ハジはそう言うと、果物かごからりんごをひとつ取ってサーシャに軽く放った。受け取って首を傾かしげる。

「切らないで食べるの？」

　りんごといえば薄うすくスライスして、芯しんと種は除いてフォークで食べるものだと思っていた。

「だと思った。ほんと箱入りだよなぁ。丸ごと齧かじるんだよ、皮ついたままな」

　あはは、と笑って、ハジは自分の分もひとつ取ってりんごにかぶりついた。カシッ、と軽快な音がして、さわやかなりんごの香かおりが広がる。

　あまり食欲もなかったのに、美味おいしそうに見えて自分もひと口齧ってみた。

「あ……、おいしい」

「だろ？」

　ハジは得意げに鼻を上向かせる。

　食べにくいけれど、丸くてつやつやしたりんごの皮に歯を立てる感触が新しん鮮せんで、歯形がつくのも面おも白しろい。内側の黄色い果肉だけを食べるより、皮ごと食べた方が甘く感じるのも初めて知った。のどが渇かわいていたので、みずみずしいりんごは余計に美味しい。

　もの知らずな自分より、もしパーティーに行ったのがハジだったら、もっと上手うまく対処できたのかなと思った。

「……ぼく、本当に知らないことばっかりだね」

　ぽつりと呟つぶやいたサーシャにハジはりんごを食べる手を止めて、果か汁じゆうで汚よごれた口もとを乱雑に手の甲こうで拭ぬぐった。

「別にいいんじゃね？　なんでも知ってる奴やつなんかいねえよ。知ってる量が多いか少ないかってだけだろ。知らなきゃ覚えてきゃいいだけなんだし」

「でも、他ほかの人よりぜんぜん知らないこと多いよ」

　ものごころつく前からデューゴー伯はく爵しやく家に引き取られ、外出の自由も文字を教えてもらうこともなく、仔こ猫ねことして生きてきた。レドワルドと結婚してからも、キティのことがあって城に閉じこもっていることが多い。

「知識が大事ってことは否定しねえけどさ、知らないってことと、なにもできないってことは違ちがうと思うぜ。実際、サーシャは王さまの意識を変えたじゃねえか」

「え？」

　ハジの言葉が意外すぎて、思わず彼の目を見た。

「サーシャと会う前の王さまは、オメガの猫扱あつかいを気にはしてたかも知れねえけど、なにか行動するとこまでいかなかっただろ。後宮に貴族の女ども囲って偽ぎ装そう結婚することにも疑問がなかったし。一から字を覚えて本作る手伝いしようとしたりさ、サーシャの一いつ生しよう懸けん命めいなとことか素す直なおなとこに感化されて、意識変わったんじゃねえの？」

　自分が、レドワルドの意識を変えた？

「例えば王さまと出会ったのがおれだったらそういう変わり方しなかったろうし、それってサーシャだったからだと思うよ。それは素直に誇ほこれって」

　強こわばりかけていた心が、やわらかく揉もみほぐされていくようだ。

「ぼくが……？」

「おう。貴族の意識を変えんのは難しいだろうけど、まあ、のんびり行こうや。歴史見てみろよ。なにかをやろうってときに、いきなり受け入れられることなんてないぜ？　礎いしずえを作って、何代にも亘わたって変革してくもんだ。礎になれたら立派立派」

　にかっと笑って、ポンポンとサーシャの頭を撫なでた。

　ハジの言葉は魔ま法ほうのようだ。サーシャの心を軽くしてくれる。彼に言われて、自分は焦あせりすぎていたのだと気づいた。

　そうだ、慣習や意識がすぐに変わるわけはない。サイラスやアレンに、キティやいずれ産まれるであろう子どもたちに、未来を託たくすためにいまできることをやるだけ。

「それになにかのきっかけで、風向きなんて一いつ瞬しゆんで変わったりすることもあるんだぜ。そんなきっかけはなかなかないかもしれねえけど。そんなものぁ運だ、運。あったら幸運、くらいの気持ちでいろよ」

　ハジの言い方に笑ってしまった。

　彼の軽かろやかなものの考え方が、とても愛いとおしい。自分もこんなふうに誰だれかを元気づけられる存在になりたい。

　だからウィラードはハジのことが好きなんだなと思った。きっとハジとなら毎日が楽しいだろう。

　ハジはいたずらっ子のような笑みを浮うかべた。

「だってさあ、知ってっか？　ウィラードの奴、おれオメガと結けつ婚こんしたことでさんざん変わり者って言われてきたけどさ、オメガと恋れん愛あいしてたごく一部の一いつ般ぱん人には密ひそかに支持されてたんだぜ。それが今度は王さまがオメガと結婚だろ。いまやウィラードは正しかったって公言する一般人もいるし、民間では堂々とオメガと恋愛する人間が増えてんだよ」

「そうなの？」

「おれ、ときどき館やかた抜ぬけ出して町に遊びに行ってっから間ま違ちがいない」

　一般人の生活は臣下が報告を上げるけれど、調査だけでは実際のところはわからない。領主は都合の悪い部分は隠かくして報告するし、臣下が直接民たみになにかを尋たずねても、みな怯おびえて口を閉とざしてしまうことも多いからだ。

　ハジの言うことが本当なら、サーシャが思うよりオメガに対する民間意識は変わっているのかもしれない。

「ただまあ、逆に過激派っつーか、オメガ嫌ぎらいな人間が強く反応してる部分もあるのは確か。オメガたちにしても、自分が人間ってことが受け入れられてない奴もいるみたい」

　自分がハジに初めて人間と言われたときの困こん惑わくを思い出した。

　貴族や民間だけでなく、オメガ自身の意識も変わっていく必要がある。

　オメガが自由に暮らしている国で、彼らがどんなふうに生活をしているのか、どんな思考を持っているのか、周囲の人間はオメガをどう扱あつかっているのか、とても見てみたくなった。

「ねえハジ。ハジの生まれた国に行ってみたいな」










　外国に行きたいと言っても、立場上すぐには行けないと思っていたけれど。

「え、行けるんですか？」

　目を丸くしたサーシャに、レドワルドは鷹おう揚ように頷うなずいた。

　夜、キティが寝ねついてから帰ってきたレドワルドは、すでに寝しん衣いに着き替がえて寝ね椅い子すで酒しゆ杯はいを傾かたむけている。

　熱が下がったサーシャも、数日ぶりに風ふ呂ろに入ってさっぱりした。ハジに会ったことで食欲も出て、体調もすっかり回復している。サーシャを心配していたネイサンやレドワルドも安心したようだ。

「以前からオメガ差別の少ない国を訪問しようとは思っていた。父にも言われていたしな」

　レドワルドと一いつ緒しよに、ハーデク前国王である父に結婚を報告に行ったときのことを思い出した。前国王はオメガ差別のない国を二人で訪問することを勧すすめてくれたけれど、すぐにサーシャがキティを身み籠ごもったことがわかったので、話は立ち消えになっていた。

「キティも二歳になったし、そろそろ旅行も難しくないだろう。ハジはヴィンティン国の出身だったか。おまえが行きたいならそこにしよう」

　聞けば、レドワルドはキティが二歳になる頃ころには以前から計画していた外国訪問をしようと、一年近く前から公務の予定を調整していたという。

　どの国にするかいくつか候補を考えていたらしいが、ヴィンティンもその中のひとつだったらしい。治安のいい南方の国で、国民性は陽気で人ひと懐なつこいとか。

「いい国らしいぞ。まるっきり休きゆう暇かというわけにはいかないが、羽も伸のばせるだろう。海を見たことはあるか？」

「ありません！　避ひ暑しよはもっぱら湖の近くばかりで……、あ、もちろん湖もきれいで大好きですけど、一度海を見てみたかったんです！」

　伯爵家にいた頃は、夫人が「海なんて臭くさくてべたべたして大だい嫌きらい」と言っていたので、サーシャもそんなものかと思っていた。

　けれど城に来て色々な本を読んで、海は魅み力りよく的なものだと考えが変わった。

　本の中に出て来る海はときに穏おだやかで人々の生活を豊かに潤うるおし、ときに残ざん酷こくに大波で人々を吞のみ込んで命を奪うばい、そして常に大きく力強く冒ぼう険けん者の心を煽あおり立てる。

　美しい珊さん瑚ごや色とりどりの魚たちの群れ、深海には巨きよ大だいな水すい棲せい生物。魚さかな釣つりや船着き場など、本で得た知識で雑多な海辺を想像するだけでわくわくしてしまう。ヴィンティンの海はどんなだろう。

「見るだけじゃない。触さわって、泳いで、感じればいい。海の冷たさも味も匂においも、本ではわからないことが体験できる」

　体験。

　心の底からわくわくした。あの、本で見た海に行ける。

「船にも乗れますか？　レドは海で泳いだことはありますか？　クジラみたいな大きなお魚の背中に乗ったことは？」

　興奮して尋ねるサーシャに、レドワルドは笑えみを返した。

「さすがにクジラに乗ったことはないな。海では一度だけ泳いだことがある。塩水で毛がごわごわになって驚おどろいたぞ。陸を移動するより船の方が速いから、船にも乗る。楽しみにしていろ」

　ふわあ、と子どものような声を出してしまった。

　自分の瞳ひとみがきらきら輝かがやいているのがわかる。

「どうしよう、レド。楽しみで、胸がどきんどきんって言ってます」

　本当に心臓が飛び出そうな胸を両手で押さえた。

　目的は視察だとわかっているけれど、羽も伸ばせると聞いて期待してしまう。キティにも普ふ段だんできない体験をさせてあげられる。

　レドワルドは愛いとしげに目を細め、サーシャの頰ほおを撫でた。

「おまえが喜ぶ顔はやっぱり可愛かわいい」

　きゅん、と胸が鳴った。

「もっと喜ばせたくなる」

　嬉うれしそうに言って、軽く唇くちびるを合わせた。深くない口づけがかえって可愛がられているように感じて幸せが溢あふれる。

「ぼくが喜ぶとレドは嬉しいですか？」

「ああ。おまえだって、キティが喜ぶと嬉しいだろう？　それと同じだ」

「キティが喜ぶのも、レドが喜ぶのも嬉しいです」

　家族だけじゃない。ネイサンもハジも、城のみんなも町の人たちも。誰かの悲しい顔よりも、喜ぶ顔が見たい。

「みんなが笑顔だったら嬉しいです」

　レドワルドはふっと笑った。

「そんな国が作れるといいな」

「はい」

　心からそう思った。

　抱だき寄せられ、嬉しくなって太い首に腕うでを回して自分からも抱きついた。レドワルドの体は大きくて筋肉質で、それなのに毛がふかふかして心ここ地ちいい。ずっと頰をすり寄せていたくなってしまう。

　小こ柄がらなサーシャに合わせて上体を屈かがませたレドワルドの、ぴんと伸びたひげが頰をくすぐる感かん触しよくが楽しくて頰にキスをした。

「大好き、レド」

　レドワルドの体がぴくんと揺ゆれる。

　サーシャの胴どうのいちばん細い部分に回した腕に力がこもったと思うと、軽く抱き上げて膝ひざの上に座らせた。

　背後からサーシャを抱きしめ、細いうなじに唇をすりつける。長いひげがくすぐったくて、声を上げて笑った。

「やぁ、レド、くすぐったい」

　身をよじって笑うサーシャの耳じ朶だに、黒くろ豹ひようの牙きばが軽く食い込んだ。

「あっ……？」

　急に性的な快感を与あたえられ、びくんと体を竦すくませた。夜着の上から、小さな粒つぶを探すように指で胸をなぞられる。

「え……、レド……、あっ！」

　探し出された胸芽をつままれ、背を弓なりにしならせた。逃にげられぬよう、腹に回された腕でレドワルドに腰こしを押しつける形になるようにしっかり抱きかかえられたまま、くりくりと胸の先を弄いじられる。

「あ……、あ、なんで……、急に……」

「煽ったのはおまえだ。笑った顔も可愛いが、泣き顔も見たくなった」

　煽ったつもりなんかない。

　でも大好きなレドワルドに求められれば、サーシャの体は簡単に熱を上げてしまう。

「んん……っ」

　きゅっと乳ち首くびをひねられ、腰奥に快楽の種が芽め吹ぶいた。腰の後ろに、兆きざし始めたレドワルドの雄おすが当たって存在を強く感じる。

「愛している、可愛いサーシャ。おまえの笑顔も泣き顔も、ぜんぶ私のものだ」

　肩かた越ごしに振ふり向き、伸ばした舌を絡からめ合った。

　不自由な姿勢でも、獣けものの長い舌はサーシャの口こう蓋がいを舐なめ回す。

「ぼくも、あい……して……、レドッ……」

　愛しい夫の腕の中で、サーシャは甘い仔こ猫ねこの声で鳴き続けた。




　　　　＊




　この甘い香かおりは、砂が日に焼ける匂いだろうか。それとも、海そのものの香りなのだろうか。

「うわあ、まぶしい！」

　サーシャは目の前に広がる白い砂すな浜はまと青い海を見て、感かん嘆たんの声を上げた。

　ヴィンティンの空気は暑く、風がなく、ハーデク王国で感じるより太陽の力がずっと強い。景色の色がくっきりとしていて、まぶしく輝いて見えた。

　ネイサンがサーシャに日ひ傘がさを差しかけながら、砂浜の向こうにある真っ白のヴィラを指差した。

「ご滞たい在ざいにはヴィラをご用意してあります。レドワルドさまのご家族と、ウィラードさまのご家族で一棟とうずつ。ヴィラは庭で繫つながっておりますので、行き来は容易です。護衛の者たちはヴィラの後ろのコテージを使います」

　ハジとその家族も、里帰りがてら同行してきている。それに世話係にネイサンとウィラード家の執しつ事じのヒロイ、最小限の護衛たち。

　サーシャは目と口を丸く開いたまま、海を眺ながめた。遠い水平線が丸みがかっている。

「なんで水平線は真っ直すぐ平らじゃないんだろう」

　海のあまりの迫はく力りよくに呆ぼう然ぜんとしながらつぶやいたサーシャの隣となりに立ったレドワルドは、まぶしげに金色の目を細めて水平線を見た。

「さあな。考えたこともなかった」

「あ！　カップに水を零こぼれるぎりぎりまで入れると、ちょっとだけ表面が丸くなってるように見えますよね。あれと同じでしょうか。海も溢れるぎりぎりまで水が入ってるから、表面が丸いんでしょうか」

　すごいことを思いついたように頰を紅潮させて早口でしゃべるサーシャに、レドワルドは小さく笑った。

「どうだろうな、そうかも知れん。面おも白しろいことを考えるな、おまえは」

　だとしたら、泳ごうと海に入ったら海の水が溢れてしまうんじゃないか。溢れた水はどこへ行くのだろう。

　ざぶん、と自分が海に飛び込んで、周りから水が溢れる想像をした。溢れた水は町を押し流したりしないのだろうか。そんなことになったらどうしよう。

「でも泳いでる人もいるし……」

　だから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　きっと海にとっては、人間なんて小さくて入ったうちに数えないのだ。だってクジラだって泳いでいるのだから。

「あ、でもクジラはもともと海の中にいるのか……」

　ぶつぶつと呟つぶやくサーシャを、レドワルドは愛しげな目で見ている。

「おまえの頭の中には、私の想像のつかない考えが詰つまっているんだろうな。覗のぞいたら面白そうだ」

　そう言われて、少し顔が赤くなった。小さい頃ころから、絵本を読んで色々空想するのが大好きだった。絵本の登場人物と頭の中で遊んだり、森に住んだり。

　子どもじみていたかなと恥はずかしくなって、現実のものに目を向けてみる。足もとの砂は、熱く焼けて白く輝かがやいていた。

「砂ってもっと茶色とか黒だと思ってました。ここの砂はどうして白いんでしょう」

　不思議なことだらけで、疑問が尽つきない。

　色々な〝海〟があるのだと思った。

　船に乗るときに寄った港は、生なま臭ぐさいような塩っぽいような、不思議な匂においがしていた。魚や海かい藻そうの匂いだと聞いて驚おどろいたものである。魚に匂いがあるなんて。

　港はサーシャが想像していたような泳げそうな海ではなかったが、行きかう行商人や船に荷を上げ下ろしする船乗りが大声を出していて、とても活気があって面白かった。やたらに猫ねこが多いのも特とく徴ちよう的だった。

　船に乗ってからはすぐに酔よってしまってほとんど周囲を見られなかったが、見み渡わたす限かぎり視界が海なのは初めての解放感だった。風が強いのは、船が速い速度で進んでいるからなのだと知った。　>>>♥

　船ふな酔よいのせいで臥ふせっていて、気づいたらヴィンティンに着いていた状態である。着いてしまえば、あまりのまぶしさに船酔いも吹ふき飛んだ。

「やーっと元気出たみたいだな、サーシャ。船では死にそうな顔してたのに。さ、ヴィラに移動しようぜ。こんな暑いとこいたら倒たおれちまう」

　ハジが顎あごでヴィラを差した。

　サーシャもキティもかなり汗あせばんでいるが、ハジの子どもたちに至っては、黒い毛皮が光と熱を吸収してしまうためか、すでにぐったりしている。早く涼すずしいところに連れて行ってあげなければ。

　レドワルドもなんでもなさそうな顔をしているけれど、体から湯気が立ち上りそうだ。近づくと毛皮が熱を持っているのがわかった。

　一人、ヴィンティンで生まれ育ったハジだけが平気な顔をしている。

「ヴィンティンは空気が乾かわいてるから、夕方になったら結構過ごしやすくなるよ」

　ハジの言葉に、いちばんホッとした顔をしたのはウィラードだ。

「だとありがたい。こう暑くては、俺たちのように毛皮を纏まとった人間には地じ獄ごく同然だ」

　ハジは片かた眉まゆだけを上げると、口くち端はしをつり上げてウィラードを見た。

「そんなに暑いんだったら、また毛ぇ剃そったらいいんじゃね？　涼しくなるかもよ？」

　ウィラードがぎろりとハジを睨にらんだ。

「毛を剃った？」

　サーシャが尋たずねると、ハジはにやにやしながら親指でウィラードを差した。

「こいつ、おれが動物の毛でくしゃみ出るからあんたとなんか結けつ婚こんしないって言ったら、全身の毛ぇ剃ってプロポーズしてきたんだぜ」

「ええっ!?」

　全身の毛を剃った？

「こら、ハジ！」

　ウィラードが慌あわててハジの口を塞ふさぐ。ハジはぎゃははと豪ごう快かいに笑って、ウィラードの腕うでから逃のがれようと体をひねる。

「おまえが結婚したいならそうしろと言ったから！」

「だって、あのときのウィラードの格好……、ぶっ、ぶはははっ、本気にすると思わないだろ、普ふ通つう！」

　そのときのウィラードの姿を思い出したのか、笑いが止まらないようだ。体を折り曲げ、涙なみだまで浮うかべている。

「おまえが欲しかったんだから仕方ないだろうが！」

　笑い転げていたハジが、急にウィラードの両りよう頰ほおをつかんで自分に引き寄せたかと思うと、ちゅっと音を立てて唇くちびるにキスをした。

　そしてウィラードの瞳ひとみを見つめ、こつんと額を合わせる。

「ありがとな。そうまでしてくれんの、あんただけだよ。だからおれ、故郷を捨ててもあんたと一いつ緒しよにいるって決めたんだ。愛してるぜ、おれの旦だん那なさま」

「む……」

　ウィラードはそれ以上なにも言えなくなったようだ。

　ひと呼吸だけため息をつくと、ハジの髪かみにキスをして手を離はなした。ハジは軽かろやかな足取りでサーシャの隣にやってくると、肩かたを抱だいてヴィラの方角に促うながした。

　口笛でも吹きそうな上じよう機き嫌げんだ。

　子どもたちを連れてきている夫たちを背後に、サーシャはこそっとハジに話しかける。

「さっきの、ほんと？　全身の毛を剃ったって」

「ああ、ほんとほんと。いや、毛の下は普通に人間と同じ形だし、かなりいい体だったから毛け刈がり後の羊みたいなんかじゃなかったぜ。顔はさすがに剃れなかったから違い和わ感かんありまくりだったけど」

　想像できない。尻しつ尾ぽのところはどうだったんだろう。

「すごい。本当にハジのこと好きなんだね」

「ん？　ああ、まあな」

　ハジは照れくさそうに笑った。

「愛してるとか、ハジが人前で言うと思わなかった」

「ああ言っとけば安心するだろ。あとでサーシャと二人で遊びに出ようと思ってるからさ、ま、ご機嫌取りみたいなもん」

　そんなことを言いながら、本心だったのはすぐにわかる。冗じよう談だんめかして愛を伝えるのがハジらしいなと、ほほ笑えましく思った。
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　子どもたちは早さつ速そくヴィラの屋根つきウッドデッキで、大きな盥たらいに水を入れて水遊びを始めた。風はなくとも、日ひ陰かげになるし海も臨のぞめて心ここ地ちいい。

　サーシャはジュースをひと口飲んで、濃のう厚こうな甘さに目を見開いた。

「わ、すごく甘い。とろとろしてる。これ、なんのジュースだろう」

　黄色くてとろみがあり、サーシャが今まで味わったことのない芳ほう醇じゆんな甘みだ。菓か子しより甘いんじゃないかと思う。

「この国の果物だよ。美味うまいだろ」

「うん、こんなの初めて。お砂糖が入ってるの？」

「入ってねえよ。これ、果物そのまま食べても美味いんだぜ。あとで持ってきてやる」

　こんなに甘い果物があるなんて。

「新しん鮮せんな魚は生でも食べられるんだ。果物とか香こう草そうと和あえてもいいし、オイルとビネガーに漬つけても美味い。もちろんそのままでも」

「生で！　お腹なか壊こわさない？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。慣れれば癖くせになるぜ。ハーデクでは生で魚なんか食えなかったから、おれめちゃくちゃ楽しみにしてるんだけど」

　生でと聞いて、レドワルドはおろかウィラードも渋しぶい顔をしている。自分もどんな味なのか想像できない。でもハジが美味おいしいというのだから、ぜひ食べてみたい。

　世の中には知らないことがたくさんあって、いちいち感かん銘めいを受ける。

「あ～、んなこと言ってたら腹減っちまった。なぁ、ちょっと市場に食いもん買いに行かね？　おれ食いたいもんいっぱいあるんだ」

「行きたい！」

　サーシャが即そく答とうすると、レドワルドとウィラードはまたあの暑い外に行くのかとばかりに顔をしかめたが、妻たちの希望ならばと腰こしを上げた。

「仕方ない……」

「おっと！　ウィラードと王さまは留守番な。黒くろ豹ひよう人間について来られたら、目立っちまって仕方ねえ。人に紛まぎれらんねえだろ。サーシャに普通のヴィンティンの様子を見せてやりてえんだよ」

　ハジが両手を突つき出して二人を押しとどめる。

　レドワルドは低い唸うなりを発して顎を引いた。

「危険だ。なにかあったらどうする」

「だーいじょうぶだって。市場の辺りは地元民の店ばっかでおれの知り合いも多いし、心配ならネイサンとヒロイを連れてく。どうせうちのガキどもはまだ暑いから外に出たがらないだろうし、旦那たちで子ども見ててくれよ」

　ネイサンとヒロイは、今は子どもたちの水遊びの監かん視しをしている。それを交こう替たいしろというのだ。

「しかし……」

　それでも渋るレドワルドに、ハジがサーシャを肘ひじで小こ突づく。

「ほら、サーシャからも頼たのめ」

　レドワルドが心配する気持ちはありがたいが、危険ではないというハジの言葉があって、自分も行ってみたい。

　手を合わせ、上うわ目め遣づかいに頼んでみる。

「どうしてもだめですか、レド」

「う……、む……、だめ、ではないが……」

　レドワルドが、長い尻尾をぱたりと揺ゆらす。

　明らかにサーシャのお願いに負けたレドワルドを見て、ハジが小声で「落ちた」と呟つぶやいた。ウィラードは面おも白しろくなさそうにハジを見ている。

「まだおまえの両親に挨あい拶さつもしていないのに、先に遊びに出かけるのか？　俺だって結婚のときに一度会ったきりで、おまえをハーデクに引き留めて不義理しているんだぞ」

「だっておれの親は今日明日はいないから、明後日あさつて挨拶に行こうって話になってんだろ。それとも明後日まで出かけるなって言うのかよ」

　むう、と膨ふくれたハジとウィラードはしばらく睨み合っていたが、やがてハジがため息をついてウィラードの側そばまで歩いていった。

　そしてウィラードの首に腕を回すと、甘えるように小首を傾かしげて瞳を覗のぞき込んだ。

「なあ、いいだろ。おれ、結婚してから二回しか里帰りしてないんだぜ。友達にだって会いたいし。浮うわ気きなんかしねえって」

「そんな心配はしていない」

「じゃ、いいよな。おれは飼い猫ねこじゃない。自由に動いていいはずだ。でも安心しろよ、ちゃんとあんたのとこに帰ってくるから。な、ウィラード……、ウィル」

　最後の「ウィル」の言い方が色っぽくて、どきりとした。閨ねやでの呼び方なのだと自然にわかって、聞いている方が赤くなってしまう。

　ウィラードは目を閉じると、諦あきらめたように深々と息をついた。

「まったくおまえは……、一度言い出したら聞かないからな」

「やった！　だからウィラード好きだぜ」

　頰にキスをして離れたハジを諦め顔で見送るウィラードに、「おまえも連れ合いには甘いな」とレドワルドが囁ささやいている。ウィラードは憮ぶ然ぜんとした表情で「お互たがいさまだ」と言い返し、視線を合わせた二人は同時にため息をついた。










　結局、ネイサンとヒロイがサーシャとハジの付き添そいに、四人から少し離はなれて護衛もついてくることで合意した。

　ハジは自国民の気安さで、軽くて動きやすいこの土地の服装を選んだ。無む袖そでで襟えりぐりが深い薄うす手でのシャツに、ひざ下で切った歩きやすそうなズボン、簡素なサンダル。明るい色合いの生き地じが、ハジの褐かつ色しよくの肌はだによく似合っている。

　サーシャは足首まである五分袖の長衣で、腰の部分に飾かざり帯をつけた。控ひかえめな色合いで、男女どちらが着てもおかしくない。旅人や観光客も多いとはいえ、あまり肌を露ろ出しゆつするのはサーシャの色合い的に目立つ。プラチナブロンドを隠かくすため、髪かみをまとめて帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった。

　ネイサンとヒロイは、やはりこちらで調達した簡素な地元服を着ている。共に四十代の二人は、いかにも休きゆう暇か中の外国人といった態ていだ。その二人を、ハジは手で追い払はらう仕草をした。

「おい、あんま保護者ヅラして近くに来んなよ。おっさんたちが一いつ緒しよだと楽しめねえから」

「ハジ、そんな言い方……」

　ハジのもの言いに慣れていないネイサンは面めん食くらった顔をしたが、ヒロイははいはいといなしただけだった。

「じゃ、行くぞ」

　レドワルドとウィラード、子どもたちに手を振ふってヴィラを出る。

　ハジは迷いのない足取りで市場に向かって歩いていく。サーシャはその隣となりに並んで歩いた。ネイサンたちは数メートル離れて、護衛は目立たぬよう、一定の距きよ離りを保ってさらに後ろを歩いている。

「ハジの出身ってこの辺りなの？」

　いくらヴィンティンが小国といっても、さすがにハジが全部知っているとは思えないのだが。

「おう。おれはこの海辺の町で生まれ育ったんだぜ。市場は子どもの頃ころからの遊び場さ。だからここの港にしてもらったんだ。治安もいいし、気のいい人間が多いよ」

　そういうことか。たしかにハジの地元なら安心だ。

「あれ、でもハジは人買いに攫さらわれたって言ってたよね」

　ロイヤルキトンということがわかって、オメガの人買いに攫われたと言っていた。いくら治安がいいと言っても、そういうこともあるのだ。

「どこの国でも闇やみはあるだろ。外国人も多いしな。つっても、おれが攫われたのはこの辺りじゃなくて、もっと町の外れの貧困層の地域。そりゃ、この辺りでも一人で夜中に歩いてたら完全に安全かっていったらそうでもないけど、今日はヒロイたちもいるし、なにかあっても危なくはない」

　それもそうだな、と思った。

　他ほかにもヴィンティンの話を聞きながら歩いていると、だんだん人が多く、屋台で賑にぎわっている地域に入っていった。

　さまざまな料理の匂においがし、食欲を刺し激げきされる。あちこちから、「美味うまいよ！」「安いよ！」「食っていきな！」と威い勢せいのいい声がかかった。どれもこれも興味があって、きょろきょろしながら歩いていく。

　食べものだけでなく、珍めずらしい鳥や動物も売っている。

　店先に繫つながれた南国らしい極ごく彩さい色しきの鳥が、大きなくちばしを開いてしゃべった。

「イラッシャイマセー」

　サーシャは驚おどろいてハジのシャツの裾すそを引っ張る。

「鳥がしゃべった！」

「あはは、サーシャは初めてか。ああいうふうにしゃべる鳥、土産みやげにも人気なんだぜ。なかなか会話とまではいかないけど、根気よく教えれば結構たくさんしゃべるよ」

「へえ……」

　土産にしたらキティも喜ぶだろう。しゃべる鳥がいたら楽しいだろうけれど、自分が猫として売買されたサーシャからすると、動物を買うのはどうしても抵てい抗こうがある。

　彼らにも感情はあると思うから、いい人の家に行けますようにと心で願った。

「ほら、サーシャ。これ美味いから食ってみな」

　ハジに串くしに刺ささった肉を渡わたされ、おっかなびっくり歯で肉を嚙かんで串を引っ張った。こんがりと焼き目のついた肉は、嚙みしめると濃こい肉の味が口内に広がり、味つけは塩だけなのにとても美味おいしい。

「美味しい！」

「だろ？」

　ハジは得意げに鼻の下を指でこする。口の周りを汚よごしながら夢中で食べるサーシャを見て、満足げに笑った。

　周囲の人間も同じように、立ったまま食べものを口に放り込んでいる。サーシャはこんな食べ方をしたことがない。行ぎよう儀ぎが悪いと思うのに、なぜだかそれが美味しさを増すスパイスのように感じた。

　雑多な匂いと人ひと混ごみと音。貴族の家で育ったサーシャには、なにもかもが物もの珍めずらしくて感性を刺激される。人が多くて、すぐにぶつかってしまって移動が大変なのに、なぜか歩きやすいと感じた。

「肉も美味いけど、魚ぎよ介かいが最高だぜ」

　蒸むした貝に香こう草そうのソースがかかったものや、初めて生の魚にも挑ちよう戦せんして、あまりの美味しさに言葉を失った。新しん鮮せんな魚はそれだけでご馳ち走そうなのだと、初めて知った。

「ハーデクでも魚料理があるけど、ぜんぜん違ちがう」

　もちろんハーデクの料理も美味いが、生で食べる魚は格別だった。これは海辺でないと食べられない。

「サーシャが気に入ってくれて嬉うれしいよ」

　嬉しそうに笑うハジを見ていると、なんだか自分がいいことをしたような気になる。こんなに素す敵てきな場所に連れてきてもらって、自分の方が嬉しいのに。

　あちこちの屋台に立ち寄りながら歩いていると、あることに気づいた。

「あの子……、オメガだよね？」

　ハジと同じ、褐色の肌に青い瞳ひとみの組み合わせの少女が店番をしている。ヴィンティンの人間は基本的に茶色か黒い瞳をしているから、青い瞳はすぐに発情期前のオメガだとわかった。

「んあ？　ああ、オメガだな。それがどうした？」

　ハーデクだったら、発情期前のオメガはいまだに攫われる可能性があるため、一人でいることは少ない。

　よく見れば、まだ瞳の青いオメガの少年少女や、成人しているオメガではないかと思われる小こ柄がらで美しい男女も、ちらほらと道を歩いている。でも、誰だれも彼らを注視していない。

　ハーデクではオメガ差別禁止令が出されたものの、まだまだ〝淫いん猫ねこ〟という差別的な視線に晒さらされることが多い。オメガ自身も、怯おびえながら道を歩いている状態だ。

「あ」

　オメガが周囲に気にされないのと同時に、オメガ自身も普ふ通つうの人間と同じ態度で歩いているから、今まで気づかなかったのだとわかった。

　そういえばサーシャのことをちらちらと見てくる視線もないわけではないが、単に珍しい色合いの外国人がいるといっただけで、差別的なものを一いつ切さい感じない。

　ふわっ、と心が軽くなった気がした。

　これが「当たり前」なのだ。

　周囲の意識も、オメガの意識も、特別なものはなにもない。だからこんなに混雑していても歩きやすいと感じるのだ。

　わかったら足取りが軽くなった。ハーデクもこういう国にしたいと、強く思った。

　それからは、道行くオメガの様子を目に焼きつけようと、あちこちに視線を巡めぐらせた。以前ハジがオメガはモテると言っていた通り、みな自信に溢あふれていて美しい。

　青年たちの集団とすれ違いざま、一人が振り向いた。

「あれっ、ハジ？」

　ハジは青年を指差し、大きな声を上げた。

「ジャミルじゃねえか！　久しぶり！」

　ジャミルと呼ばれた青年のいる集団が、わっとハジとサーシャを取り囲んだ。

「おー！　ハジ、何年ぶりだ？　いつ帰ってきたんだよ！」

「帰って来てたんなら声かけろ！　おまえがいなくなって寂さみしいんだからよぉ！」

　ハジはみんなに肩かたを抱だかれたり、髪かみをくしゃくしゃに撫なでられたり、大だい歓かん迎げいされている。人気者なのだとわかった。

「で、こっちの可愛かわいい子誰だよ。紹しよう介かいしろ！」

　サーシャにも興きよう味み津しん々しんなのを隠かくそうとしない。露ろ骨こつに顔を寄せて話しかけてくる。

「目ぇ青いな。あんた、発情期前のオメガ？　それとも目が青い一いつ般ぱん人じん？　つか、男の子？　女の子？　可愛いからどっちでもいいけど」

「え……、あの……」

　成長抑よく制せい剤ざいを飲んでいたサーシャは、年ねん齢れいの割に幼い外見をしている。まだ発情期前のオメガといっても充じゆう分ぶん通用するほどに。

　だがオメガ差別が染しみついているサーシャには、とっさにオメガであることを肯こう定ていできなかった。

　ハジがサーシャを奪うばうように自分に引き寄せる。

「ハーデクでの友達だよ。こう見えて人妻だ、手ぇ出すんじゃねえぞ」

　青年たちが目を剝むいた。

「人妻！」

「幼妻！」

「ちくしょう！　誰が旦だん那なだ、羨うらやましすぎんぞ！」

　大おお騒さわぎである。賑やかなことこの上ない。

「じゃあ、旦那と別れたら次オレな。約束。名前教えて？」

　ジャミルがすかさずサーシャの手を握にぎり、ハジに勢いよく頭を叩たたかれた。

「やめろっつーの。サーシャのとこは熱々だから、てめえなんか入る隙すきはねえよ。汚きたねえ虫くっつけたら、おれが𠮟しかられちまう」

「サーシャかぁ、可愛いな。歳いくつ？　ハーデクに帰らずにこっちで暮らさない？」

　ハジに虫呼ばわりされてもまったく意に介かいさず、でれでれと頰ほおを弛ゆるめるジャミルに、ついサーシャも笑ってしまった。

「ありがとうございます。ヴィンティンはいいところですね。食べものも美味しいですし」

「だろだろ？　なんなら旦那と二人でこっちに移住しちまえよ」

　そしたら遊びに行こうぜ、と笑いながら誘さそうジャミルは、本気でサーシャを口説こうというより、軽口が癖くせになっている気のいい青年らしい。

　ハジの友達っぽいなと、楽しくなったとき。

「あ……」

　つきん！　と突とつ然ぜん生まれた快楽の種が腰こしの奥を刺した。

　これは────。

「サーシャ？」

　急速に体が熱くなって、体奥から甘い痺しびれが伝い落ちてくる。

　まずい！

「ハジ……、帰ろ……、ぁっ！」

　きゅうっ、と下腹が引き攣つれて、たまらずしゃがみ込んだ。心臓がばくばくとして、肌はだが粟あわ立だつ。レドワルドの体温が恋こいしくなって、むくむくと陰いん茎けいが頭をもたげてくる。

　発情だ！

　予定ではまだ先のはずだった。慣れぬ旅行で調子が狂くるって早まってしまったのかもしれない、と焦あせる頭で思った。サーシャの脚あしの間から甘い香かおりが漂ただよう。

「サーシャ……、くそっ」

　察したハジが、サーシャの腰を抱いて立ち上がらせようとする。ハジの手の熱にぞくりとした。青年たちの驚おどろいた視線が肌に突つき刺さる。

「発情……？　オメガ……？」

　ジャミルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ハジの友人とはいえ、周囲を見知らぬ青年に取り囲まれた状態に、初めて発情して男たちに襲おそわれたときの記き憶おくが脳のう裏りに鮮あざやかによみがえる。

「あ……！」

　サーシャの誘ゆう惑わく香こうが、父に、貴族の息むす子こたちに欲情を抱かせた。気味の悪い男たちの体温、薄うすら笑いを浮うかべた顔……。

「さわらな……、ぅぇっ！」

　恐きよう怖ふで吐はき気がする。頭の中が汗あせだくになったように焦しよう燥そうした。

　怖こわい。

　怖い怖い怖い、助けて────！

「ヒロイ！　ネイサン！」

　ハジが大きな声で二人を呼ぶ。急いで青年たちをかき分けて走り寄ってきたネイサンが、

「ヒロイ！　レドワルドさまにお知らせを！」

　鋭するどい声で指示し、ヒロイがヴィラに向かって走り出す。

　青年たちが欲情を宿した目で自分を見るのに、恐怖で体が強こわばった。

　いくらハジとネイサンがいてくれても、向こうはずっと人数が多い。護衛だって外国の民間人相手に無茶はできない。もし彼らがサーシャを襲おうと思ったら……。

「おい、こっち来い！」

　ぐい、とジャミルに腕うでを引かれ、思わず腕を振ふりほどこうと暴れた。

「やだっ！」

「ちょ……、暴れんなって！　これでもあんたに襲いかかりたいの抑おさえてんだから！　こんな人ひと混ごみにいたら、あんたの誘惑香で理性すっ飛ばされる人間が出てきちまう。こっち来い、一人になれるとこ連れてってやる」

　ハジがもう一方のサーシャの腕を取り、ジャミルと二人で立たせた。

「ジャミルのことは信用していいぜ、サーシャ。この状態じゃヴィラまでは帰れない。一いつ旦たん休ませてもらおう」

　ネイサンでさえ、誘惑香で欲情を刺し激げきされて唇くちびるを嚙かんでいる。誘惑香に惑まどわされないのは、同じオメガであるハジだけだ。発情したまま人混みは歩けない。

　ネイサンは険しい顔をして周囲を牽けん制せいしていたが、ジャミル以外の青年たちも、サーシャが他人の目につかないよう体で壁かべを作るようにして守ってくれている。

　ジャミルが案内したのは、宿屋の一室だった。入り口から奥に向かって声をかける。

「おばさん、空いてる部屋ひとつ借りるぜ！　友達の連れが発情しちまったんだ！　いま旦那呼びに行ってるっていうから、このまま置いてやってくれ！」

　エプロンで手を拭ふきながら出てきたジャミルの知り合いらしい丸々とした体形の中年女性は、おやおやと目を丸くした。

「ハジじゃないか！　久しぶりだよ、元気だった？　この子あんたの友達かい。こりゃまた可愛い子だわさ。まだ目が青いってことは、発情は初めて？　ああ、いいよいいよ、発情は急に来たりするからねえ。辛つらいよねえ、楽におし」

　耳を疑うようなやさしい言葉だった。

　これがもしハーデクだったら、間ま違ちがいなく誰だれかに襲われている。少なくとも、人前で発情した淫いん猫ねこと侮ぶ蔑べつの目を向けられているに違いない。

　ベッドに丸くなって身み悶もだえるサーシャの側にはハジだけが残り、ジャミルは自分も苦しいからと部屋を出て行った。ネイサンは宿の外でレドワルドの到とう着ちやくを待っている。

「ハジ……、ねえ、みんな、ぼくのこと……、いやらしいって目で見なかったよ……」

「そりゃそうだ。オメガが発情すんのは生理現象だからな。それを軽蔑したりするやつはいねえよ。いくら発情したって、オメガの同意なく襲ったりしたら非難される。オメガは恋こい人びとや夫がいる普ふ通つうの人間なんだ」

　ハジの言葉が、実感として身に染み入った。誰もオメガを特別扱あつかいしない。

　なんて素す晴ばらしいんだろう。これこそが自分が求めていた姿だ。ハーデク王国もいずれこんな国にしたい。

　苦しい中でも、未来を夢見てほほ笑えみが浮かんだ。

　愛いとしい夫の熱を待ちわびて、後こう蕾らいがひくひくと震ふるえる。それが自然だと受け入れてもらえると思うと、今までになく抱だかれたくてたまらなくなった。大好きな人に。

「レド……」

　きっと、今日はこれまでになく自分が乱れるであろう予感に、サーシャは身を震わせた。

　ハジは心残りな顔をしながら立ち上がった。

「人の気配が近くにあると辛いだろ。おれも外にいるよ。宿には話つけとくから、王さまが来たら気が済むまで抱かれるといい。キティのことは心配すんな」

「ありがとう……」

　発情期には、理性が崩されて誰彼かまわずすがりついて精を求めてしまうほどの欲情に支配されることを、同じオメガであるハジはわかってくれる。

　苦しくてたまらないけれど、レドワルドがいい。レドワルドじゃなきゃいやだ。

　だから誰も近づかないで。

「じゃ、王さま来たら交代でヴィラに戻ってるから」

　ハジが出て行ってから、思わず詰めていた息を吐いた。

「は……っ」

　乳首がちりちりと疼うずき、劣情で肌が甘痒い痺しびれに覆われていく。体温が上がり、呼吸が荒くなった。すでに陰茎はがちがちに張りつめ、刺激を欲して先端から涙を零している。

　暑くて、熱くて。

　窓を開けたいけれど、そんなことをしたら外に誘惑香が流れてしまう。もしレドワルドとの行為が始まったら、理性が突き崩されて声を抑えることも不可能だ。

　いくらヴィンティンがオメガの発情に大らかだとしても、他人まで巻き込んだり、ましてや子どももいる往来に情事の声を響かせるわけにいかない。

（早く、レド……）

　体を丸めて、ともすれば吞み込まれてしまいそうな欲情に耐えた。甘い香りの蜜みつを垂れ流す後蕾を穿うがってほしくて、びくびくと体を震わせる。

　頭の中が曇る、なにも考えられなくなって淫いん欲よくに支配されていく────。

「サーシャ！」

　扉を開けて飛び込んできた黒豹の夫の姿を見て、

「レド……！」

　レドワルドの腕の中に飛び込んだ。部屋に充満する誘惑香に中あてられたように、目を細めたレドワルドが頭をぶるりと振るう。

「大丈夫か？　どうして急に発情した」

「わ、かんな、い……、でも……、ね、聞いて……。だれもぼくを、変な目で見なかった……、みんな、やさしかったんだ……」

　嬉しかった。突然の発情を体は持て余しても、心は満たされている。こんなに開放的な気分で、発情を受け入れられるなんて。

「こんな状態のおまえが危険な目に遭わなかったのは、この国のおかげだな。オメガへの差別をなくせば、不幸な犯罪も減るということだ」

　その通りだ。

　もしかしたら、そのことを伝えるために神さまが突然サーシャを発情させたのかも知れないとさえ思った。

　神の思おぼし召めしなのだと思ったら、もう欲情を抑えてなどいられない。

「脱いで！」

　サーシャはレドワルドの首筋に嚙かみつき、彼の着ている長衣をもどかしくたくし上げた。レドワルドはサーシャと同じような、足首まである長衣を着ている。

　レドワルドは引き千切るように自分の腰帯を取り去ると、長衣を脱ぎ捨てた。暑かったのか、子どもの水遊びにつき合っていたからか、下はなにも身に着けていない。

　現れた雄はすでに隆々と頭をもたげ、茎の棘とげも広がりきって存在を誇示している。見た瞬間、サーシャの最後の理性が焼き切れた。

「ほしい……！」

　羞恥などなにもなく、頭から雄を咥くわえ込んだ。だが天を衝く角度は、中腰のままでは舐めにくい。

　むずかって頭を振りながら雄を突き放し、レドワルドの手を引いてベッドに仰向けになるよう引き倒す。邪魔になる長衣の裾をたくし上げ、寝転んだレドワルドの顔に跨またがった。

「んく……、ん……」

　体勢的に、舐めやすい。

　それだけしか頭になかった。砂漠で渇いた旅人が水を欲するように、必死に男根の先端に吸いついて精を吸い出そうとする。

　レドワルドの眼前に、ぐずぐずに濡れた淫いん孔こうを晒していることにも気づかず。

　蜜を滴らせる花茎の裏筋を先端から根もとに向かってべろりと舐められ、腰が跳ねた。

「ひゃぅっ！」

　唇から雄が零れ出て、くずおれたサーシャは男の下腹に鼻を埋めた。欲情した獣の匂いにさらに脳のう髄ずいが痺れる。

「さすがに発情期だ。おまえの可愛い孔が、私を食べたがって触る前から口を開いている」

　両手でつかんだ双丘をぐにぐにと揉まれ、挿いれてほしがった後孔がくぷくぷと開閉しているのがわかった。ご馳走がほしいと、涎よだれを垂らして。

　揉まれることで歪な形になった淫孔がレドワルドの目に晒されていると思うと、焼けつくように感じた。

　揃えた二本の指がいきなり蕾つぼみを割って入ってくる。

「ああ……っ！」

　鮮烈な快感に、手にしていたレドワルドの肉茎を思いきり握ってしまう。

　穿孔をくじられ、悲鳴を上げて手にした男根にすがる。指の動きを助長するように、小さな尻が勝手に揺れた。

「あ……ああ……、もっと、おく……」

　口端から零れた唾液が黒い毛を濡らす。

「舐めろ、サーシャ」

　命ぜられ、棘だらけの雄茎の根もとに舌を伸ばした。舌先で棘を感じたら、もう一秒も我慢できなくなった。

「いれて……っ！」

　弾けるように身を起こし、片手で長衣の裾を捲り上げながらレドワルドの腰上に跨った。もう片方の手で硬い胸板に手を添えて体を支え、後孔に雄の先端をひたりと当てる。

　だが蜜液で滑ってしまって上手く潜り込ませられず、ぬるん、と肉襞の上を通り越してしまう。

「や……、や、したい……、したいの……」

　ほとんど泣きながら、懸命に雄を咥え込もうとする。

　レドワルドは荒々しくサーシャの片尻をつかみ、淫孔をより露出させた。脈打つ剛棒に手を添え、尖りきった先端をサーシャの肉襞にぐっと押し当てる。

「ここだ。腰を落とせ」

　ぬっ……、と熱塊が肉の環を割る感触に背筋がわなないた。広がった亀頭の傘が粘膜を削っていくと、勝手に唇が開く。

「ああ……、あああ…………」

　サーシャの肉筒が、悦よろこんで愛しい熱を締めつける。いつもサーシャを潤してくれる精が欲しいと、体の奥底が口を開いた。

「んっ……！」

　最奥に打ちつけようと、思いきり腰を落とした。

「あああ───っ、っ、っ！」

　ずん！　と脳天まで杭を打ち込まれたように、衝撃が体を貫いた。ずっぽりと奥を抉えぐられ、反らした顎が小刻みに震える。

　痛いほどなのに、それがよくて雄を引き絞るように下腹に力が入った。男の腹に手をつき、下腹に力を込めたまま腰をゆっくりと上げた。

「ふぁ……、あ、あ、あ、あぁ……、いい…………」

　細かな棘の一本一本が肉環を弾いて飛び出す感覚が、たまらなく気持ちいい。膨らみきった前立腺をぞぞぞとこすっていく感触に、失禁しそうなほど感じた。

「いい、いい、レド……、すき……、ひぃっ！」

　レドワルドはサーシャの腰骨をつかんで力まかせに引き落とすと同時に、下から勢いよく突き上げた。

「奥まで迎えろ、サーシャ！　もう一度孕め、私の子を……！」

　獣の咆ほう哮こうにも似た叫びに、サーシャの意識が焼き切れる。

「ぼく、も、ほしいっ……！」

　子が欲しい。種が欲しい。オメガの本能が、子種を搾しぼり取ろうと理性を支配する。全身がじっとりと汗ばみ、薄紅色に染まった肌をくねらせてレドワルドを貪った。

　前立腺を棘で往復されれば、発情で昂たかぶった体は簡単に射精に向かって駆け上がっていく。

「でるっ、い、いく、からぁ……っ！」

　自ら腰を振り立て、最後の追い上げをした。熟れきった実が果汁を飛ばしながら弾けるように、サーシャの赤く腫れた花茎から真っ白な種が弾け飛ぶ。

　同時に、どぷり……、と体の奥に熱い精が流れ込んだ。

「ひ……、ぃ、ぁ……、ぁぁ…………」

　待ち構えていたオメガの子宮口が収縮して、精を飲み干したのがわかった。

「ああ……」

　ぶるっと体を震わせて、レドワルドに倒れかかった。　>>>♥

　大きく上下する厚い胸板に、サーシャの精が飛び散っている。黒い毛並みを汚す白がひどく卑ひ猥わいに見えて、欲情に溺れて舌を伸ばして拭った。

「ふ……、う……」

　舌に広がる青苦くもったりとした味わい。

　官能が下腹に滑り落ち、一度の射精ではまったく力を失わない怒張をぎゅっと締めつけた。

「美味いか。本当にミルクを欲しがる仔猫だ」

　レドワルドが乱れたサーシャの髪をかき上げ、精を舐め取るいやらしい顔を見ている。自身の放った精液を味わう倒錯に、興奮して夢中で舐め続けた。

　毛に絡んだ白濁を唇で拭い取っていると、普段は毛に覆われて見えないレドワルドの胸粒を発見した。自分がされると心地いいように、ねっとりと舌で舐め上げ、軽く歯を立て、先端を吸い出す。

　レドワルドが笑いながら、軽く雄を突き上げた。

「いたずらな子だ。私のそこからはおまえの欲しいミルクは出ないぞ」

　サーシャは舌を覗かせたまま、切ない目でレドワルドを見上げる。

「もっと……」

　ふるっと身を震わせたレドワルドの雄が、サーシャの中でまた力強く漲みなぎった。

「ああ、子を孕むまで注ぎ込んでやる」

　劣情に支配された頭には聞いた端から意味は崩れていったけれど、それでもレドワルドの言葉に本能が歓喜した。

　仔猫のように体を伸ばして雄を引き抜き、ベッドに倒れ込むようにして尻を掲げた。

「きて……」

　動物の雌が、雄を誘う淫らなポーズで。

　すでにいやらしく口を広げた淫孔をサーシャが指でかき混ぜると、溢れた白濁がこぷりと垂れ落ちた。

　せっかくの子種を、零してしまってはもったいない。

　無意識に指を口もとに持って行き、自身の蜜液とレドワルドの精の混じった淫液を舐め啜すすった。

「あまい……」

　うっとりと指をしゃぶるサーシャの背後から、レドワルドが大きな体を押しつける。

　ずぬりと挿入はいってきた肉のご馳走に、貪欲な粘膜が悦んでむしゃぶりついた。

「いい……、おいしい……、レドの……、あっ！　ひゃぅぅっ……！」

　すでにやわらかく練れている肉筒に、容赦のない突き上げが始まる。

「ひあっ、ああっ！　やあああっ！」

　白目を剝むきそうな強烈な律動に、勝手に逃げかけた腰を強引に引き戻され、さらに奥を穿たれた。

　枕に顔を押しつけ、シーツを握り込みながら、悲鳴にも似た嬌声を上げ続ける。

「ああああ……、ああぁぁぁああああ…………っ！」

　衝撃が激しすぎて、下半身の感覚がない。

　達しているのか、いないのか、それすらも嵐に吞み込まれたように頭がぐちゃぐちゃになってわからない。

　抜かないまま何度も奥に放たれて、狭い肉筒でかき混ぜられた精は、白濁した泡粒をまとって剛棒を咥える肉孔の隙間から滴り落ちてベッドを汚している。

「サーシャ……、サーシャ！」

　激しく突かれすぎて、気づけばベッドヘッドに頭が当たるほどにずり上がっている。

　木製のベッドヘッドの冷たさが心地よくて、手を伸ばしてしがみついた。頰がベッドヘッドに触れて、かすかに意識が戻る。

　と、レドワルドとサーシャの情交の声に煽られたのか、隣の部屋でも誰かが睦むつみ合いを始める気配を感じた。

「あ……」

　薄い壁越しに、若い男女の息遣いと大胆な喘ぎ声、ベッドの軋む音。自分たちの音も筒抜けなのだと思うと、顔も知らない男女と相互鑑賞をしている気になった。

　初めて来た国の、ベッドと薄い壁しかない小さな宿屋で。

　南国の熱気に、むせ返るほどの誘惑香を溶かし込んで。

　知らない人たちに情事を覗かれた気になって興奮している。なんていやらしい自分！　でもやめたくない────！

「もっと……、あ……、レド、もっと……！」

　サーシャは掠かすれた声で、背後から雄を突き入れるレドワルドに懇願した。繫がったまま振り返って見たレドワルドは全身から湯気が立つほど汗ばみ、肩で大きく息をついている。

「人の気配で感じるか。子どものような顔をして淫らなおまえに……燃える」

　言葉通り、レドワルドの剛直が再びサーシャの後孔を激しく往復する。

　だってここでは誰もサーシャを蔑まない。発情を自然なことと受け入れてもらえる。心が自由になった気がして、壊れるほどしたいと思う。

「ふぁ……、あ、ああ……、もっと……、もっとして……！」

　サーシャの欲望に応えるように、レドワルドも獣性を増していく。

　覚えていられないほど何度も体奥に精を受け止め、意識を失うまで体を繫げ続けた。
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　発情が引いて、やっとまた出歩けるようになった。

　あのあとは大変だった。レドワルドの巨きよ軀くと黒くろ豹ひようの外見は、どうやっても隠かくせない。宿屋にやってきたときは、獣じゆう人じんが現れたと市場中大騒ぎだった。

　それがハーデク王国の王族であることは、外見から容易にわかってしまう。同時に、発情しても瞳ひとみの色が変わらないサーシャがロイヤルキトンであることも。

　もう少し一いつ般ぱん人じんに紛まぎれて町を観察したかったが、仕方なくヴィラを引き払はらい、別の町に移動した。国のほとんどが海に面したヴィンティンは、どこに行っても潮の香りがする。

　次にやってきたのは、岩場近くのヴィラだった。泳ぐというより、岩場の水たまりにいる魚や水すい棲せい生物を見たり、貝や海かい藻そうを採ったりして遊ぶような海である。キティが大喜びだ。

「キティ、岩で滑すべらないように気をつけて」

　サーシャが声をかけるが、聞こえているのかいないのか、キティは大はしゃぎで網あみで魚をすくってはまた海水に戻もどしている。

　地元の子どもたちも丸まる裸はだかで遊んでいるので、キティも裸にしてしまった。ここではオメガ斑はんがあっても誰も気にしないのが気楽だ。

「かあたま、これきれい」

　キティが薄うす紅べに色いろの巻き貝を小さな手に載のせている。

「本当だ。サイラスとアレンにお土産みやげにしようね」

　キティは満面の笑みで首を縦に振った。

　ウィラード一家は、今はハジの実家に挨あい拶さつに行っている。レドワルドとネイサンはヴィンティンの国主との会談で不在にしている。でもここならキティが退たい屈くつすることはない。

　護衛はあまり近づきすぎない距きよ離りで見守ってくれていて、のんびりとキティと二人での遊びを楽しんだ。

　海岸に設しつらえられたガゼボで日を避よけながらバスケットの昼食を摂とっていると、遊び疲つかれたキティはうとうとし始めてしまった。

「アレクサンドルさま、カトリーナさまをお部屋にお運びしますか？」

　護衛が声をかけてくれたが、目が覚めたらまた遊びたがるかもしれない。幸い日ひ陰かげで心ここ地ちいい。

「ありがとうございます、もう少しここにいます。すみません、お水が足りなくなってしまって……。おかわりをもらっていいでしょうか」

　のどが渇かわいて、持ってきた水を飲み干してしまった。

　護衛は頷うなずくと、水すい筒とうを手にしてヴィラの方へ歩いていった。

「気持ちいい」

　波の音を聞きながら日陰でぼんやりしていると、なにもかも忘れて寛くつろげる。タオルで包んだキティを抱いたまま、いつもの子こ守もり歌うたを歌い出した。

　目を閉じて、記憶に残るメロディのまま口ずさむ。なにか懐なつかしさに似た感情が、胸の奥に浮かび上がる────。

「もし……、そこのお方」

　しわがれた声をかけられ、顔を上げた。

　たまたまガゼボの前を通りかかったと思おぼしき白はく髪はつの老女が、濁にごった目を見開いてサーシャを見ていた。

「はい……？」

「フェドーシャさま……？」

　老女はぶるぶると体を震わせ、サーシャの顔を凝ぎよう視ししている。どこか体の具合でも悪いのかと思ったが、怪あやしげな様子に心配と同時に警けい戒かい心しんが生まれた。

「いいえ、人ひと違ちがいです」

　サーシャがその人に似ているのかもしれないが、聞き覚えのない名だ。

　だが老女はさらによろよろと歩いて距離を詰つめてきた。

「今の歌は……」

　なんだというのだろう、怖こわい。

　きゅ、とキティを抱き直して後ろにじりじり下がったとき、キティを包んでいるタオルがひらりとめくれた。

　キティの臀でん部ぶを見て、老女が「ひゅっ！」とのどを鳴らす。

「やっぱり……！　ずっとお探ししておりました……！」

　這はうように近づいてきてキティに手を伸のばされ、我が子の身の危険を感じた。さっと立ち上がって老女の手を避け、キティを抱いたまま走り出す。

　足もとのおぼつかない老女は、キティを抱かかえたサーシャでも簡単に振り切れる。階段を駆かけ上がって海岸を出たところで、水筒を持って戻ってきた護衛と会った。

「アレクサンドルさま、どうかしましたか？」

「あ、いえ……」

　護衛の顔を見てホッとした。

　老女の様子に動揺してしまったが、落ち着いて考えてみれば、誰かと人違いをされただけのことだ。フェドーシャという名に聞き覚えはないし、心当たりもないけれど、だいぶお年を召した方だったし、少々記憶に混乱があるのかもしれない。大袈裟に反応してしまったかなと、老女に申し訳なくなった。

　キティのなにかを見て驚いたようだった。なにを見たのだろう？　今さら戻って聞く気にはなれないが。

「なんでもありません。でも今日はもうヴィラに戻りますね。せっかくお水を持ってきてもらったのにごめんなさい」

　護衛と一いつ緒しよに歩き出したときにちらりと海岸の方を見たが、階段の下にあるガゼボは隠れて見えなかった。

　ただ、老女のなにかを見つけたような必死さは記憶に残った。










　夜、ヴィラに戻ってきたレドワルドは、籘とう製の長なが椅い子すに座るとふぅと息をついた。

　ヴィラの内装は南国らしい家具と色調で、あちこちに濃こい緑の植物も置かれている。よく磨みがかれた板の床ゆかはひんやりしているのにどこか温ぬくもりを感じさせて、サーシャはすっかり気に入っている。

「おかえりなさい。国主さまとの会談はどうでした？」

　サーシャは冷たいジュースを差し出しながら、レドワルドの隣となりに腰こしかけた。

　レドワルドはジュースを飲み干してから、サーシャを抱だき寄せた。

「面おも白しろかったぞ。国主と言っても、人ひと柄がらはなんというか……、どこかの村長のように大らかだった。この国を表しているようだったな。恰かつ幅ぷくがよくて、豪ごう快かいに笑って、やたら料理と酒を勧すすめられた」

　レドワルドは楽しそうに笑っている。

「一夫多妻らしく何人もの妻がいると言っていたが、最近娶めとったいちばん新しい妻はまだ十四歳だとか。しかもオメガだそうだ」

「へえ」

　そういえばハジが以前、ヴィンティンは性関係がゆるいところがあると言っていた。そういう慣習から来ているのかもしれない。

　この国らしくて、それはそれで否定する気はないけれど。

「ぼくは誰だれかとあなたを共有するなんて考えられません」

　妻同士で妬やいたりしないのかな、と思う。自分だったら、レドワルドが他ほかの妻のところへ通ったら胸が苦しくなってしまう。

「私だってそうだ」

　甘く囁ささやき、やさしいキスをくれる。

　実際、以前の王家には後宮があった。歴代の王は、妻を娶っても公然と後宮に女性を置いていた。それが王家の習わしだったから。

　レドワルドはサーシャ一人を愛すると誓ちかい、後宮の女性たちをみな家に帰してしまった。

「ヴィンティンの国民は人ひと懐なつこいな。私が道を歩いていると、みな遠えん慮りよなく寄ってきて、黒くろ豹ひようの外見について話しかけてくる。子どもたちに至っては私が本物の獣けものに見えるようで、触さわったり登ったりしたがるんだ」

　ハーデクでは国王に対してそんなことをする人間は皆かい無むだから、レドワルドは面白かったようだ。ハジの実家を訪問しているウィラードも、きっと同じことになっているだろう。

　簡単に想像できて、サーシャも楽しくなった。

「おまえは今日なにをしていた？」

「キティと岩場で遊んでました。きれいな貝を拾ったんですよ。サイラスたちにお土産に」

　話しながら、ふと老女のことを思い出した。

「そういえば、今日ちょっと変わった人がいたんです。ぼくのことを誰かと間違えたみたいだったんですけど、キティのことも見てなにかびっくりしたみたいで。キティが一緒だったから怖くてつい逃げちゃったんですけど、よく考えたらおばあさんだったし、失礼だったかなと思って」

　今思い返してみると、老女の髪は年齢相応に真っ白でもとの色はわからないが、肌はヴィンティンの人間とは思えないほど白かった。外国人なのかもしれない。

「もしかして、ぼくの肌が白いから、同国人だと思って話しかけたのかも……」

　だとしたら、気の毒なことをした。少しは話を聞けばよかった。

「同国人か。おまえの髪も肌も、ハーデクの色合いでもないからな。ハーデクよりさらに南のヴィンティンではなかなか見ない、北方の人間に多い色だろう」

「ですね。だから、ぼくは極北生まれだと言われました」

　オメガ売買の商人に。

　本当のところはわからない。両親の記憶もなにもない。自分が何者なのか、足もとがしっかりしていない感覚がいつもつきまとう。

　自分の出生など知れることは永遠にないだろうが、叶うなら本当の名前くらいは思い出したい。アレクサンドルという名は、引き取られた伯はく爵しやく家けでつけられた。だから商人の家で呼ばれていた、思い出すこともないあの名だけでも。

「極北といっても、大小様々な国があるからな。それにしても、国外で得るものは大きい。オメガに対する人の態度もそうだ」

「いい国ですよね。ずっとここに住みたいくらい」

　ただ楽しい国だという意味のつもりだったが、言ってから、ハーデク国王に対する言葉ではなかったとハッとした。

　自国を否定したと取られても仕方がない。自分はハーデク王おう妃ひなのに。

「……ごめんなさい」

　レドワルドは苦く笑しようしながら、サーシャの頭にぽんと手を置いた。

「いや、ハーデクはオメガには暮らしにくい国なのはわかっている。おまえの幸せを思ったら、本当はこういう国に住むのがいいんだろうな。辛つらい思いをさせてすまない」

「いいえ！」

　サーシャは頭かぶりを振ふってレドワルドに取りすがった。

「ぼくはハーデクが好きです！　あなたの側そばにいるのが幸せです！」

　たとえ立場が辛かろうと、母国への愛情がある。なによりレドワルドと一緒にいたい。

　レドワルドは静かに笑った。

「私が王族でさえなければ、ここに移住もしてやれるのに。それでも私を選んでくれるか？」

「もちろんです、レド。愛してます」

　ままならない自国の状態にいちばん悩なやんでいるのは、レドワルドなのだろう。

　やわらかな毛皮を抱きしめながら、一緒に国を変えていきたいとあらためて強く思った。




　　　　＊




　移動の日程を含め、約三週間に亘わたるヴィンティン訪問が終わると、ハーデクでの日常が戻ってきた。

　相変わらず貴族たちの目は冷たいけれど、サーシャにはもう自分が彼らと同じ人間であるという意識が揺らぐことなく刻まれている。

　貴族の前でも堂々と振る舞えるようになった。発情についての蔑さげすんだような言葉を聞けばまだ胸が苦しくなるけれど、ヴィンティンで自由に振る舞っていたオメガたちを思い出し、毅き然ぜんと顔を上げた。

　今までのように下を向いて侮ぶ蔑べつを受け入れてはならない。

「あなた方がくしゃみをするのと同じ、生理現象ですから。恥ずかしいと思いません」

　と、にっこり笑って返すようにした。

　サーシャの態度に気を悪くした貴族の一人が収容施設に寄贈した教材のことを聞きつけ、独り言のふりをしながらわざと聞こえるように、オメガたちを悪しざまに罵ののしった。

「教材なんか貸し出したって、あいつらには知能などないくせに。あんな場所に詰め込まれて生活する知恵も技術もない奴ら、さっさと処分するべきだ。国費の無駄だ」

　それを聞いて、とても腹が立った。

　彼らだって、住みたくてあそこに住んでいるわけではない。自分たちでなんとかしようと思えたら、そう思えるだけの環境を整えてあげられたら、きっと自分の足で立ち上がれる。

　もっと目が届く場所で、オメガ差別から隔離されるようなところはないだろうか。広くて、安全な。

　悶もん々もんと、捨てられてしまったオメガの保護問題を考え続け────。

「あ、すみません」

　考えながら歩いていたら、うっかり貴族と肩が触れ合ってしまった。ぶつかるほどの勢いではなかったが、自分が不注意だった。

　謝罪すると、相手も軽く会え釈しやくをしてくれた。最近、貴族のパーティーでは目立たないようにしている男爵だった。

　彼ははっきり口には出さないものの、オメガを屋敷で大切にしていると聞いたことがある。

　何度も貴族たちと顔を合わせるうちに、肩身が狭そうな貴族たちの中には、オメガに愛情を傾けている人々もいることに気づいた。この男爵のような、それまでも家族同然にオメガを愛してきた人々である。そういう人もいるのだ。

　表立ってレドワルドとサーシャの支援をしてくれるところまではまだいかないものの、とても勇気づけられた。今後もっと世間的にオメガに対する差別感情が薄れれば、きっと頼もしい味方になってくれるに違いない。決して楽観視はしなくとも、明るい未来を展望するようにした。

　通り過ぎる男爵の後ろ姿を見送っていて、ふと閃ひらめいた。

　────あるじゃないか、いい場所が！　いちばん近くに！

　急いでレドワルドをつかまえて、頰ほおを紅こう潮ちようさせて話し出した。

「レド、相談があるんですけど」










　サーシャはキティと手をつなぎ、レドワルドとハジと共に、再びオメガの収容施設を訪れた。

　ハジは消極的な考えのオメガが集う収容施設は苦手らしく、

「なんでおれまで」

　とぶつぶつ言っていたが、こうしてサーシャが頼めばつき合ってくれるのが彼らしい。

　施設の役人はもと軍人らしく、レドワルドを見ると踵かかとを打ち鳴らして敬礼した。

「お待ちしておりました！」

　レドワルドは頷くと、他の面々を伴って中に入る。

　普段見ることのない獣人王の姿に、広間のオメガたちに緊張が広がった。

　無理もない。いくらレドワルドがオメガの味方と言っても、彼らの処遇はレドワルドの胸ひとつなのだから。

「こんにちは」

　サーシャは緊張を和らげようと、明るい声で挨拶をした。前回来たときにサーシャに食ってかかったオメガ女性は険しい表情で見ているが、サーシャはほほ笑みかけた。

　広間を見渡し、声を出した。

「みなさんには、この収容施設を出ていただきます」

　オメガたちの間に、さざ波のような戸惑いが広がった。一人の老オメガが、怖々サーシャに声をかける。

「それって、わたしたちは追い出されるってことですか……？」

　サーシャは慌てて首を横に振った。

「誤解させる言い方をしてしまってたらごめんなさい。別の場所に移っていただくということです」

「別の場所って……？」

「王宮の敷地内です」

　ざわ、とオメガたちが動揺して近くの人々と目を見交わしている。

　サーシャは安心させるように一人一人の目を見ながら、言葉を続けた。

「王宮には、現在使用していない大きな建物がいくつかと、広い敷地があります。そこに移っていただき、生活のための学問と仕事を身に付ける支援をしていきたいと考えています」

　サーシャがレドワルドに提案したのは、空いた後宮の屋敷を使う方法だった。

　後宮といっても、広い敷地に館が点在し、そこに貴族の令嬢が大勢の使用人を従えて暮らしていたところである。

　令嬢たちを家に帰してからは、特に使われることもなかった。そこを利用したいと考えたのだ。

「望む人には誰でも学問を。外で働けるよう、技術を身に付ける訓練も。もちろん与えられるばかりではなく、生活できるよう作物を育てたり料理を覚えたりの日常生活も指導します」

　普通の人間がしているように。

　ここにいるオメガたちは、もともと裕福な家で育ったなにもできない人間ばかりだ。サーシャのような。

　外へ放り出したらあっという間に行き詰まってしまう、思考することを奪われていた赤子同然の人たち。だから教育の場を設けよう。

「そんなこと……、あたしたちにできるわけ……」

「できます」

　自信なさそうにうつむいた女性に、サーシャは力強く声をかけた。

「ぼくもなにもできませんでした。でも学ぶ機会を与えられて、文字を読めるようになりました。今は子どもたちが勉強に使う教本や教材を作る仕事をさせてもらっています」

「仕事……？」

　信じられない、という目が集まった。サーシャの存在は品評会で有名だったから、ここにいるほとんどのオメガが知っている。

　デューゴー伯爵家の〝自慢の仔猫キトン〟。音楽には秀でていたけれど、誰よりも無知でか弱く、自我がない仔猫だった。

　背後に立っていたレドワルドが、サーシャの肩に手を置いて重い声を出した。

「私が支援する、なにも心配はいらない。誰でも人間らしい生活ができるよう、学問所と職業訓練所を作る。そして毎年数十名を選び、外国と国民を交換して遊学させることにする」

　えっ、とオメガたちに驚きが走った。

　それが、レドワルドとサーシャがやりたいと考えついたことだった。

　学問や職業訓練も大切だが、なによりも整えていかねばならないのは、貴族たちの差別意識より、むしろオメガたちの自己卑下の方なのだ。

　サーシャ自身、自分は人間だと言い聞かせていても、心のどこかに持っていた劣等感。

　それがヴィンティンの生活に触れることで、きれいに払拭された。

　この経験を、他のオメガたちにも。自分は人間だと、そう扱われてしかるべきだと自覚してほしい。

　そして互いに外国人を受け入れることで文化交流をして、いい部分を吸収していきたい。ハーデクには、どこよりも優れた鉄鋼技術がある。

　ヴィンティンの国主と会談したときにレドワルドが持ちかけ、国主も大いに乗り気になってくれたのだ。

　王の頼もしい言葉に、オメガたちの表情に希望が宿っていった。

　だが。

「でも……、若い人たちは希望があるけど、わたしのような老人は……」

　先ほどの老オメガが、悲しげに首をうなだれた。

　サーシャは老オメガの手を取り、やさしく尋ねた。

「品評会ではなにを発表されていらっしゃったんですか？　得意な分野は？」

「わたしは……、絵を」

「素晴らしいです！　ぼく、子ども向けの教本を作る仕事をしているんですけど、絵が下手で。ぼくの仕事を手伝っていただけたら助かります」

　あえて仕事と繰り返した。

　老オメガの瞳に涙が浮かぶ。こくこくと頷いて、「ありがとう」と指先に口づけられ、サーシャの方も泣きそうになった。

　母の陰に隠れていたオメガ少女が、おそるおそるか細い声を出す。

「おべんきょう……、あたしもできる？」

「もちろん！　あと、もしよかったらこの子のお友達になってくれたら嬉しいな。キティって言うんだけど、女の子のお友達がいなくて」

　サーシャは手をつないでいたキティを少女に紹介した。

　人見知りをしないキティはぱっと笑って、少女に手を伸ばす。

「あそぼ！」

　少女ははにかんだ笑みを浮かべ、キティの手を取った。

「キティちゃん、あっちにかわいいお人形があるの。見せてあげる」

　二人は早速手をつなぎ、広間の隅へ駆けていく。幼い子ども同士はすぐに明るい笑い声を上げながら遊び始めた。

「おれもサイラスとアレン連れてくりゃよかったな」

　ぶつぶつ言うハジの肩を抱いたサーシャが、みんなに向かってにっこり笑った。

「そしてこちらが教師の一人になる、ハジ先生です」

「ええっ!?」

　目を丸くしたハジがサーシャを振り向いた。

「なんだよそれ、聞いてねえぞ！」

　サーシャは手を合わせて、お願いとハジを見つめた。サーシャの瞳に、ハジは「ウッ……」と声を詰まらせる。

「ハジも手伝ってくれるでしょう？　オメガのこといつも気にしてるし」

「そりゃ……、でもおれ、人に教えられることなんかなんもねえぞ？」

「そんなことない。ハジは色々知ってるし、勉強って言語や数字だけじゃないと思う。自然の中でどう生きるかとか、ハーデクにはない自由なものの考え方とか……、あ、ほら、庭の扉の鍵開けるみたいな、そういうのとか」

「こ、こらっ！」

　ハジは慌ててサーシャの口を手で覆う。

「鍵？」

　レドワルドが不思議そうな声を出し、ハジはぶるぶると首を横に振った。

「なんでもっ！　いや、なんでもねえから！　わかったよ、やるって！　だからこの話はもうおしまいな？」

　過去にハジが王家の庭の扉の鍵を開けて忍びこんだことがある。レドワルドには内緒だったことを忘れてうっかり言ってしまったが、ハジは「おねだり上手な仔猫ちゃんだよ……」とため息をついた。

　なんだかんだ言って、ハジは弟のような気持ちでいるサーシャに弱いのである。

　広間のオメガたちは、不安と好奇心と期待が混じった目をレドワルドに向けている。レドワルドが力強く頷くと、彼らの表情は格段に明るくなった。

　サーシャが言葉を尽くすより、王という絶対の存在がいるだけで人々は安心する。王とはそうでなければならないのだ。

　そして彼は生まれながらにして王なのだと、サーシャはあらためてレドワルドを惚れ惚れと見つめた。










　オメガの収容施設を出る頃には、キティは少女とすっかり仲よくなっていて、引き離そうとすると泣いてしまって大変なほどだった。キティにしてみれば姉ができたようだったのだろう。近いうちにまた来るからと約束して、やっと納得させた。

　城へ帰る途中、城からの伝令に馬車を止められた。

「陛下、城に客人が……！」

「客人？」

　聞いていない、とレドワルドは眉を寄せる。

　予定外の客だから、レドワルドが城に着く前に伝令を寄こしたのだろう。しかしわざわざ知らせに来るということは、そうそう待たせられる身分の訪問者ではないということだ。

　だが本来なら、訪問前に約束を取りつけるのが礼儀である。

「いったい誰だ」

　レドワルドが尋ねると、伝令はちらりと馬車の中のサーシャに目をやった。

「それが……、アレクサンドルさまにお会いしたいと、アルハラ・カンから使者が……」

　突然自分の名が出て、サーシャは目を丸くした。

「ぼくに……？」

　アルハラ・カンといえば、北方の大国である。領土の大部分を氷に覆われた北の国は独自の高度な文明を有しており、技術の劣る諸外国にはあまり興味を示さず、ハーデクでも過去に何度か交流を申し込んだが、そちらから得るものはないと無下にされてきた。

　かつては侵略と略奪を繰り返して領土を広げてきた歴史があり、いまだに強大な武力を持っていて、もっとも敵対してはならぬ国と認識されている。

　そんな国の使者が、いったいなぜ自分に？

　不安になってレドワルドを見ると、やはり厳しい顔つきをしていた。

「とにかく会ってみよう。すぐに戻ると伝えておけ。ネイサンに、歓迎の宴の準備を急いでさせるように」

　伝令は城に取って返し、馬車は速度を上げた。

　揺れる馬車の中で、サーシャはそっとレドワルドに身を寄せる。レドワルドは安心させるようにサーシャの肩を抱いた。

「ぼく……、知らないうちになにかしたんでしょうか？」

「身に覚えのないことで気に病む必要はない。なにがあっても私がいる。心配するな」

　体温を感じるとホッとした。

　なにがあってもこの人は自分の味方でいてくれるという無条件の信頼が心地いい。顔を見上げて、顎あごの下にちょんとキスをした。体の大きさが違いすぎて、キティを抱いて伸び上がれない状態では顎までしか届かない。

　レドワルドは笑いながら顔を傾け、合わさった唇から安心できる温ぬくもりが流れ込んだ。










　カツン！　と大理石の広間に使者の靴音が響いた。

　アルハラ・カンからの使者の一団は、サーシャが想像していたよりもずっと大人数で、総勢百名を下らない集団だった。軍人とわかる者が大多数で、一歩間違えれば武力紛争に発展しそうな危険な雰囲気を孕はらんでいる。

　武力をチラつかせてなにかの脅しをかけようというのだろうかと、サーシャは内心気が気でない。

　一団の内、代表の六名と広間で謁見することになった。ハーデク側はレドワルドとサーシャ、そして内政を取り仕切る臣下と急きゆう遽きよ呼ばれた将軍である。

　アルハラ・カンの方は三十歳から六十歳ほどの、ひと目で貴族階級とわかる衣服を纏まとった人々で、みなサーシャと同じようなプラチナブロンドを持ち、凍った湖のような灰色がかった薄青色の瞳をしていた。

　決まりきった挨あい拶さつを交わしたあと、一番若い、長い髪を後ろでひとつに編んだ恐ろしいほど美しい青年が、レドワルドとサーシャの前に進み出た。

　そしてサーシャの目の前で膝ひざをつき、深々と頭を下げる。背後の五人も、同じようにうやうやしく拝礼した。

　サーシャもレドワルドも、驚いて目を見開く。

「あの……？」

　青年は顔を上げると、感激に潤んだ瞳でサーシャを見た。

「カールフェルトと申します。お迎えに上がりました、我らが神子さま」

　広間中の視線がサーシャに集まる。サーシャの心臓がどきんと音を立てた。

「神子……？」

「さようでございます。あなたさまこそは、アルハラ・カンの神聖なる神子。母はは神み子こさまの腹に宿っている間に母神子さまごと攫さらわれ、行方知れずとなっておりました。長い間捜したのでございます。やっとあなたさまをアルハラ・カンへ連れ帰ることが叶います」

　レドワルドが低い声を出した。

「サーシャは私の妻だ。連れ去ることは許さん」

　突然聞かされたサーシャの出自よりも、サーシャが連れ去られることに反応したレドワルドに、こんなときなのに胸が熱くなった。

　レドワルドに向けられた使者の瞳が、す、と冷たくなる。

　臣下が動揺し、

「と、とにかくお立ちいただいて……、もっと詳しいお話を……」

　と使者たちを立ち上がらせる。

　カールフェルトは獣人に臆することなく、真っ向からレドワルドを見据えた。

「我らが神子を保護していただいたことは感謝する。望むだけの礼をしよう。神子さまと、神子さまのお子は我らに返していただく」

「断る」

　短いが、断固として聞き入れぬという意志を感じさせる声音だった。

　睨にらみ合う二人に、サーシャが戸惑って声をかける。

「ま、待ってください……、急にそんなこと言われても……。ぼくがアルハラ・カンの人間だと、どうしてわかるんですか？　ずっとこの国で暮らしているのに」

　カールフェルトはサーシャに視線を移すと、騎士然として胸に拳こぶしを当てた。

「アルハラ・カンではオメガが王位継承権を持ち、国王は代々オメガと決まっております。それ以外の王家の血筋のオメガは、神子として神殿に仕えることになります。男女問わず子を宿せるオメガこそ神秘的な存在、神に愛されるものと、我が国では信じられております」

　その考え方に驚いた。

　オメガが差別されることはあっても、より優位な存在とする文化は聞いたことがない。

「現国王の妹君であるフェドーシャさまは、二十年前に他国を訪問中、何者かによって誘拐されました。フェドーシャさまは当時、お子を身み籠ごもっておいででした」

　フェドーシャ────ヴィンティンの海辺で、見知らぬ老女にその名で人違いをされたことを思い出した。ではあの老女は、サーシャの母と間違えた？　そんなに似ているのだろうか。

「オメガ売買の商人に攫われたのです。フェドーシャさまはロイヤルキトンであったゆえ、通常ではあり得ない値で売買に出されました。だから捜索中の我らの耳にも入ったのです。フェドーシャさまが他国の薄汚い金持ちに買われる前に救い出せたのは幸いでした」

　カールフェルトは苦々しげな顔で続ける。

「しかしそのときには、すでにフェドーシャさまのお子はどこかに売られたあとでした。もちろん商人を尋問にかけ、方々手を尽くしましたが、結局見つけ出せず……。ところが先日、フェドーシャさまの侍女であった女が、国外であなたさまを発見したと。急ぎ調査し、ハーデクの王族と判明したので、こちらに参上した次第でございます」

「……でも、その赤子がぼくという証拠はありません」

　女性に同情はするが、似ているというだけで決めつけられても困る。生まれてもいなかった赤子を、アルハラ・カンの人間が特定などできるはずがない。

「我が国の王族には特徴がございます。ひとつ、ロイヤルキトンであること」

　ドキッとした。

　ロイヤルキトンは極めて数が少なく、そうそう存在しているものではない。

「ひとつ、クローバーの形のオメガ斑はんを持つこと」

「あ……っ」

　海辺で、老女がキティの尻を見て驚いていた。あれはクローバーのオメガ斑を見たからだったのか。

　では本当に自分はアルハラ・カンの……？

　だがオメガ斑ならすべてのオメガについている。クローバーの形のオメガ斑が、他のロイヤルキトンについていないという確証はない。ロイヤルキトンは特殊な存在だから、すべてのロイヤルキトンにクローバーがついている可能性もないわけではないのだ。

　懐疑的なまなざしのサーシャに、カールフェルトは念押しのように言った。

「そして最後に、侍女が聞いた、あなたさまが歌われていたという子守り歌。その子守り歌は、音楽の才に長たけていたフェドーシャさまご自身が、生まれてくる赤子のために作ったもの。他で聞くことはできません」

　すっ、と耳の奥に子守り歌の旋律がよみがえった。

「赤子を奪われる直前まで歌い聞かせていたと、フェドーシャさまはおっしゃっていました。当時のあなたさまは、一歳と数カ月だったそうです。正直、覚えておられたのは奇跡的と申せましょうが、これも運命かと」

　かすかな記憶に残る、やわらかくやさしい歌声。

　あれは母の声だった。

「……かあさま？」

　つうっと、サーシャの頰ほおに涙が走った。急速に眠っていた記憶が頭の中を巡る。

　甘い香りと、やわらかな感触。青い瞳を覗のぞくと、自分はいつも安心していた。その人が大好きだった。

　その人はやさしい声で歌を歌って、サーシャにこう囁ささやきかけるのだ。

「クリステアンという名に聞き覚えは？」

　────愛してるわ、クリステアン。

「あ……！」

　クリステアン。

　そうだ。伯爵家に引き取られる前、自分はクリスと呼ばれていた。オメガの仔猫キトンを集めた商人の家で。

　伯爵夫人にアレクサンドルという名をつけられ、もとの名は忘れてしまっていた。でも確かに記憶にある、その名前。

「あります……」

　自分の足もとがしっかりと固まっていくような、不思議な心地がした。自分にも父と母がいる。血縁がいる。二十年も経っていても、こうして捜し出してくれた。

　震えるほどの感動だった。今までが不幸だったとは決して思わないけれど、自分の出自が知れるという幸福感は計り知れない。

「お会いしたくはありませんか、母君に」

「あ、会いたいです……！」

　勢い込んで返事をした。

　生きているのなら、ひと目だけでも。なにがしたいとか、なにを話したいとか、そんなことはなにも思いつかない。ただただ会いたい。

「ではお子さまを連れてアルハラ・カンにお戻りいただくこと、ご承知いただけますね」

「それは……」

「許さん！」

　それまで静観していたレドワルドが、獣のような声で吠ほえた。サーシャをきつく抱き寄せ、使者を睨みつける。

　カールフェルトは傲ごう然ぜんと顎を上げた。

「邪魔立てするなら、武力行使もやむを得ません」

「たとえこの城をそなたらの血に染めようと、私の妻を手放す気はない」

　カールフェルトは蔑さげずむような笑みをレドワルドに送った。

「調べさせていただいたが、この国のオメガの扱いは酷いものですね。こんなところに高貴なる神子が捕らわれていたと思うと、この城を血に染めたいのは我らの方です」

　好戦的な北方の民は、すでに腰の剣に手をかけている。

「待ってください！　ぼくはハーデクを出たいなんて思っていません！」

　カールフェルトは悲痛な表情で頭を振った。

「お可哀想に……。あなたさまは洗脳されているのです。ロイヤルキトンしか獣人の子を産めないから、言いくるめられているのですよ。ハーデク王にしても、大事なのはロイヤルキトンであってあなたではありません。獣人の子は、他のロイヤルキトンに産ませればいい。アルハラ・カンでなら、なに不自由ない暮らしをお約束できます。みなあなたさまに跪ひざまずき、誰にも蔑まれることなどございません。ご家族と暮らしたくはありませんか？」

　本当の両親がいるのなら会ってみたい。悲しい思いをさせた母を労わりたい。

　祖父も祖母も、もしかしたら兄妹もいるかもしれない。ハーデクよりずっとオメガにやさしい国でなら、きっとキティも安心して育てられる。でも……。

　震えるサーシャの瞳を、レドワルドは真剣な表情で覗き込んだ。

「おまえはどうしたい」

　手放さぬと言いながら、サーシャの気持ちを聞いてくれる。

　いつでもサーシャの気持ちを優先して、自分を押し殺してくれる。離したくないと瞳で、腕の力で言いながら、それでも。

　こみ上げてくる愛いとしさに、迷いなどなかった。

「……っ、レドが好きです！　あなたを愛しています！　ぼくの家族は、レドとキティです。ごめんなさい、アルハラ・カンには行けません！　ごめんなさい！」

　力強く抱き合い、自分からレドワルドに唇を押しつけた。

　サーシャの気持ちをいちばんに考えてくれるこの人を愛している。他の誰を悲しませても側にいたい。

「妻もこう言っている。お引き取り願おう」

　サーシャを守るように懐に抱き込み、使者たちに鋭い目を向けた。

　カールフェルトは剣吞な空気を放ち、威い嚇かくするように剣をかちゃりと鳴らした。

「王としてそのご決断は過ちではあるまいか。戦争になりますよ。大人しく神子を返すならよし、そうでなければ……」

　王として。

　その言葉にハッとした。レドワルドは個人ではない。彼の感情で決めてはならないこともある。

「陛下……、ここは使者さまの言う通りになさった方が……」

　大国の機嫌を損ねるのはまずいと思った臣下が、腰を低くしてレドワルドに囁く。隣にいる将軍も、自分たちが劣っていると思われるのは業ごう腹はらながら、しぶしぶ頷いている。

「ハーデクはオメガには生き辛づらい国ですし、アレクサンドルさまとカトリーナさまもアルハラ・カンに行かれた方が幸せです。アルハラ・カンに恩を売っておいて悪いことはございません。あなたさまは王なのですぞ。国のことをいちばんにお考えくださいませ」

　自分たちの気持ちを抜きにすれば、アルハラ・カンに戻って悪いことはなにもない。むしろ、キティはなんの不安もなく育てられるし、ハーデクはアルハラ・カンから、おそらく驚くほどの謝礼を受け取れる。

　もしかしたらサーシャを返すのと引き換えに、ずっと交易を拒まれていたアルハラ・カンとの国交を開く約束を取りつけられるかも知れないのだ。

「レド……。ぼくは……、アルハラ・カンに行った方がいいんでしょうか……」

「陛下、あなたさまはこの国の王なのですぞ。一人のために、国を滅ぼすおつもりですか。どうぞご決断を」

　使者たちはレドワルドが承諾するのを待っている。臣下の進言の方が正しいことは、誰の目にも明らかだ。

　しばしの沈黙が流れた。

　レドワルドが使者から視線を逸そらし、サーシャと見つめ合った。瞳が揺れている。

「私は、王か……」

　ゆっくりとサーシャから手を離す。そしてぽつりと呟いた。

「すまない」
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　ざわっ、と大広間の空気が揺れた。大広間に入ってきたアルハラ・カンの使者たちのきらびやかな服装を見て、貴族たちは色めき立っている。

「見て、あの布。見たことのない織り方だわ」

「あの宝石だって、北方でしか採れない貴石ですわよ。しかもあの大きさ！　さすがに大国は違いますわね」

　特に女性たちは、神こう々ごうしいほど美しいカールフェルトに見惚れている。男性は少しでもアルハラ・カンに顔を売ろうと、そわそわと自分の衣服を気にし出した。これみよがしに娘たちを連れて、あわよくば使者の目に留まらぬかと豪華に着飾らせている。

　みな彼らに話しかけようと機を窺うかがっているが、恐れ多くて近づけぬといった雰囲気である。

　カールフェルトが代表して、挨拶をした。

「今こ宵よいはわたくしどものためにこのような歓迎をいただき、感謝します」

　アルハラ・カンからの使者を歓迎するために、急遽貴族たちを集めてパーティーが催されているのだ。

　伝令から使者の到着を告げられたときに歓迎の準備をネイサンに命じておき、有能な側仕えはすぐに貴族たちを招集し、素早く会場を整えた。

　アルハラ・カンの使者に会えるということで、どの貴族たちも大急ぎで着飾って城に足を運んだのである。今日はレドワルドとサーシャより、貴族の目は使者たちに向いていた。

　だが使者たちの希望により、アルハラ・カンの服を身に着けたサーシャには、相変わらず冷たい視線がちらちらと送られる。アルハラ・カンに媚びている、もしくは大国の威を借りようというのかという、侮ぶ蔑べつの視線だ。

　普段は王妃として敬うこともないのに、ハーデクの王妃のくせに情けないと、そんなときばかり王妃としての矜きよう持じを求める図々しい空気が流れている。

　レドワルドがサーシャの肩を抱きながら、広間に響く声を出した。

「この場を借りて、みなに伝えておきたいことがある」

　貴族たちの視線が、レドワルドとサーシャに集まる。

「ここにいるサーシャ……、アレクサンドルが、アルハラ・カンの出身であることが判明した。この度は、アレクサンドルに帰国を促うながすべく、使者が迎えに来たというわけだ」

　貴族たちは、得心したというように頷いた。

　口さがない女性たちは、早さつ速そく扇で口もとを隠しながら、こそこそと囁き始めた。

「そういえば北方らしい色合いですものね。ハーデクの人間とは毛色が違うから、どこの出身かと思っておりましたら……。では、今宵は歓迎というより、王妃さまの送別の宴うたげというわけですわね。だからあちらの衣服を着てらっしゃったんだわ」

「よかったではありませんか。自国の方が、オメガでも気兼ねなく暮らせるでしょう。やはり賤いやしい奴隷が王妃など、王家の恥というもの。レドワルド王の後妻にはふさわしい家柄の令嬢を……」

　これみよがしにサーシャを貶おとしめる囁きを切り裂くように、カールフェルトの声が飛んだ。

「無礼者どもが！」

　驚いた貴族たちが、口を噤つぐんでカールフェルトを注視する。

　使者たちが、守護するようにずらりとサーシャの背後に並んだ。カールフェルトが一歩前に進み出た。

「こちらにおわすアレクサンドル妃は、アルハラ・カン王の甥であられるぞ！　本来なら神殿の奥深くに奉たてまつられる神聖な神子さまである。控えよ！」

　広間に衝撃が走る。

「我が国ではオメガは神聖なる存在。王家の血筋を色濃く継ぐロイヤルキトンなれば、王位継承権も持つご身分である。アレクサンドル妃を軽んじることは、そのままアルハラ・カンへの侮辱と心得よ」

　貴族たちが色を失ってサーシャを見た。サーシャ同様、彼らもまたアルハラ・カンにおいてオメガが優位であると知らなかったのである。

　いたたまれない気持ちになったが、あえて無表情を貫いた。

　カールフェルトがゆっくりとサーシャを振り向き、

「本来なら力ずくでも連れ帰るところではあるが……」

　そしてレドワルドに尊敬を含んだ視線を移した。

「レドワルド王になら、アレクサンドルさまをお任せしてもよいと判断した」

　サーシャは使者たちと謁えつ見けんしたときのことを、鮮明に脳裏に描き出した。




　アルハラ・カンの使者たちがサーシャとキティの返還を要求し、臣下も将軍も、王たる者は国のことをいちばんに考えるべしとレドワルドに進言したときである。

　レドワルドはサーシャを見つめたあと、きつく抱きしめた。王であるならば、国のためにサーシャを引き渡すことが賢明である。それはサーシャにもわかっている。だから、そういう意味での謝罪の抱ほう擁ようなのだと納得した。

　だが、レドワルドの口から出たのは全然別の言葉だった。

「利用しているだけだと思われようが、私はサーシャがロイヤルキトンだから欲しいわけではない。王であることが問題なら、王位はウィラードに譲って私は王という立場を捨てる」

　臣下と将軍は「えっ！」と声を上げて驚き、使者たちも瞠どう目もくした。サーシャもレドワルドの腕の中で驚いて、思わず顔を見上げた。

　レドワルドは使者たちを睨み据え、低い唸うなりを上げる。

「サーシャとキティのためになら、王でないただの男になったとしても、誰の後ろ盾だてもなく一人で百万の軍勢と対峙することになったとしても、サーシャが私を選んでくれる限り、私は愛しい妻子を守る。王位は別の人間でも継げるが、サーシャの夫は私だけだ！」

　使者たちの視線を撥はね返す眼光で言い切るレドワルドに、心の奥底から尊敬と愛情が溢れてきた。

　感動でぶるっと身を震わせた。

「レド……！」

　嬉しい。

　この人が夫でよかった。どんな安あん寧ねいな暮らしと引き換えにしても、離れたくない。

「愛してます……！」

　きつくレドワルドにしがみついたサーシャを、息も苦しいほどの力で抱き返す。

　固く抱擁を交わす二人を呆然と見ていた使者たちが、やがて視線を交わし合って頷いた。

「レドワルド陛下、クリステアンさま……、いえ、アレクサンドル妃」

　カールフェルトが二人の前に跪ひざまずく。

「お二人の強い愛情、しかと見届けました。フェドーシャさまにも、安心してご報告できます。どうぞ、お二人末永くお幸せにお暮らしくださいませ」

　え、とハーデク側の人間はみなカールフェルトを見た。

　カールフェルトはそれまでの居い丈たけ高だかな態度とは打って変わり、慇いん懃ぎんに頭を下げ、静かな口調で話しだした。

「クリステアンさまが少しでも不幸でいらっしゃったら、強引にでもアルハラ・カンに連れて帰るつもりでした。ですが、愛する人と幸せに暮らしているならそのままでいて欲しいと、フェドーシャさまからのご希望です」

「かあさまが……？」

　覚えていない母の顔が、ほほ笑んでいる気がした。

「わたくしの目から見ても、お二人の想いは深く、レドワルド王はあなたさまを託すにふさわしいお方。これまでの非礼、また試すような真似をしたこと、平にご容よう赦しやくださいませ」

「……試験には合格したということか」

　レドワルドが呟くと、カールフェルトはさらに深く頭を下げた。

「お怒りが治まらぬのでしたら、わたくしの命で償つぐなわせていただきとうございます。どうか、アルハラ・カンへのお怒りはお収めくださいますよう」

　王を試すという無礼は、本来なら打ち首ものである。

　だが命を賭としてサーシャの幸せを確認しようとしたカールフェルトを、レドワルドが罰するはずもない。

「そんなことで命を奪うほど横暴な人間なら、サーシャの夫にふさわしくはあるまい」

「寛大なお心に感謝いたします。聞けば、獣人王は神の子孫とのこと。神の花嫁とも呼ばれる神子さまは、ご伴侶として最適と存じます」

　神の子孫と、神の花嫁。

　たしかに似合いかもしれないと、やっとサーシャもほっとする気になった。

「レドワルド王、お願いがあるのですが」

　使者の中でも一番年かさで威厳を漂わせた男が進み出た。

「この国でオメガがどのように扱われているのか、事前に調べさせていただきました。クリステアンさまのお立場も。特に貴族の間では、クリステアンさまのご出生が知れぬことで大層蔑さげずまれているなど、我らにとって許しがたい事態。どうぞ、クリステアンさまのご出生を明らかにする機会をくださいませ」

　貴族たちに、サーシャがアルハラ・カンの王族であると訴えたいのだろう。

　サーシャは大いに戸惑った。

「ぼくは、王族であったということを振りかざしたくありません。努力して認められたいと思っています」

「お気持ちはご立派です。ですが、ご本人の資質とは無関係の部分でいつまでも足を引っ張られては、この国のオメガ差別撤廃が遅れます。この国のために、子や孫の未来のために、どうぞ不要な矜持はお捨てくださいませ」

　使者の言葉が胸に刺さった。

　自分のこだわりで足を引っ張ってどうする。使えるものはなんでも使う、そのくらいの気持ちがないと、道は切り開けない。

　レドワルドがサーシャの肩をやさしく抱いた。

「王族であろうがなかろうが、おまえは私の大事な妻に変わりはない。だが使者どのの言う通りだ。自分の出生をひけらかさずとも、誇りに思え」

　レドワルドの言葉に胸が温かくなり、サーシャもやっと頷いた。

「ありがとうございます」




　かくて、サーシャが王族であることを発表することにしたのである。

　身分という大義名分でサーシャを軽んじていた貴族たちは、これでなにも言うことができなくなった。

　カールフェルトは畳みかけるように、言葉を継ぐ。

「今後はハーデクとの交易協定を結ぶ約束をした。もともとオメガは黒豹の神の伴侶として崇あがめられていたと聞く。この国のオメガの地位回復のために、アルハラ・カンも尽じん力りよくする所存である」

　貴族たちは気まずそうに目を見交わし、自分たちのこれまでの行いでなにか罰を受けるのではと途端に怯おびえた空気を醸かもし出している。

　レドワルドはその空気を払ふつ拭しよくするように、全員を見渡した。

「ここにいる貴族たちにも、これまでの意識を改め、協力してもらいたい。この国の発展のために、あなたがたの協力が必要だ」

　言外にこれまでのことは不問に付すと伝えられ、貴族たちは明らかに緊張を弛ゆるめた。

　歓談が始まってもアルハラ・カンやレドワルドたちに、貴族たちは一定の距離を保ちながら様子を窺うかがっていたが、やがて数人の貴族がサーシャたちの方に近づいてきた。

　オメガを大事にしながら、これまでは表立って口に出せなかった人々である。

　一人が思いきったように、サーシャに話しかけた。

「アレクサンドルさま……、これまでなかなかご協力を申し出せずに失礼いたしました。それで、その……、先日、私の屋敷で可愛いオメガの子が産まれたんです。お時間があるときに、顔を見に来てやってもらえませんか」

　サーシャの顔が、ぱあっと明るくなった。

「喜んで！」

　次々に、私の屋敷にも来てほしい、自分もオメガの手助けをしたいと申し出る人間に囲まれた。

　嬉しくて、一人一人の手を取って礼を言う。

　この国のオメガの未来は明るい。

　そう、素直に信じられた。




　　　　＊




　キティを寝かしつけてから、レドワルドと二人で王家専用の庭に出た。

　夜空に満月が輝き、庭を明るく照らし出している。直視するとまぶしいほどだ。手をつないで並んで歩くだけの夜の散歩が気持ちいい。

「アルハラ・カンの使者たちはああ言ったけど、ぼくはオメガを特別神聖なものとして扱ってほしくないです。普通の人間だから」

　レドワルドは笑って、握ったサーシャの手を揺らした。

「だれでも普通の人間だ。黒豹の形なりをしている私も」

「ですね」

　二人で笑い合う。

　噴水の側まで来ると、月を見上げ、ほうっと息をついた。

「この月は、アルハラ・カンで見えているのと同じなんですね」

　母もこの月を見上げている。

　そう思うと、はるか遠く離れているのに母と繫がっているような、不思議な気持ちがした。

「いずれ、母を訪ねてアルハラ・カンへ行くといい。私も時間を作って一緒に挨あい拶さつに行きたいものだ」

　母は外国で攫さらわれて売られた恐怖から、国外へ出ることが困難だという。サーシャを取り戻したいだろうに、幸せでいるならそのままでいて欲しいという愛情に、同じく子を持つ身として心打たれた。

「ええ、キティも一緒に」

　孫の顔を見せてあげたい。もちろん、頼れる夫も紹介したい。きっと話だけよりもっと安心してもらえる。

「氷の国か……。美しいのだろうな。ここよりも月が大きく見えると、使者たちが言っていた。特に神殿から眺める月は素晴らしいそうだ」

「そうなんですね、見てみたいです」

　まだ見ぬ祖国を思い浮かべ、氷の大地を想像した。美しい神殿が建っていて、月の光に照らされているのだろう。

「そういえばアルハラ・カンでは、神子は神殿の月明かりの中で神役の男と交わるのだと言っていたぞ。満月の夜の聖なる儀式だとか。もちろん、神役の男は神子であるオメガが決めるそうだが」

「寒くないんでしょうか」

　アルハラ・カンにも春や夏はあるのだろうが、つい氷に囲まれている神殿を想像してしまう。それに満月の夜は、冬にもあるだろうから。

「それが、大きなたき火を焚たいて、羽がついた大きな道具で風を送り、温かい空気を作れるようになっているから大丈夫だそうだ。面白い道具があるものだ。文化の進んだアルハラ・カンには、他にもいろいろなものがあるだろう。交流が楽しみだ」

　自国にもたくさんの技術を取り入れたいと、王としての横顔を覗のぞかせるレドワルドを頼もしく思った。

　そっと身をすり寄せ、背伸びをして口づけをねだる。身長差がありすぎるレドワルドには、サーシャがつま先立ちをしても唇に届かない。

　レドワルドは屈かがみこんで、やさしく唇を重ねた。

「ちょうど満月だ。神聖なる神子どのは、神の子孫である黒豹と交わってくれるか？」

　自分がもしアルハラ・カンにいたら、そういう儀式をしていたのだ。

　そして、自分が儀式の相手に選ぶとしたら……。

「あなたが神なら、喜んで伴侶の神子になります」

　見つめ合ったあと、熱く抱ほう擁ようと口づけを交わした。

　口づけながら、レドワルドの手がゆっくりとサーシャの背を撫で下ろす。大きな手に尻を揉まれると、甘いため息が漏れた。

「気持ちいい……」

　直接的な快感とは違うものの、温かい手に体を揉まれるのは心地いい。

「おまえのやわらかい部分を揉むのは、私も気持ちがいい」

　自分には女性と違って大きな胸はないけれど、尻ならばささやかながら肉がついている。自分の体でレドワルドを悦ばせられるなら、いくらでも触って欲しい。

　レドワルドが唇を頰、耳、首筋へと移動しながら、サーシャのシャツのボタンを外していく。小さな胸むね芽めが空気に晒されたとき、急速に羞恥が募って思わずシャツの前をかき合わせた。

「ご、ごめんなさい、やっぱり……」

　いくら誰も入ってこない庭で人目がないとはいえ、こんなに開けた場所で行為に及ぶのはやっぱり恥ずかしい。

　サーシャの恥ずかしがる姿がレドワルドの男を刺激したらしい。

　色悪的な笑みを浮かべながら、

「発情期で大胆になっているおまえにも燃えるが、恥じらう姿はひどくそそられる。自分で脱いでみろ」

　命じられ、胸がきゅんとした。たくましい夫に従いたい欲求のある自分は、命令口調で言われると感じてしまう。レドワルドもきっと気づいている。

　いつもはレドワルドに脱がせてもらうシャツに手をかけた。かすかに震える指で、ひとつひとつボタンを外していく。レドワルドが自分を見つめる視線が、ちりちりと肌を焼いていく心地がした。

（見られてる……）

　下着の中で、じゅん、と後こう蕾らいが熱を持つ。

　シャツの合わせ目を開いて肩から落とすときは、羞恥から思わず顔を横向けてしまった。

　月光に輝くサーシャの白い肌を見て、レドワルドが

「ほう……」

　と感嘆の息をついた。

「実に美しい。陶磁器の人形のようだ」

　上半身を晒したサーシャの体の線は滑らかに細く、抱き壊したい衝動を男に抱かせる。レドワルドの手が伸びてきて、小さな胸の突起を指先で下からすくい上げられた。

「あっ……」

　思わず身を竦すくませるが、体をよじっても指はついてきて、親指とで挟まれてくりくりと育てられる。

「あん……、ん、ああ……、や、ん……」

「ここも……、色が淡くてまるで真珠だ。知っているか？　ここが珊さん瑚ご色に染まったときのおまえの淫らな美しさは、格別だ」

　全体的に色素の薄いサーシャは、乳首も陰部もほとんど色がない。弄いじられたり発情したりして初めて、血を通わせたような色を宿す。

　その様は、見るものに強烈な欲情を抱かせずにいない。白い肌に赤い痕をいくつも散らし、征服したいと熱望させる。

「ほら、美しく染まった」

　指が離れると、弄り回された片側だけが扇せん情じよう的てきに色づいている。

　レドワルドはまぶしいように目を細めると、

「私の神子……」

　サーシャの背を抱き寄せ、珊瑚色の乳首を唇で覆った。

　ざらりと胸むな粒つぶを舐められ、弓なりに背が反った。ときおり軽く牙が当たると、嬌きよう声せいを上げて身を震わせる。

「ああっ、レド、レド……！　脱がせて……！」

　誘ゆう惑わく香こうの甘い香りが漂い、すでにズボンの中で反り返った雄が窮きゆう屈くつで解放を望んでいる。レドワルドはのどを鳴らしながら、サーシャから手を離した。

　長い舌で口の周りをぐるりと舐める様子に、彼の興奮を感じる。濡れた乳首が月光に妖しく輝いていた。

「脱げ」

　短い命令に、どきどきしながらズボンの前立てを外し、片かた脚あしずつ脱いでいく。くるぶしまでしかない短靴は、一緒に脱げてしまった。

　サーシャの下着は、陰部を白いレース状の布で覆い、紐で側面を留める形をしている。その布が盛り上がっているのが恥ずかしかった。

　発情期と違って、自らの手で裸になるという行為がひどく卑ひ猥わいに思える。

「どうした」

　頰を染めるサーシャを楽しんでいるのが、口調からわかる。

　意地悪、と思うけれど、そうされるのが嫌いじゃないから、つい従ってしまう。

「あまり見ないでください……」

　か細い声と、どうしてもためらってしまってなかなか紐を解ほどけないでいる様子は、サーシャの意図ではないのに、もったいぶっているようにも見えて余計男心をくすぐるらしい。

「野獣のように襲いかかって牙で切り裂いて欲しいか？」

　想像するだけで、頰が火照ってしまう。

　野生の獣さながら衣服を喰いちぎられ、猛たけった雄をねじ込まれても、自分はレドワルドになら感じてしまうから。

　でも。

「やさしくしてください……」

　言いながら、ようやく紐を解いた。面積の小さな薄い布がはらりと地面に落ち、後こう孔こうの当たっていた部分の布が蜜液で濡れて、きらりと光ったのが卑猥だった。

　レドワルドは陶とう然ぜんとサーシャの体を見つめた。

「神に愛でられる神子だけのことはある。こんなにも月光が似合う」

「ぼくの神さまはあなたです……」

　あなたも脱いで、と手を伸ばすと、レドワルドは素早く衣服を脱ぎ落とした。あまりに勇猛な野生の美しさに息を吞む。

　月の光を弾く、神々しい黒。全裸なのに、それが自然で美しい。レドワルドの祖先だというオメガも、黒豹の神の姿を見てこんな感動を得たに違いない。

　レドワルドはうっとりと見み惚とれるサーシャを軽々と抱き上げ、噴水の縁ふちに座らせた。そして下からサーシャの膝を持ち上げ、大胆に脚を開かせる。

「あ……っ！」

　体勢的に、思わず後ろに手をついた。噴水の縁にかけ、局部を大きく露出させられる恥ずかしい格好だ。

「レド、こんな……」

　慌てて脚を閉じようとするが、両膝に手をかけて開いたまま固定されて叶わなかった。上半身が後こう傾けいしているので、後蕾まで丸見えである。

「おまえの淡い花びらが花蜜を零こぼしている」

　サーシャの開いた脚の間に膝をついたレドワルドが、花はな襞ひだを舐め上げる。

「ああっ」

「甘い。おまえの蜜は極上だ」

「ひうっ……、ああ……」

　舌をねじ込んで体の内側まで味わわれ、指で広げられて淫肉が真っ赤に熟していく。こんな場所で、こんな体勢で、蜜孔をくじられて快楽の声を上げている。

　月の光がいっそうまぶしくなった気がした途端、これは神の子を宿す儀式なのだと突然に思った。

　月の力を借りて、神の子を宿す。

　今こ宵よい種を受ければ必ず子を孕はらむと、オメガの本能で悟った。

「来て、レド……！　種をちょうだい……！」

　浮かせた腰を揺らしてねだる姿に、レドワルドも咆ほう哮こうを上げて体を覆い被せた。腕の中で反転させ、サーシャを後ろ向きにして手をつかせると、噴水の縁の高さで身長差が埋まる。

　ずぶぶ……、と襞をくぐってきた男根に粘膜が吸いついた。　>>>♥

「ひあぅ……っ！」

　男根がサーシャの体の浅い部分を行き来すると、体位的に前壁のしこりががりがりと削られる。やわらかな棘のブラシで撫でられているも同然の刺激に、白い腿ももをぶるぶると震わせた。

「レド……、きもちいい……、すき……っ」

　無意識に揺れるサーシャの尻に合わせて抽ちゆう挿そうされる雄は、徐々に速く、奥まで穿うがっていく。

　摩擦で蜜液が匂い立ち、辺りに誘惑香が立ち込めた。むせ返る香りに、思考を奪われてしまう。唇から零れるのは、互いに純粋な想いだけだ。

「可愛い……、愛しいサーシャ……。愛している、絶対に手放さない……」

「あい、して……、レドッ、あいしてる……！　あああっ……！」

「愛している、サーシャ……！」

　うわ言のように何度も繰り返す愛の言葉が脳に染み込んでいく。

　愛しくて、手をつなぎたくなった。

「レド……、て、つなぎたい……っ」

　不自由な体勢で肩ごしに後ろを振り向きながら手を伸ばすと、サーシャの濡れた瞳とレドワルドの輝く瞳が合った。

　レドワルドは挿入したままサーシャの脇を抱え上げるように上体を起こさせると、片手でサーシャの肩をつかんで体を支え、もう片方の手をつないでくれた。

　挿入がより深く、オメガの子宮口を下から突き上げる形に変わる。

「ああああっ……！」

　つないだ手を握りしめると、力強く握り返してくれる。背を反らせて頭をレドワルドの肩にすりつけるサーシャの髪や頰に、激しい息遣いがかかった。

「愛している……、愛している……！」

　耳に直接吹き込まれる愛の言葉に、涙を散らして喜んだ。

　体奥に熱い迸ほとばしりを感じた瞬間、神の子を身み籠ごもったと直感した。








Epilogue






　その人は、とても美しかった。

　ゆっくりと振り向いた顔で目立つのは、大きな青い瞳。サーシャを見ると、その人は花が綻ほころぶような笑顔になった。

「かあさま……？」

「大きくなったのね、クリステアン」

　記憶の中の子こ守もり歌と、声が重なる。気づいたときは、涙を流しながら駆け寄っていた。

「かあさま、会いたかった……！」

　抱きついた首は細く、甘くやさしい匂いがした。

「わたしもよ、クリステアン。どんなに会いたかったか」

　アルハラ・カンの王宮で、初対面した母子の抱擁は長く続いた。互いに涙を拭ぬぐい、何度も頰にキスをして、離れていたぶんを取り戻すように抱き合った。

「フェドーシャ、あちらに席を用意してある。茶でも飲んで落ち着こうではないか」

　サーシャの実の父であり、フェドーシャの夫である公爵が声をかけると、彼女は涙に濡れた顔のままほほ笑んだ。

「ええ。ええ、そうね。ハーデク王もいらっしゃるのに、お待たせしては失礼ね」

　レドワルドは、丁寧に腰を折って頭を下げた。

「初めてお目にかかります。レドワルドと申します」

　そして自分の傍かたわらに立つ少女と、腕に抱いた赤子を紹介する。

「こちらが長女のカトリーナ、四歳です。そしてこちらが次女のキアラ。一歳になりました」

　背中まである長い髪を愛らしく結ったキティは、フェドーシャを見てにこっと笑った。

「はじめまして、おじいさま、おばあさま。アルハラ・カンはとってもきれいな国ね。あたし、ここ大好き！」

　アルハラ・カンの建物は色とりどりで美しく、まるでおとぎ話の中に迷い込んだようだった。絵本が大好きなキティは、すっかり気に入ってしまったのである。

　快活な孫娘に、フェドーシャは目尻を下げた。

「まあ、はじめまして。二人ともなんて可愛らしいのかしら。それに、ハーデク王は本当に黒豹でいらっしゃるのね。カールフェルトから聞いておりました。とても力強く、たくましい方なのだと」

「私の姿を恐れさせてしまったら申し訳ありません」

「とんでもない。こんなに美しい方は見たことがありません。クリステアン……、いいえ、サーシャが恋する気持ちがわかります」

　夫を褒められ、サーシャは喜びで胸を疼うずかせた。母がレドワルドの姿に怯えないかと、心配だったのだ。

「キアラはサーシャの赤ちゃんの頃にそっくりよ」

　フェドーシャが指であやすと、キアラは赤子特有の高い声で喜んだ。

「二人も女の子だなんて、可愛くていいわね」

「はい、かあさま」

　サーシャは笑いながら頷いた。

　月下でレドワルドと交わった夜に授かった子は、またしても女の子だった。今度こそ後継の男児を！　と熱望していた国民は落胆の声を上げたものの、以前とは違って非難までは聞こえなかった。

　それはサーシャの出自が明らかになったことに加え、レドワルドと進めている国民交換遊学や、オメガのための学業や職業訓練が徐々に浸透しだしていて、サーシャが受け入れられてきたからである。

「レドの従兄いとこのウィラードとぼくの友達のハジの間に、黒豹の男の子が二人いるんです。ぼくの子どもが二人とも女の子だから、どっちも息子たちのお嫁さんに欲しいって言ってくれてるので、将来が楽しみです」

　キアラが生まれたとき、ハジは大喜びで、「ぜったいウチの嫁にもらう！」とたくさんの祝いをくれた。

　もちろん、子どもたちには好きな人と結ばれてほしいから無理じいはしないけれど、本当にそうなったら楽しいなと、想像するだけで幸せになった。

「まあ、仲のいいお友達がいるのね。よかったわ」

　心の底から安あん堵どしたような母に、会いに来られてよかったと思った。

　フェドーシャはレドワルドを見上げると、サーシャにそっくりな顔でほほ笑んだ。

「この子を幸せにしてくださってありがとうございます。心から感謝いたします」

　レドワルドは、真しん摯しな表情で顎を引いた。

「いいえ、幸せにしてもらっているのは私の方です。生涯愛すると誓います。お母上にもご安心いただけるよう、こまめに近況をお知らせいたします」

　これまでも、レドワルドは遠いアルハラ・カンのフェドーシャのもとへ、サーシャや子どもたちの様子を知らせてくれていた。自分も手紙を書き、フェドーシャから初めて便りをもらったときは涙したものだ。会える日をずっと心待ちにしていた。

「かあさま、たくさんお話したいことがあるんです」

「わたしもよ」

　つないだ母の手は温かかった。

　なにから話そうとわくわくしながら、サーシャは母と連れだって歩き始めた。








あとがき






　このたびは『獣じゆう人じん王おうの愛あい妻さいオメガ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　この作品は、前回ルビー文庫さまで出していただいた『獣人王の愛玩オメガ』の続編になります。

　たくさんのご支持をいただいたおかげで、こうして続編を書かせてもらうことができました。

　まずは皆さまに深くお礼申し上げます。

　心から、ありがとうございました。

　前作ではなにもできない飼い猫ちゃんだったサーシャが、どのように成長し、どんな未来を描いていくかを、温かく見守っていただけたらと思います。今作はサーシャの成長物語としてもお楽しみください。

　オラオラに見えて甘やかしたがりの黒豹王レドワルドと、甘えんぼ仔猫ちゃんなサーシャ、二人のラブラブっぷりも健在です。

　そして表紙からおわかりのように、レドワルドとの間にはかわいい子どもが生まれました！

　新米パパママの子育ての様子も、ぜひご覧ください。

　そんな三人を、前作に引き続き北きた沢ざわきょう先生が素敵に描いています。

　先生、お忙しい中イラストをご担当くださり、ありがとうございました。表紙ラフが可愛すぎて、パソコンの前で萌え転げました。三人とも幸せそうで嬉しいです。

　担当さま、今作は特にたくさんのお力添えをありがとうございました。いつにも増してお世話になりました。ぴったりのタイトルまで考えていただき、とても助かりました！

　いつも応援してくださる読者さまに、楽しい時間をお届けできていたら嬉しいです。

　よかったらご感想をお聞かせくださいませ。

　また次の本でもご縁がありますように。





かわい恋こ

Twitter:@kawaiko_love
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